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表
紙

豪
華
な
横
手
の
ぼ
ん
で
ん

2２０２２-

（
秋
田
県
横
手
市
）

「
ぼ
ん
で
ん
（
梵
天
）」
と
は
、
神
霊
が
降
臨
す
る
た

め
の
標
示
物
・
依よ

り

代し
ろ

と
し
て
の
大
き
な
御ご

幣へ
い

形
の
も
の

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
、
商
売

繁
盛
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
を
込
め
て
毎
年
２
月
17
日

の
旭あ

さ
ひ

岡お
か

山や
ま

神
社
初
縁
日
に
奉
納
し
ま
す
。

横
手
の
ぼ
ん
で
ん
は
、
他
に
類
を
み
な
い
ほ
ど
の
大

き
さ
、
優
美
さ
、
そ
し
て
豪
華
さ
が
特
徴
で
す
。
さ
お

の
長
さ
は
約
４
・
３
㍍
。
そ
の
先
に
直
径
約
90
㌢
の
円

筒
形
の
竹
籠
を
取
り
付
け
、色
鮮
や
か
な「
さ
が
り
」（
布

地
や
麻
糸
な
ど
）
を
垂
ら
し
、
し
め
縄
や
紙
垂
、
鉢
巻

を
取
り
付
け
、
さ
ら
に
干え

支と

、
人
形
な
ど
の
意
匠
を
凝

ら
し
た
頭
飾
り
を
の
せ
ま
す
。
全
体
の
大
き
さ
は
５
㍍

を
優
に
越
え
、そ
の
重
さ
は
30
㌔
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
横
手
市
観
光
協
会

（
０
１
８
２
‐
３
３
‐
７
１
１
１
）

（
写
真
提
供
＝
横
手
市
観
光
協
会
）

●北海道壮瞥町 雪さえあれば、どこでもできる 三松靖志
●千葉県千葉市 パラスポーツで交流できるまちづくり 近藤和人
●千葉県一宮町 一宮版サーフォノミクス 高橋克佳
●富山県 ｅスポーツで地域社会と向き合う 堺谷陽平
●長野県軽井沢町 「カーリングの聖地・軽井沢」への地域振興 西山紀子
●愛知県 20種以上のニュースポーツ機会提供 長川原康生
●大阪府東大阪市 誰でも楽しめるウィルチェアスポーツの振興 津田直也
●兵庫県神戸市 ｅスポーツで高齢者のフレイル予防 藤岡　健
●鳥取県 クライミングといえば、鳥取県・倉吉市！ 鳥取県地域づくり推進部
 スポーツ振興局スポーツ課
●沖縄県 空手が経済成長の新エンジンに 佐和田勇人

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

レギュラーリポート

“がんばる地域”応援事業　鹿児島県大和村
いつまでも活躍できる住まいのあり方探る
 早川理恵

2021年度 地方創生セミナー①
今こそ！ まちを支えるローカルファンド
2021年度 地方創生セミナー②
 新たな都市と地方の新しい関係性づくり
地方創生実践塾①　和歌山県白浜町
ワーケーションを活用した都市と
地域の交流による価値創造
地方創生実践塾②　兵庫県洲本市
域学連携から始まる持続可能な地域づくり
 白石克孝

14

16

17

18

20

《連載》連携団体の取り組み④
NPO法人 ETIC. ／ 武蔵野美術大学
移住起業の支援に「ローカルベンチャーラボ」
 伊藤いずみ

未来への入り口ひらく地域での学び
 若杉浩一

地域プロモーションアワード2021
首長の思い
「住んでいてよかった」と思えるまちづくり
 板倉正直（千葉県印西市長）

旭岡山神社に奉納されるぼんでん

グラビア

手前みそですが… 【岩手県陸前高田市】

1  巻頭エッセー／創造的復興の先にある夢の実現へ 蒲島郁夫（熊本県知事）

特  集 スポーツ振興の新たな展開による地域活性化
東京2020オリンピック・パラリンピックでは、新競技やパラスポーツにも注目が集まった。だれもが楽しめるニュー
スポーツの普及に取り組む自治体も増えている。スポーツ振興の新たな展開による地域活性化の事例を特集する。

2 基調論文  ポスト「東京 2020」のスポーツ政策 関根正敏（中央大学　　
商学部准教授）

6 東京都江戸川区 誰もがスポーツに親しめる社会を目指して 中町佑介

8 三重県熊野市 快水浴場百選の海でマリンスポーツ振興 中嶋竜也

10 副基調論文  スポーツによる地方創生・まちづくり 原口大志（スポーツ庁参事官
（地域振興担当） ）

22

24

28

陸前高田市

岩
手
県

276

陸前高田市は、三陸海岸の南の玄関口
として、岩手県の東南端、宮城県と

の県境に位置しています。周囲を海、山、
川の豊かな自然に囲まれており、良質な農
産物、海産物など食材も豊富。海洋の影響
で冬も雪が少なく、四季を通じて比較的温
暖で、住みやすい気候が特徴です。
東日本大震災からの復興は、「ノーマラ

イゼーションという言葉のいらないまちづ
くり」をスローガンに、「すべての人にやさ
しいまち」「共生と交流のまち」の実現に向けて、官民一体となって、取り組んできました。
震災から10年、新しいまちづくりは着実に進んでいます。令和元年に、高田松原津波復

興祈念公園がオープン。現在、修学旅行生やツアー客など、多くの来場者が訪れていま
す。令和3年7月、東北有数の高田松原海水浴場が11年ぶりに開かれるとともに、10月に
は、今年国内最大規模の三陸花火競技大会2021が開催されるなど、まちには、活気とに
ぎわいが戻ってきています。

█シンガポール政府公認 
マーライオン像
震災後、同国との友好・交流が進み、
令和3年 12月に完成。SNS映え
する新たなスポットとして注目

█たかたのゆめ
市オリジナルブランド米。冷めて
も美味しく（一社）おにぎり協会
から、おにぎりに適するお米とし
て認定

█高田松原津波復興祈念公園
東日本大震災の犠牲者への追悼と鎮魂や、教訓の伝承、復興への意志を国内外に発信。
公園内に道の駅も併設

共
生
と
交
流
の
ま
ち

陸
前
高
田
市
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地域活性化
センターからの
メールマガジン
登録はこちら

█広田湾の海の幸
広田湾産牡蠣は豊洲市場で最高の評価。イシ
カゲ貝は滋味豊かな高級食材で、広田湾は国
内唯一の養殖産地 █奇跡の一本松

高田松原約 7万本の松のうち、東日本大震災
津波から唯一耐え残った奇跡の松。現在はモ
ニュメントとして保存

█三陸花火競技大会
全国の花火会社が腕を競い合う花火競技大会
として、令和3年初開催。新たな観光コンテ
ンツとして期待

█高田町うごく七夕、気仙町けんか七夕
毎年８月７日に開催、鮮やかな山車が市街地
を彩る。山車をぶつけ合う「気仙町けんか七
夕祭り」の迫力は圧巻
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熊
本
県
は
、
熊
本
地
震
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
令
和
２
年
７

月
豪
雨
と
い
う
、
県
政
史
上
例
を
見
な
い
三
重
苦
の
大
逆
境
に
直

面
し
て
い
ま
す
。こ
の
三
つ
の
歴
史
的
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
、

県
政
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、私
は
知
事
に
就
任
以
来
、「
逆
境
の
中
に
こ
そ
夢
が
あ
る
」

と
言
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
三
つ
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
単
に
元
の
姿
に
戻
す
だ
け
で
な
く
、
よ
り
よ

い
形
と
す
る
創
造
的
復
興
を
成
し
遂
げ
、
そ
れ
を
将
来
の
熊
本
の

さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

私
は
、
創
造
的
復
興
の
先
の
地
方
創
生
の
姿
と
し
て
、
熊
本
が

持
つ
強
み
を
生
か
し
て
、
日
本
の
「
五
つ
の
安
全
保
障
」
に
貢
献

す
る
将
来
を
思
い
描
い
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
「
経
済
の
安
全
保
障
」
で
す
。

近
年
、「
産
業
の
脳
」
と
も
言
わ
れ
る
半
導
体
の
需
要
が
世
界

的
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
熊
本
に
は
、空
港
周
辺
地
域
を
中
心
に
、

以
前
か
ら
多
く
の
半
導
体
関
連
企
業
が
立
地
し
、
県
内
製
造
業
の

柱
の
一
つ
と
し
て
県
経
済
を
牽
引
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
11
月
に
、
台
湾
の
半
導
体
製
造
大
手
Ｔ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
社
が
、
日
本
初
の
工
場
を
本
県
に
建
設
す
る
こ
と
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
熊
本
に
お
け
る
半
導
体
産
業
の
集

積
が
さ
ら
に
加
速
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

熊
本
が
世
界
の
半
導
体
ニ
ー
ズ
を
支
え
る
こ
と
で
、
県
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド

九
州
の
復
活
、
さ
ら
に
は
日
本
経
済
全
体
の
発
展
の
一
翼
を
担
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

二
つ
目
は
「
感
染
症
に
対
す
る
安
全
保
障
」
で
す
。

現
在
、
本
県
も
出
資
す
る
Ｋ
Ｍ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ク
ス
社
が
、
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
と
同
様
の
手
法
で
製
造
さ
れ
、
安
全
性
の
高
い
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
は
、
12
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
接
種
も
含
め
、
幅

広
い
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
、
安
全
性
の

高
い
国
産
ワ
ク
チ
ン
を
熊
本
か
ら
全
国
へ
、
更
に
は
世
界
へ
安
定

的
に
供
給
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
熊
本
県
は
感
染
症
対
策
に

お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昨
年
11
月
に
は
、
岸
田
文
雄
総
理
を
訪
問
し
、
Ｋ
Ｍ
バ
イ
オ
ロ

ジ
ク
ス
社
の
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
早
期
承
認
を
要
望
し
て
き
ま
し

た
。
本
県
と
し
て
も
、
一
日
も
早
い
実
用
化
に
向
け
て
、
で
き
る

限
り
の
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

三
つ
目
は
「
災
害
に
対
す
る
安
全
保
障
」
で
す
。

熊
本
地
震
や
豪
雨
災
害
と
い
う
大
き
な
自
然
災
害
を
経
験
し
た

本
県
で
は
、
そ
の
対
処
方
法
や
備
え
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
教
訓
を
蓄

積
し
て
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
支
援
に
応
え
る
た
め
に
も
、
今

後
は
こ
れ
ら
の
教
訓
を
生
か
し
、
災
害
対
応
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極

的
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
県
は
九
州
を
支
え
る
広
域
防
災
拠
点
に
も
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
九
州
内
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
役
割

が
果
た
せ
る
よ
う
、
拠
点
機
能
の
強
化
に
も
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

四
つ
目
は
「
食
料
の
安
全
保
障
」
で
す
。
熊
本
県
は
全
国
有
数

の
農
業
県
（
２
０
１
９
年
農
業
産
出
額
は
全
国
６
位
）
で
す
。
農

地
集
積
や
担
い
手
支
援
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
し
、
農
産
物

を
安
定
的
に
生
産
す
る
と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
農
業
の
推
進
な
ど

に
よ
り
、
環
境
も
守
り
な
が
ら
日
本
の
食
料
供
給
県
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

五
つ
目
は
「
環
境
の
安
全
保
障
」
で
す
。
熊
本
県
は
、
阿
蘇
の

雄
大
な
草
原
、
有
明
海
の
干
潟
や
天
草
の
島
々
な
ど
、
豊
か
な
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
環
境
を
守
り
、
地
球
温
暖
化

を
食
い
止
め
る
た
め
、
本
県
は
２
０
１
９
年
12
月
に
、
国
に
先
ん

じ
て
「
２
０
５
０
年
県
内
Ｃ
Ｏ
２
排
出
実
質
ゼ
ロ
」
を
宣
言
し
ま

し
た
。
昨
年
策
定
し
た
、
第
六
次
熊
本
県
環
境
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
企
業
と
の
連
携
や
、
県
民
運
動
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取
り
組
み
を
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
熊
本
県
が
有
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
生

か
す
こ
と
に
よ
り
、
創
造
的
復
興
の
先
に
あ
る
地
方
創
生
を
実
現

し
、
50
年
後
、
１
０
０
年
後
の
熊
本
の
更
な
る
発
展
に
つ
な
げ
て

参
り
ま
す
。

蒲島　郁夫熊本県知事

創造的復興の先にある夢の実現へ
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特 集
基調論文「

ポ
ス
ト
東
京
２
０
２
０
」
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
社
会

Covid-19

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
以
下
「
東
京
２
０
２
０
」）

は
開
催
意
義
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
た
メ
ガ
・
イ
ベ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
を
め
ぐ
っ
て
は
、
遊
び
や
レ
ジ
ャ
ー
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
が
「
不
要
不
急
」
な
も
の
と
見
な
さ
れ
る
趨す

う

勢せ
い

の
中
で
、
関
係
者
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
移
動
に
よ
っ
て
感
染

拡
大
に
つ
な
が
る
と
の
懸
念
か
ら
不
要
論
が
台
頭
し
、
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
さ
れ
た
運
営
体
制
等
に
対
し
て
も
批

判
の
眼
差
し
が
向
け
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
自
体
は
開
催
さ

れ
た
の
で
す
が
、
例
え
ば
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
自
治
体
で
は

対
面
型
の
交
流
活
動
が
大
き
く
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
想
定

し
た
成
果
を
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ガ
・
イ
ベ
ン
ト
を
単
に
実
施
す
れ
ば
期
待
し
て
い
た
成

果
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
何
ら

か
の
成
果
に
た
ど
り
着
く
た
め
に
は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が

重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
大
会
で
し
た
。

さ
て
、
そ
う
し
た
東
京
２
０
２
０
と
い
う
「
非
日
常
」

の
イ
ベ
ン
ト
を
め
ぐ
る
喧
噪
が
瞬
く
間
に
沈
静
化
し
て
き

た
昨
今
、
地
域
社
会
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
を
め
ぐ
っ

て
な
す
べ
き
こ
と
は
、「
祭
り
の
あ
と
」
の
感
傷
に
浸
り

続
け
る
こ
と
で
も
、
そ
の
メ
ガ
・
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
レ
ガ

シ
ー
を
喧け

ん

伝で
ん

す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
社
会
に

お
け
る
住
民
の
暮
ら
し
と
ス
ポ
ー
ツ
の
「
日
常
」
に
つ
い

て
真し

ん

摯し

に
向
き
合
い
、
地
域
の
活
性
化
に
む
け
て
ス
ポ
ー

ツ
が
い
か
に
貢
献
可
能
な
の
か
、
そ
う
し
た
議
論
を
積
み

重
ね
た
上
で
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
ス
ポ
ー

ツ
の
取
り
組
み
を
着
実
に
推
し
進
め
る
こ
と
が
大
切
と
な

り
ま
す
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
「
ポ
ス
ト
東
京
２
０
２

０
」
に
お
け
る
地
域
社
会
と
ス
ポ
ー
ツ
を
め
ぐ
る
議
論
に

寄
せ
て
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
歴
史

的
経
緯
を
簡
潔
に
振
り
返
る
と
と
も
に
、
昨
今
の
我
が
国

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
た
な
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化

ポ
ス
ト
「
東
京
２
０
２
０
」
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策

―
成
果
生
む
周
到
な
プ
ロ
セ
ス
構
築
を
―

関
根
　
正
敏

中
央
大
学
商
学
部
准
教
授

筆者プロフィール

関根 正敏氏
（せきね・まさとし）

筑波大学大学院体育研究科修了。スポーツ経営学を専門とし、
地域社会における持続可能な生活に資するスポーツのあり方に
ついて研究を進める。現職ではＰＢＬ（プロジェクト・ベース
ド・ラーニング）型の実践ゼミナールを担当し、中央大学の学
生と東京都府中市を拠点とする地域スポーツクラブとの協働
で、地域活性化に向けたプロジェクトを主催。主な業績に、「地
域スポーツとコミュニティ」（柳沢和雄ほか『よくわかるスポー
ツマネジメント』所収）等がある。
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に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
「
新
た
な
展
開
」
に
関
し
て

基
本
的
な
視
座
を
整
理
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

戦
後
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
地
域

「
社
会
体
育
」
か
ら
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
へ

「
ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
の
絆
を
つ
な
ぐ
」
と
い
う
政
策
的

意
図
の
芽
生
え
は
、
実
は
古
く
、
終
戦
直
後
に
文
部
省
が

着
手
し
た
「
社
会
体
育
」
の
潮
流
の
中
に
み
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
社
会
体
育
と
は
、「
学
校
体
育
に
対
す
る
こ
と

ば
で
、
学
校
が
そ
の
計
画
に
従
っ
て
行
う
体
育
活
動
を
除

い
た
、そ
の
他
の
す
べ
て
の
体
育
活
動
」（
注
１
）
を
指
し
、

学
校
教
育
活
動
以
外
の
場
に
お
け
る
体
育
が
重
視
さ
れ
る

中
で
、
家
庭
や
職
場
に
加
え
て
、「
地
域
」
に
目
が
向
け

ら
れ
ま
し
た
。
軍
事
色
の
払ふ

っ

拭し
ょ
くと

い
う
狙
い
の
も
と
で
開

始
さ
れ
た
社
会
体
育
で
し
た
が
、
経
済
成
長
が
急
激
に
進

む
時
代
に
な
る
と
、
次
第
に
、
地
域
の
人
び
と
を
つ
な
ぐ

機
能
を
持
つ
も
の
と
し
て
の
期
待
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

１
９
６
０
年
に
文
部
省
が
公
表
し
た
『
社
会
体
育
―
考
え

方
・
進
め
方
』
で
は
、「
個
人
中
心
」
へ
と
向
か
う
当
時

の
都
市
化
状
況
が
問
題
視
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
住
民
組

織
を
形
成
す
る
契
機
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
が
と
ら
え
ら
れ
ま

し
た
。
運
動
技
術
向
上
の
活
動
に
偏
る
の
で
は
な
く
、
地

域
住
民
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が

ら
、
良
好
な
人
間
関
係
を
築
き
、
地
域
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、
ひ
い
て
は
地
域
問
題
の
解
決
を
担
う
よ
う
に
な
る

と
い
っ
た
ロ
ジ
ッ
ク
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

60
年
代
後
半
以
降
に
は
、
国
民
生
活
審
議
会
に
よ
る
報

告
書
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―
生
活
の
場
に
お
け
る
人
間
性
の

回
復
―
』
を
端
緒
と
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
」
が
中

央
省
庁
を
挙
げ
て
推
進
さ
れ
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
の
絆

を
つ
な
ぐ
」
と
い
う
発
想
は
さ
ら
に
重
視
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
用
語
を

初
め
て
使
用
し
た
『
経
済
社
会
基
本
計
画
』
を
大
き
な
き

っ
か
け
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
政
策
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
地
域
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
や
自
主
グ
ル

ー
プ
の
形
成
等
の
施
策
を
通
じ
、
生
活
の
場
に
立
脚
し
た

ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
が
目
指
さ
れ
た
の
で
す
。

70
年
代
半
ば
以
降
に
は
、「
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
」や「
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
文
脈
か
ら
の
施
策
が
重
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
今
日
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
基
本
的
な
考
え

方
が
定
着
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
運
動
不
足
や
医
療
費
の

増
大
と
い
う
先
進
諸
国
の
危
機
的
状
況
を
背
景
に
、
各
国

の
政
策
で
は
福
祉
の
視
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
が
重
要
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
一
つ
の
エ
ポ
ッ
ク

メ
イ
キ
ン
グ
な
出
来
事
と
な
っ
た
の
は
、
１
９
７
８
年
に

ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
体
育
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
国
際
憲
章
」
で
す
。
そ
の
中
で
は
、
一
部
の
特

権
的
な
人
々
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
々
に
対
し
て
ス

ポ
ー
ツ
の
機
会
を
開
い
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
提
起
さ

れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
世
界
的
な
潮
流
を
受
け
、
日
本
で

も
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
視
点
が
重
視
さ
れ
始
め
、

そ
れ
に
加
え
て
、
社
会
教
育
の
分
野
で
は
「
生
涯
学
習
」

と
い
う
考
え
方
が
広
ま
り
、そ
こ
か
ら
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」

と
い
う
言
葉
が
派
生
的
に
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
で
、「
だ

れ
も
が
」「
い
つ
ま
で
も
」
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
こ
と
が

大
切
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
い

う
流
れ
を
く
み
つ
つ
、
２
０
０
０
年
に
策
定
さ
れ
た
『
ス

ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
』
と
い
う
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
最
重
要
施
策
と
さ
れ
た
の
が
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
の
全
国
展
開
で
し
た
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
地
域
の
連
帯
意
識

の
高
揚
、
世
代
間
交
流
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ

ー
ツ
政
策
で
重
視
さ
れ
た
よ
う
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

発
想
も
大
切
に
さ
れ
る
一
方
で
、
政
策
目
標
と
し
て
最
も

強
調
さ
れ
た
の
が「
ス
ポ
ー
ツ
人
口
」（
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
）

の
増
加
策
と
し
て
の
側
面
で
し
た
。
誰
も
が
、い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

こ
と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
そ
の
重
要
施
策
と
し
て
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
全

国
各
地
に
育
成
し
、
成
人
の
週
１
回
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
新
た
な
展
開

多
様
な
ア
ウ
ト
カ
ム
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

従
来
の
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
は
、
文
部
科
学
省
（
旧

文
部
省
）
が
中
心
的
な
担
い
手
と
な
り
、
教
育
行
政
と
い

う
枠
組
み
の
中
で
推
進
さ
れ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
こ
で
重
視
さ
れ
た
こ
と
と
は
、
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
（
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
）
と
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う

２
本
の
柱
で
し
た
。
そ
う
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
を

目
指
し
た
文
教
政
策
と
し
て
の
枠
組
み
が
昨
今
変
わ
り
つ

つ
あ
り
、そ
の
変
化
の
象
徴
的
な
出
来
事
と
な
っ
た
の
が
、

２
０
１
５
年
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
新
設
で
す
。
文
部
科
学
省

の
外
局
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
主
要

な
契
機
と
し
て
、
そ
れ
以
外
の
省
庁
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
策
と
の
連
携
が
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
役
割
と
し
て

設
定
さ
れ
た
の
は
ス
ポ
ー
ツ
政
策
全
体
の
「
司
令
塔
」
と

し
て
の
機
能
で
、
健
康
、
地
域
社
会
、
国
際
関
係
、
経
済

発
展
と
い
っ
た
従
来
か
ら
の
教
育
行
政
の
枠
組
み
に
収
ま

り
き
ら
な
い
よ
う
な
幅
広
い
視
点
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
関
連

施
策
に
対
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
総
合
的
な
調
整
機
能
を

特 集
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果
た
す
こ
と
で
、
省
庁
を
超
え
た
連
携
を
促
進
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
（
図
１
）。

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
設
置
さ
れ
た
結
果
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
で

目
指
さ
れ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
）
が
多
岐
に
わ
た
る
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
が
政
策
目
標
と
し
て
国
民
に
向
け
て
可

視
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
本
計
画
」（
２
０
０
０
年
策
定
）
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

社
会
の
実
現
、
国
際
競
技
力
の
向
上
、
学
校
体
育
（
子
ど

も
の
体
力
）
と
い
っ
た
三
つ
の
観
点
か
ら
政
策
目
標
が
設

定
さ
れ
、
そ
の
基
本
計
画
の
構
成
は
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
現
行
の
『
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基

本
計
画
』（
２
０
１
７
年
策
定
）
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や

競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た
従
来
か
ら
の
側
面
に
加
え
て
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
健
康
増
進
、
女
性
の
活
躍
促

進
、
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
、
地
域
活
性
化
（
ツ
ー
リ

ズ
ム
促
進
等
）、
国
際
貢
献
と
い
っ
た
よ
り
広
範
な
視
点
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
獲
得
で
き
る
ア
ウ
ト
カ
ム
が
政

策
目
標
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
、
20
も
の
観
点
か
ら
成
果
指

標
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
（
図
２
）。
こ
う
し
た

ス
ポ
ー
ツ
に
多
角
的
な
ア
ウ
ト
カ
ム
を
求
め
る

傾
向
は
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

２
０
２
２
年
３
月
に
策
定
予
定
の
「
第
３
期
ス

ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
、
２
０
２
１
年

12
月
に
そ
の
素
案
（
中
間
報
告
）
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
第
２
期
計
画
に
引
き

続
き
政
策
ア
ウ
ト
カ
ム
が
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。
こ
の
中
間
報

告
の
内
容
は
今
後
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等

を
通
じ
て
修
正
さ
れ
る
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
の
解
決
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
を
捉
え
る
傾
向
は
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

な
り
そ
う
で
す
。

今
後
の
論
点

地
域
活
性
化
に
向
け
た
活
用
可
能
性

以
上
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
系
譜
を
概
観
し
て

き
ま
し
た
が
、そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
は
、

そ
の
時
々
の
社
会
が
抱
え
る
「
政
策
課
題
」
の

解
決
に
つ
な
げ
る
と
い
う
視
点
が
政
策
立
案
側

に
よ
っ
て
強
く
意
識
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。
本
稿
で
確

認
し
た
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
や
健
康
増
進
、
社

会
課
題
の
解
決
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
社
会
的
な
機

能
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
、
諸
種
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
が
展
開

さ
れ
て
き
て
お
り
、
近
年
に
お
い
て
は
そ
の
政
策
ア
ウ
ト

カ
ム
が
多
様
性
に
富
ん
で
き
て
い
ま
す
。
一
口
に
「
ス
ポ

ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
」
を
目
指
す
と
い
っ
て
も
、
高

度
経
済
成
長
期
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
で
は
失
わ

れ
た
地
域
の
「
つ
な
が
り
」
を
形
成
す
る
こ
と
が
重
視
さ

れ
た
の
に
対
し
、
近
年
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
策
で

見
据
え
ら
れ
て
い
る
の
は
地
域
の
「
経
済
振
興
」
で
あ
る

よ
う
に
、時
代
背
景
に
よ
っ
て
力
点
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
政
策
立
案
サ
イ
ド
に
よ
っ
て
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ

る
振
興
」
が
重
視
さ
れ
る
状
況
に
対
し
て
、
実
際
に
ス
ポ

ー
ツ
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

は
、
ど
ん
な
社
会
課
題
に
対
し
て
な
ぜ
ス
ポ
ー
ツ
で
挑
む

の
か
、
目
的
論
の
水
準
で
の
具
体
的
な
検
討
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
各
種
の
計
画
文
書
の
中
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値

が
得
て
し
て
総
花
的
に
描
か
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
ば

か
り
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、

地
域
で
活
動
す
る
側
は
、
現
地
の
実
情
を
冷
静
に
踏
ま
え

た
視
点
が
大
切
で
、
地
域
の
現
状
分
析
を
深
め
つ
つ
、
ス

ポ
ー
ツ
で
地
域
づ
く
り
に
向
か
う
関
係
者
が
合
意
し
う
る

実
現
可
能
な
ア
ウ
ト
カ
ム
を
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
見
出
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

（
写
真
、
注
２
）。

加
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
歴
史
的
経
緯
を
通
じ
て
確

認
し
て
お
く
べ
き
は
、
諸
種
の
計
画
の
中
で
想
定
さ
れ
る

ア
ウ
ト
カ
ム
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
例
え

ば
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
↓
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率

の
向
上
↓
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
」「
地
域
ス
ポ
ー

図 1　関係省庁と連携したスポーツ行政の総合的な推進
（スポーツ審議会スポーツ基本計画部会第 1回「参考資料 4」より抜粋）
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ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
置
↓
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
促

進
↓
地
域
の
活
性
化
」
と
い
っ
た
か
た
ち
で
、
往
々
に
し

て
単
純
な
ロ
ジ
ッ
ク
で
説
明
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
し
か
し
現
実
に
は
、
そ
う
し
た
想
定
通
り
に
物
事
が

上
手
く
進
む
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
取
り
組
み
の
中
に
は
、

「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
」
と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
ア
ウ
ト

カ
ム
に
な
か
な
か
た
ど
り
着
か
ず
、
多
く
の
困
難
に
直
面

す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
実
際
の

「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
」
や
「
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
社
会
課
題
の
解

決
」
の
過
程
で
は
、
単
に
何

か
の
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
し
た

り
、
一
つ
の
組
織
や
制
度
を

作
っ
た
り
す
る
だ
け
で
簡
単

に
成
果
が
得
ら
れ
る
と
い
っ

た
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
は
な

く
、
日
々
の
生
活
の
中
、
地

域
社
会
の
複
雑
な
コ
ン
テ
ク

ス
ト
の
な
か
で
、
成
果
に
た

ど
り
着
く
た
め
の
周
到
な
プ

ロ
セ
ス
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
注
３
）。
東
京
２

０
２
０
が
閉
幕
し
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
「
ポ
ス
ト
東
京
２

０
２
０
」
で
は
、地
域
社
会
が
抱
え
る
課
題
に
向
き
合
い
、

ア
ウ
ト
カ
ム
に
た
ど
り
着
く
た
め
の
実
効
的
な
プ
ロ
セ
ス

を
構
築
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
そ
う
し
た

議
論
を
各
地
で
深
め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

注
１　

文
部
省
（
１
９
６
０
）『
社
会
体
育
―
考
え
方
・
進
め
方
―
』

教
育
出
版
、
１
頁
。

注
２　

写
真
は
中
央
大
学
の
学
生
に
よ
る
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
場
面
で
す
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
の
授
業
に
お
い
て
は
、
受
講
生

た
ち
が
中
山
間
地
域
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
事
業
を
実
際
に
展
開
す
る

可
能
性
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
中
で
現
地
の
関
係
者

と
話
し
合
い
、
地
域
の
方
々
の
実
情
や
想
い
に
触
れ
る
シ
ー
ン
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
目
指
す
べ

き
方
向
性
は
、
こ
う
し
た
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み

重
ね
を
経
て
設
定
さ
れ
ま
す
。

注
３　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
は
、
例
え
ば
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
ス
ポ
ー
ツ
の
理
念

や
活
用
方
法
を
模
索
し
た
り
、
地
域
の
内
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
活
動
に
広
が
り
や
深
み
を
持
た
せ
た
り
、
活
動
の
持
続
可
能

性
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
に
着

手
し
た
り
す
る
こ
と
が
想
定
で
き
ま

す
（
参
考
＝
松
橋
崇
史
ほ
か
（
２
０

１
９
）『
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
の
教

科
書
』
青
弓
社
）。

図 3　第 3期スポーツ基本計画（中間報告）で示された
「今後 5年間に総合的かつ計画的に取り組む施策」

（「中間報告」を参照し、筆者作成）

関係者との膝を突き合わせてのミーティング（筆者撮影）

図 2　第 2期スポーツ基本計画のポイント
（スポーツ庁公式HPにて公表された資料より抜粋）
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特 集
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
終
え
て

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
閉
幕
か
ら
半
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
１
年
延
期
や
無
観
客
な
ど
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
の
開

催
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
４
４
０
０
人
余
の
ア
ス
リ
ー
ト

が
繰
り
広
げ
た
熱
戦
に
胸
を
強
く
打
た
れ
ま
し
た
。

本
区
か
ら
も
５
名
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
出
場
、
各
選
手
が

大
舞
台
で
躍
動
す
る
姿
は
区
民
に
大
き
な
感
動
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
会
式
に
お
い
て
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
放
つ
輝

き
が
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
エ
フ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
東
京
の

街
に
広
が
っ
て
い
く
様
子
が
表
現
さ
れ
た
の
も
印
象
的
で

し
た
。
本
区
に
お
い
て
も
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
る
機

運
の
高
ま
り
を
推
進
力
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
さ
ら
な

る
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆◆◆

22
競
技
、
す
べ
て
が
江
戸
川
区
で
〝
で
き
る
〟

本
区
で
は
２
０
１
６
年
に
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
専
担
組
織

を
都
内
自
治
体
で
初
め
て
設
置
し
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の

実
施
環
境
向
上
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
の
中
、
東
京
２
０
２
０
大
会
の
レ
ガ
シ
ー
と

し
て
実
施
し
て
い
る
の
が
「
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
22
競

技
〝
で
き
る
〟
宣
言
」
で
す
。
地
元
開
催
の
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
よ
る
誘
因
効
果
を
逃
す
こ
と
な
く
「
自
分
も
何
か

ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
を
し
た
い
」
と
い
う
障
害
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
に
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
実
施
さ
れ

た
22
競
技
す
べ
て
の
練
習
や
試
合
等
が
〝
で
き
る
〟
環
境

を
整
備
し
、
２
０
２
０
年
12
月
に
宣
言
い
た
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
に
は
場
所
や
用
具
と
い
っ
た
ハ
ー
ド

面
が
整
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
一
緒
に
や
る
仲
間
や
指

導
者
が
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は
特
有
の
用
具
が
必
要
で
あ
る
こ
と
や

◆◆◆

競
技
者
の
人
数
が
そ
も
そ
も
多
く
は
な
い
こ
と
な
ど
に
よ

っ
て
よ
り
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
22
競
技
そ

れ
ぞ
れ
〝
で
き
る
〟
環
境
を
実
現
す
る
に
あ
た
っ
て
の
要

件
や
ア
プ
ロ
ー
チ
手
法
も
異
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
団
体
、
選
手
、
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
は
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま
で
健
常
者
を
主
な
対
象

と
し
て
い
た
区
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
民
間
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
な
ど
多
様
な
主
体
と
連
携
を
図
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
条

件
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
場
所
と
し
て
各
競
技
が
一
定
程
度
実
施
可
能
な

ハ
ー
ド
環
境
を
整
え
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
競
技
に
つ
い

て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
や
用
具
購
入
な
ど
に
よ
り
新

た
に
環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
従
前
か
ら
本
区
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
障
害
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
利
用
で
き
ま
し
た
し
、
車
い
す
競
技
だ
か

ら
と
い
っ
て
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
既
に
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
も
の
も
多
数
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
既
存
の
実
施
環
境
に
つ
い
て
も
改
め
て
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
く
つ
か
の
競
技
に
つ
い
て
は
教
室
事
業
や

体
験
会
な
ど
ソ
フ
ト
環
境
の
整
備
も
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

も
従
前
か
ら
実
施
し
て
い
た
も
の
も
あ
れ
ば
宣
言
に
よ
っ

て
新
た
に
始
め
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
環
境
を
競
技
ご
と
に
整
理
し
て

お
示
し
し
た
の
が
本
宣
言
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
が
生
み
だ
す
交
流

本
区
は
日
本
陸
連
３
種
公
認
の
陸
上
競
技
場
を
有
し
て

お
り
、
東
京
２
０
２
０
大
会
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
両
方
の
公
式
練
習
会
場
と
し
て
も
使
わ
れ
ま

◆◆◆

東
京
都
江
戸
川
区

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
た
な
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化

中
町
　
佑
介

江
戸
川
区
文
化
共
育
部

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
査

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る

�

社
会
を
目
指
し
て

―
ス
ポ
ー
ツ
を
ツ
ー
ル
に
し
た
共
生
社
会
の
実
現
―
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し
た
。

こ
の
競
技
場
で
は
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
と
し
た

「
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
車
い
す
陸
上
教
室
」
が
定
期
的
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
こ

の
教
室
の
参
加
者
の
中
に
は
、
教
室
を
き
っ
か
け
に
本
格

的
に
競
技
に
取
り
組
み
、
今
で
は
国
内
大
会
等
で
活
躍
し

て
い
る
方
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
地
元
の
現

役
選
手
を
指
導
者
と
し
て
招
い
て
い

る
他
、
理
学
療
法
士
や
「
初
級
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
」
資
格
を
有

す
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
サ
ポ

ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
画
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
初
心

者
で
も
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
教
室
の
関
係

者
同
士
の
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
象
徴
的
な

競
技
の
一
つ
で
あ
る
ボ
ッ
チ
ャ
は
本

区
に
お
い
て
も
人
気
が
高
く
、
区
立

ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
定
期
的
な
教
室

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
の

最
大
の
特
長
は
誰
で
も
参
加
で
き
る

こ
と
。
子
ど
も
か
ら
熟
年
者
ま
で
世

代
を
超
え
て
、
さ
ら
に
は
健
常
者
、

肢
体
不
自
由
の
方
、
知
的
障
害
や
精

神
障
害
の
あ
る
方
な
ど
、
障
害
の
有

無
だ
け
で
な
く
障
害
種
別
や
程
度
の

違
い
も
超
え
て
、
皆
さ
ん
が
一
緒
に

ボ
ッ
チ
ャ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
の
際
に
全
力
で
競
い
合
っ

て
い
る
様
子
は
東
京
２
０
２
０
大
会

の
コ
ン
セ
プ
ト
で
も
あ
っ
た
「
多
様

性
と
調
和
」
を
体
現
し
て
お
り
、
ス

ポ
ー
ツ
の
有
す
る
可
能
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

さ
て
、
本
稿
タ
イ
ト
ル
に
も
記
し
た
と
お
り
、
江
戸
川

区
は
「
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
社
会
」、
そ
し
て
、

そ
の
先
に
「
ス
ポ
ー
ツ
を
ツ
ー
ル
に
し
た
共
生
社
会
」
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
夏
、
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と
国
際
障
害
同

盟
が
「
Ｗ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
1₅
」
と
い
う
運
動
を
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
に
合
わ
せ
て
立
ち
上
げ
「
世
界
総
人
口
の
1₅
％

に
あ
た
る
12
億
人
の
﹃
何
ら
か
の
障
害
が
あ
る
人
﹄
を
、

特
別
な
存
在
や
感
動
的
な
存
在
と
し
て
で
は
な
く
、
健
常

者
と
同
じ
課
題
を
抱
え
た
人
々
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
く

べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
本
区
が
目
指
す
「
共
生
社
会
の
実
現
」
の
大
き
な

ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
在
り
方
は
多
様
で
す
。

競
技
力
向
上
を
目
指
す
方
も
い
れ
ば
、
心
身
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
に
余
暇
と
し
て
楽
し
む
方
も
い
ま
す
。

個
人
で
や
る
の
が
好
き
な
方
も
い
れ
ば
、
仲
間
と
一
緒

に
取
り
組
む
の
が
好
き
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

す
る
以
外
に
も
、
観
る
、
支
え
る
と
い
う
形
で
ス
ポ
ー

ツ
に
参
画
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
中
で
、
自
分
ら
し
い
「
マ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ
」
に
出

会
い
実
施
す
る
た
め
に
は
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

誰
に
も
多
様
な
選
択
肢
が
存
在
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

本
区
は
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ
っ

て
選
択
肢
を
増
や
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
共
生
社
会
の

実
現
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

EDORIKU車いす陸上教室の様子

ボッチャレベルアップ教室

ゴールボール一般公開

車いすフェンシング教室の様子
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特 集
熊
野
市
は
、三
重
県
南
部
に
位
置
し
、紀
伊
山
地
の
山
々

と
黒
潮
お
ど
る
熊
野
灘
に
囲
ま
れ
た
雄
大
な
自
然
と
、
悠

久
の
歴
史
に
育
ま
れ
た
文
化
に
富
む
ま
ち
で
す
。

世
界
遺
産
『
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
』
の
一
部
を

有
し
て
お
り
、
市
内
に
は
熊
野
古
道
を
は
じ
め
、
日
本
最

古
の
神
社
と
い
わ
れ
る
『
花は

な

の
窟

い
わ
や

神
社
』
や
国
の
天
然
記

念
物
で
あ
り
日
本
百
景
に
も
選
出
さ
れ
た
『
鬼お

に

ヶが

城じ
ょ
う』

な

ど
13
も
の
世
界
遺
産
を
有
し
て
い
ま
す
。

通
年
で
ス
ポ
ー
ツ
集
客
交
流
推
進

当
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
示
し
た
計
画
で
あ

る
熊
野
市
総
合
計
画
に
お
い
て
『
豊
か
な
自
然
と
歴
史
の

中
で
人
が
か
が
や
く
、
活
力
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
・
熊
野
』

を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
重
要
な
施
策

の
一
つ
と
し
て
『
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
集
客
交
流
』
を
掲
げ

て
お
り
、
一
年
を
通
し
て
多
く
の
大
会
の
開
催
や
合
宿
の

誘
致
を
行
っ
て
い
ま
す
。

め
ざ
す
姿
と
し
て
は
『
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
自
然
を

い
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
盛
ん
な
ま
ち
と
し
て
、
年
間

◆◆◆

を
通
じ
て
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
集
い
、
市
民
と
の
交

流
が
深
ま
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
宿
泊
や
飲
食
な
ど
に
よ

り
地
域
経
済
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
』
と

描
か
れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
集
客
交
流
で
、
に
ぎ

わ
い
と
経
済
効
果
の
波
及
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
１
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
多
く
の
大
会
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
例
年
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
大
会
を
中
心
に
毎
月
の
よ
う
に
さ
ま
ざ

ま
な
競
技
団
体
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
各
種
大
会
・

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
の
ス
ポ

ー
ツ
愛
好
者
の
み
な
さ
ん
や
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
実
現
で
き
て
い
る
も
の

で
す
。
さ
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ
集
客
を
進
め
た
い
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
当
市
の
運
動
施
設
の
利
用
状
況
は
飽
和

状
態
に
あ
り
、
新
た
な
大
会
・
合
宿
の
誘
致
な
ど
は
容
易

で
な
い
の
が
現
状
で
す
。

新
鹿
海
水
浴
場
の
環
境
を
生
か
す
種
目

球
技
を
は
じ
め
と
す
る
運
動
施
設
が
必
要
な
こ
れ
ま
で

◆◆◆

の
ス
ポ
ー
ツ
の
集
客
は
、
利
用
状
況
を
考
え
る
と
、
こ
れ

以
上
の
大
幅
な
集
客
数
の
増
加
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
熊
野
市
の
雄
大
な
自
然
を
い
か
し
、

施
設
に
頼
ら
な
い
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
市
に
は
、
日
本
の
快
水
浴
場
百
選
に
も
選
ば
れ
た
美

し
い
『
新あ

た

鹿し
か

海
水
浴
場
』
が
あ
り
、
多
く
の
海
水
浴
客
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
13
年
以
降
海
水
浴
の
入

込
客
数
が
急
激
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
平
成
18
年
か
ら
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
の
活
用
に
関
す
る
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
左
右
を
山
に
囲
ま
れ
た
地
形
に
よ
り
波
が
入
り
に

く
い
新
鹿
湾
の
環
境
を
生
か
す
に
は
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の

普
及
が
適
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
結
論
に
至
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
有
識
者
や
地
元
愛
好
者

が
中
心
と
な
り
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催

を
目
指
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
は
地
元
漁
業

関
係
者
か
ら
事
故
を
心
配
す
る
声
が
あ
が
り
、
大
会
開
催

を
断
念
す
る
な
ど
、
困
難
な
道
の
り
を
歩
む
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
諦
め
る
こ
と
な
く
体
験
会
の
開
催
や
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
の
レ
ン
タ
ル
を
行
う
な
ど
、
地
道
な
普
及
活
動

を
続
け
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
が
漁
業
関
係
者
に
も
認

め
ら
れ
、
平
成
23
年
に
は
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
全
体
と
し
て
集
客
交
流
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
官
民
連
携
の
も
と
『
熊
野
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
会
』
を
設
立
、
平
成
24
年
３
月
に
は
地
元
漁

業
関
係
者
協
力
の
も
と
『
第
１
回
熊
野
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ

ラ
ソ
ン
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
鹿
湾
を
出
て
、荒
々
し
い
熊
野
灘
を
進
む
コ
ー
ス
は
、

上
級
者
向
け
の
難
コ
ー
ス
で
す
が
、
多
く
の
漁
業
関
係
者

三
重
県
熊
野
市

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
た
な
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化

中
嶋
　
竜
也

熊
野
市
観
光
ス
ポ
ー
ツ
交
流
課 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
係 

主
事

―
熊
野
の
自
然
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
集
客 

―

快
水
浴
場
百
選
の
海
で
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
振
興
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が
救
助
船
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
ら
こ
そ

実
現
で
き
る
コ
ー
ス
と
し
て
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
当
初
の
参
加
者
は
30
名
程
度
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
平
成
25
年
、
推
進
委
員
会
が
目
を
付
け

た
の
が
、
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
（
Ｓ
Ｕ
Ｐ
）

で
し
た
。

世
界
王
者
も
参
加
し
第
１
回
Ｓ
Ｕ
Ｐ
大
会

日
本
Ｓ
Ｕ
Ｐ
振
興
会
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
ボ
ー
ド
を
扱
う
事
業
者

や
シ
ョ
ッ
プ
の
ご
協
力
の
も
と
、
平
成
26
年
10
月
に
第
１

回
熊
野
Ｓ
Ｕ
Ｐ
マ
ラ
ソ
ン
と
熊
野
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
同
時
に
開
催
し
ま
し
た
。

◆◆◆

Ｓ
Ｕ
Ｐ
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
関
係
者
の
お
声
掛
け
で
、
当

時
の
Ｓ
Ｕ
Ｐ
世
界
王
者
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ト
ラ

ヴ
ィ
ス
・
グ
ラ
ン
ト
選
手
が
参
加
。
他
に
も
国
内
ト
ッ
プ

の
金
子
ケ
ニ
ー
選
手
な
ど
の
実
力
者
か
ら
、
最
近
始
め
た

初
心
者
ま
で
１
７
１
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
熊
野
シ
ー
カ
ヤ

ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
大
会
も
38
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
２
０
０

人
以
上
の
参
加
者
が
新
鹿
の
海
を
訪
れ
ま
し
た
。
両
大
会

は
、
地
元
新
鹿
地
区
の
自
治
会
や
住
民
を
は
じ
め
、
観
光

協
会
や
地
元
漁
協
と
漁
業
者
の
ご
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
26
年
以
降
も
リ
ピ
ー
タ
ー
を
含
め
毎
年
２

０
０
人
近
い
参
加
者
が
あ
り
、
穏
や
か
な
新
鹿
湾
内
と

荒
々
し
い
外
洋
の
熊
野
灘
を
舞
台
と
す
る
、
初
心
者
か
ら

上
級
者
ま
で
楽
し
め
る
大
会
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。
令

和
２
、
３
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
２
年
連
続
で
大
会
は
中
止
と
な
っ

て
い
ま
す
。

専
任
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
確
保
へ

熊
野
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、
一
般
向
け
の

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
・
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
現
状
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
る

推
進
委
員
が
普
段
、
お
の
お
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
た
め
、

体
験
の
申
し
込
み
が
あ
っ
て
も
基
本
的
に
土
日
し
か
受
け

入
れ
が
で
き
て
お
ら
ず
、
利
用
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

曜
日
を
問
わ
ず
体
験
の
受
け
入
れ
が
可
能
な
体
制
を
整
備

す
る
た
め
、
今
後
専
任

の
人
材
を
確
保
し
、
集

客
増
加
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
会
の
開
催

に
よ
っ
て
新
鹿
と
い
う

地
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
と

と
も
に
、
体
験
会
の
開

催
に
よ
る
普
及
活
動
を

進
め
ま
す
。
こ
う
し
た

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
取
り
組
み
に
よ
り
熊

野
市
の
魅
力
を
外
部
に

発
信
す
る
こ
と
で
、
新

鹿
の
海
が
１
年
を
通
し

て
に
ぎ
わ
う
こ
と
を
目

標
に
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

白熱した首位争いを行うトラヴィス・グラント選手（右）と金子ケニー選手（左）

SUP・シーカヤックを楽しむ子どもたち

体験会で推進委員から指導を受ける子どもたち
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あ
ら
ゆ
る
身
体
活
動
を
、
ス
ポ
ー
ツ
と
捉
え
て
い
く
こ
と

が
可
能
で
す
。

地
方
を
中
心
と
し
た
人
口
減
少
、
経
済
衰
退
が
言
わ
れ

る
中
、「
地
方
創
生
」
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
だ
け
で
な
く
政
府

全
体
の
国
家
的
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
と

し
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
素
晴
ら
し
い
ツ
ー
ル
を
積
極

的
に
活
用
し
て
、
全
国
各
地
で
の
「
地
方
創
生
」
の
お
手

伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る 

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
創
設
さ
れ
た
２
０
１
５
年
以
降
に
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
施
策
と
し
て
主
に
取
り
組
ん
で

き
た
の
が
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
注
１
）」
で
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
取
り
組
む
べ
き
基
本
的
方
針
を
定
め
た

「
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」
に
お
い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
地
域
振
興
の
具
体
的
施
策
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
推
進
が
メ
イ
ン
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
合
宿
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加
や

観
戦
、
地
域
資
源
と
ス
ポ
ー
ツ
が
融
合
し
た
観
光
を
楽
し

む
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
地
方
誘
客
に
よ
る
交
流
人

口
の
拡
大
、
幅
広
い
関
連
産
業
の
活
性
化
や
関
連
消
費
の

拡
大
な
ど
、
地
域
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
に
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
や
東

京
２
０
２
０
大
会
な
ど
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
に

加
え
、
政
府
の
観
光
立
国
の
推
進
に
伴
い
、
体
験
型
観
光

の
一
つ
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
大
き
な
注
目
を

集
め
、
そ
の
需
要
を
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、
大
き
な
経

済
効
果
や
社
会
的
効
果
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
２
０
１
８
年
に
策

ス
ポ
ー
ツ
庁
は 

何
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か

皆
さ
ん
は
「
ス
ポ
ー
ツ
庁
」
と
聞
い
た
時
に
、
何
を
行

う
役
所
だ
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
か
。

「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
言
葉
か
ら
想
像
す
る
の
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
際
競
技
大
会
等
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
以
下
「
東
京
２
０
２
０
大

会
」）
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
「
新

型
コ
ロ
ナ
」）
の
拡
大
に
よ
り
多
く
の
会
場
が
無
観
客
開

催
と
な
っ
た
も
の
の
、
限
界
に
挑
む
選
手
た
ち
の
姿
、
笑

顔
や
涙
、
そ
こ
か
ら
発
せ
ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
、

世
界
中
を
感
動
の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
こ
と
は
皆
様
の
記
憶

に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
そ
う
し
た
ア
ス
リ
ー
ト
の
サ
ポ
ー

ト
、
国
際
競
技
大
会
等
の
誘
致
・
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
振
興
、
い
わ
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
「
の
」
振

興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ

自
体
「
の
」
振
興
に
加
え
て
、
地
域
振
興
な
ど
他
の
目
的

の
実
現
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ス

ポ
ー
ツ
「
に
よ
る
」
振
興
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

当
た
り
前
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

今
回
の
本
題
で
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま

ち
づ
く
り
」
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」「
み
る
」「
さ

さ
え
る
」
と
い
っ
た
形
で
そ
れ
自
体
を
楽
し
む
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
少
子
高
齢
化
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
、
地

域
の
過
疎
化
、
地
域
経
済
の
衰
退
と
い
っ
た
、
今
多
く
の

地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
を
解
決
に
導
く
ツ

ー
ル
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
」
し
て
い
こ
う
と
い
う
、

発
想
の
転
換
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
こ
の
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
振
興
」

に
お
い
て
は
、
競
技
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、

体
を
動
か
す
日
常
的
な
身
体
活
動
全
般
を
広
く
ス
ポ
ー
ツ

と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
散

歩
や
草
刈
り
、
防
災
訓
練
、
ゴ
ミ
拾
い
、
雪
下
ろ
し
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
た
な
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り

特 集
副基調論文

原
口
　
大
志

ス
ポ
ー
ツ
庁
参
事
官（
地
域
振
興
担
当
）

―
地
域
課
題
解
決
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
―
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定
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
需
要
拡
大
戦
略
」
に
基

づ
き
、
重
点
テ
ー
マ
に
設
定
し
た
「
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
お
よ
び
「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
推
進

す
べ
く
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
「
武
道

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
武
道
発
祥
の
地
で
あ
る
日
本
で
し
か
体

験
で
き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
（
伝
統
文
化
・
精
神
文
化
）

が
融
合
し
た
希
少
性
の
高
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
の
み
な
ら
ず
、
武
道
の
国
際
的
認
知
の

向
上
や
国
内
外
へ
の
普
及
・
発
信
を
目
的
に
、
国
と
し
て

は
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
初
め
て
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
中
心
と
し
て
、
ス
ポ

ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
担
い
手
「
地
域
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
注
２
）（
以
下
「
地
域
Ｓ
Ｃ
」）」

の
新
規
設
立
や
設
立
後
の
活
動
充
実
に
対
し
て
も
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
Ｓ
Ｃ
の
主
な
取
り
組
み
は
、
地
域
外
か
ら
参
加
者

を
呼
び
込
む
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」、

国
内
外
の
大
規
模
な
「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
」、
プ
ロ
チ

ー
ム
や
大
学
等
の

「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・

キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
」

「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ー
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創

出
」
な
ど
で
す
が
、

最
近
で
は
、
地
域
住

民
向
け
の
「
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運

営
」「
健
康
増
進
・

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
」「
地
域
企

業
と
連
携
し
た
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
」
な
ど
に
も
取
り
組
み

を
拡
大
さ
せ
て
い
ま
す
。

東
京
２
０
２
０
大
会
を
契
機
に
、
各
地
で

地
域
Ｓ
Ｃ
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
２
０
１
７

年
の
₅₆
団
体
か
ら
２
０
２
１
年
の
１
７
７
団

体
ま
で
、
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
期
間

中
の
５
年
間
で
そ
の
数
は
３
倍
以
上
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
競
技
団
体
の
実
情
に
詳
し

い
団
体
と
の
連
携
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン

ト
の
誘
致
・
運
営
な
ど
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、

宿
泊
施
設
の
整
備
、
広
報
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
組
織
化
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
競
技

と
は
か
け
離
れ
た
団
体
、
人
材
と
連
携
し
、

参
加
者
や
観
光
客
に
み
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
何
よ
り

バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
組
織
、
人
材
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

る
ハ
ブ
と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
が
地
域

Ｓ
Ｃ
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
今
後
も
新

た
な
経
営
展
開
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
人
材
の

育
成
・
確
保
な
ど
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
予
定
で
す
。（
ス
ポ
ー
ツ
庁
Ｈ
Ｐ　

https://w
w
w
.m
ext.go.jp/sports/b_

m
enu/sports/m

catetop09/list/
detail/1372561.htm

）

政
府
﹁
総
合
戦
略
﹂
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
施
策
の
登
場

こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
振
興
施
策

≒

ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
流
れ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の

が
、
２
０
１
９
年
に
政
府
決
定
さ
れ
た
「
第
２
期
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
以
下
「
総
合
戦
略
」）」

で
す
。

沖縄「空手ツーリズム」（スポーツ庁提供）

地域スポーツコミッション（スポーツ庁HP）

特 集
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こ
れ
は
、
東
京
２
０
２
０
大
会
を
起
爆
剤
に
、「
オ
リ

パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」
と
し
て
、
本
格
的
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を

活
用
し
た
特
色
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
全
国
的
な
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
（
政
府
で
は
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」

と
呼
称
）
を
創
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

「
オ
リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」
に
は
、
競
技
施
設
の
よ
う

な
有
形
の
遺
産
だ
け
で
な
く
、
無
形
の
社
会
的
・
経
済
的
・

文
化
的
影
響
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
で

は
、
こ
の
政
府
決
定
以
降
、
関
係
省
庁
を
主
導
し
て
、「
オ

リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」
と
し
て
、
全
国
各
地
で
、「
ス
ポ

ー
ツ
」
を
活
用
し
た
特
色
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
創
出
・

定
着
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
「
ス
ポ
ー
ツ
×
地
方
創
生
・

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
前
述
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
よ
う
な
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
「
ア
ウ
タ
ー
政
策
」

だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
よ
う
な
地
域
住
民
向
け
の

「
イ
ン
ナ
ー
政
策
」、
さ
ら
に
は
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
、
地

元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、
地
元
ア
ス
リ
ー
ト
、
国
体
、
ス
ポ
ー

ツ
産
業
等
も
「
地
方
創
生
」
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
を
活
用
し
た
特
色
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
、
自
治
体

を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
を
あ
げ
て
と
記
載
し
た
の
は
、
従
来
の
ス
ポ
ー

ツ
部
局
、
観
光
部
局
、
健
康
福
祉
部
局
な
ど
が
タ
テ
割
り

の
既
存
の
枠
の
中
で
行
っ
て
き
た
取
り
組
み
を
、
地
方
創

生
・
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
ヨ
コ
串
を
入
れ
る
こ

と
が
重
要
だ
か
ら
で
す
。

極
端
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、「
ス
ポ
ー
ツ
」
か
ら
「
ま

ち
づ
く
り
」
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
で
は
な
く
、「
ま
ち

づ
く
り
」
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
」
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
、

と
い
う
く
ら
い
の
「
発
想
の
転
換
」
が
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、「
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
、「
ス

ポ
ー
ツ
」
を
最
大
限
活
用
す
る
発
想
が
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り 

優
良
自
治
体
表
彰
制
度
の
創
設

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
東
京
２
０
２
０
大
会
後
、
オ
リ
パ

ラ
・
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
方
創

生
・
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
自
治

体
を
応
援
す
る
た
め
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り

優
良
自
治
体
表
彰
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
自
治
体
を
、
室
伏
広
治
長
官
が
表
彰
式
で

表
彰
す
る
と
と
も
に
、
先
進
的
な
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
中
心
と
な
っ
て
積
極
的
に
広
く
全
国
へ
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
地
域
だ
け
で
な
く
全
国

で
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
の
表
彰
と
な
る
２
０
２
１
年
は
、
30
自
治
体
が

受
賞
し
、
12
月
14
日
に
都
内
で
行
わ
れ
た
式
典
「
ス
ポ
ま

ち
！　

長
官
表
彰
２
０
２
１
」
に
は
、
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
沖
縄
県
ま
で
、
何
と
総
勢
29
名
も
の
自
治
体
首
長
が

参
加
、室
伏
長
官
か
ら
直
接
表
彰
状
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
道
下
美
里
さ
ん
（
パ
ラ
リ

ン
ピ
ア
ン
）、
武
井
壮
さ
ん
（
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
会

長
）
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、「
ス
ポ
ー
ツ
×
地
域
の
未
来
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
室

伏
長
官
が
直
接
訪
問
す
る
自
治
体
を
抽
選
で
決
め
る
「
ス

ポ
ま
ち
！　

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
な
ど
が
式
典
を
彩
り
ま
し

た
。式

典
に
は
全
国
・
地
方
の
約
30
社
の
マ
ス
コ
ミ
が
参
加

す
る
な
ど
、
そ
の
注
目
度
は
非
常
に
高
く
、
今
後
の
各
地

域
で
の
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
、
ま
ち
づ
く
り
」

の
取
り
組
み
か
ら
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー

ツ
庁
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用
し
て
、
受

賞
さ
れ
た
取
り
組
み
を
広
く
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

本
表
彰
は
、
２
０
２
２
年
以
降
も
第
２
回
、
第
３
回
と

続
け
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
今
回
応
募
に
至
ら
な
か
っ

た
自
治
体
の
皆
様
に
も
是
非
ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
が
積
極
的
に
連
携
を
図
っ

て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

（「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」
優
良
自
治
体
表
彰 「スポーツ・健康まちづくり」のイメージ概要（スポーツ庁提供）
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進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
行
の
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
は
２
０
２
１
年

度
末
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会

に
お
い
て
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け

て
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

２
０
２
２
年
度
以
降
は
、
東
京
２
０
２
０
大
会
な
ど

の
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ガ
シ
ー
」
や
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

な
ど
に
よ
る
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
こ
の

新
た
な
基
本
計
画
の
下
で
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

先
に
記
載
し
た
と
お
り
、
現
行
の
第
２
期
計
画
は
、

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
の
内
容
と
し
て
「
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
中
心
と
し
た
記
述
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。

東
京
２
０
２
０
大
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
住

民
・
国
民
の
理
解
と
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
か
つ
て
な
い
関
心
を
集
め
た
東
京
２
０
２

０
大
会
が
終
わ
っ
た
今
、そ
れ
に
代
わ
る
も
の
は
何
か
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
、
ま
ち
づ
く
り
が
そ
の
一

つ
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会
の

議
論
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
の
内
容
を
、

「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」か
ら「
ま
ち
づ
く
り
」に
広
げ
、

全
国
各
地
で
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
創
出
さ
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
・
社
会
に
積
極
的
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
に

進
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
身
近
に
感
じ
、「
ス
ポ
ー
ツ
っ

て
良
い
な
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
住
民
・
国
民
の
皆
様

を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
東
京
２
０
２
０
大
会
の
よ
う
な

制
度https://w

w
w
.m
ext.go.jp/sports/b_m

enu/
sports/m

catetop09/list/detail/1384512_00002.
htm

）ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら
ま
ち
づ
く
り
へ

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
策
定
へ

国
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
政
策
は
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
に

基
づ
く
５
カ
年
計
画
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
の
下
で

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
へ
の
理
解
や
サ
ポ
ー
ト
も
さ
ら
に

広
げ
、
ひ
い
て
は
競
技
振
興
と
地
域
振
興
の
好
循
環
を
実

現
し
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
で
進
ん
で
い
ま
す
。

東
京
２
０
２
０
大
会
を
契
機
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
創
設
さ

れ
て
以
降
、
常
に
発
展
し
続
け
て
き
た
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ

る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
が
、
大
会
「
後
」
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
と
考
え

て
い
ま
す
。

私
ど
も
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
、
ま
ち
づ
く

り
に
ご
興
味
あ
る
自
治
体
、
民
間
の
皆
様
と
是
非
、
意
見

交
換
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一
緒
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

注
１　
「
ス
ポ
ー
ツ
」
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
観
戦
を
目
的
と
し
て

地
域
を
訪
れ
た
り
、
地
域
資
源
（
ア
ウ
ト
ド
ア
な
ど
）
と
「
ス
ポ

ー
ツ
」
が
融
合
し
た
観
光
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

を
活
用
し
た
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
ス
タ
イ
ル
。

注
２　

地
方
公
共
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
民
間
企
業
な
ど
が
一
体

と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
活
性
化
を
推
進
し

て
い
く
組
織
の
総
称
で
あ
っ
て
、
以
下
４
要
件
を
満
た
す
も
の
。

〔
組
織
２
要
件
〕

《
一
体
組
織
要
件
》
自
治
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
体
育
協
会
、
総
合

型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
）、
民
間
企
業
・
団
体
（
観
光
協
会
、
商
工

団
体
、
大
学
、
観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
等
）
な
ど
が
一
体
と

し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
（
実
際
に
は
、
一
つ
の
組
織
と
な

っ
て
い
る
場
合
や
、
複
数
の
組
織
が
協
働
し
て
い
る
場
合
な
ど
が

あ
る
）。

《
常
設
組
織
要
件
》
常
設
の
組
織
で
あ
り
、
時
限
の
組
織
で
な
い
こ

と
（
組
織
の
構
成
員
の
常
勤
・
兼
務
は
問
わ
な
い
）。

〔
活
動
２
要
件
〕

《
域
外
交
流
活
動
要
件
》
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
や
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
・
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
な
ど
域
外
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け

た
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
資
源
を
掛
け
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域

活
性
化
の
た
め
の
活
動
を
主
要
な
活
動
の
一
つ
と
し
て
い
る
こ
と
。

《
広
範
通
年
活
動
要
件
》
単
発
の
特
定
の
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

お
よ
び
そ
の
付
帯
事
業
に
特
化
せ
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性

化
に
向
け
た
幅
広
い
活
動
を
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
こ
と
。

スポーツ・健康まちづくり優良自治体表彰 2021

特 集
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日
本
一
の
ス
モ
モ
の
産
地

大
和
村
は
鹿
児
島
市
と
沖
縄
本
島
の
間

に
浮
か
ぶ
奄
美
大
島
本
島
に
位
置
し
、
山

に
隔
て
ら
れ
た
形
で
11
の
集
落
が
海
岸
線

沿
い
に
点
在
し
て
い
る
。
総
面
積
の
89
％

が
山
林
原
野
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
地
形

を
利
用
し
果
樹
の
村
と
し
て
ス
モ
モ
や
タ

ン
カ
ン
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
特

に
ス
モ
モ
は
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
り
、

皇
室
献
上
の
栄
誉
も
賜
っ
て
い
る
。ま
た
、

豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
、
２
０
２
１
年

に
は
大
和
村
を
含
む
奄
美
大
島
本
島
も
世

界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
さ
ら
に
民
間

業
者
に
よ
る
温
泉
湧
出
が
成
功
す
る
な

ど
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
ニ
ュ
ー
ス

と
し
て
大
変
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
全
国
同
様
人

口
減
少
は
す
す
み
、
１
９
５
０
年
の
国
勢

調
査
で
６
３
７
４
人
で
あ
っ
た
人
口
は

２
０
２
１
年
で
１
４
２
２
人
と
な
り
、
奄

美
大
島
の
中
で
も
過
疎
化
が
進
ん
だ
最
も

小
さ
な
村
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

42
・
３
％
に
あ
た
る
６
０
２
人
が
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
あ
り
、
県
の
20
年
先
、
国

の
約
30
年
先
の
姿
を
既
に
迎
え
て
い
る
と

い
う
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
農
林
水
産
業

従
事
者
の
減
少
や
大
島
紬
産
業
の
低
迷
な

ど
、
第
１
次
・
第
２
次
産
業
の
合
計
が
全

体
の
30
％
を
下
回
る
状
況
と
な
り
、
少
子

高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
、
産
業
基
盤

と
も
に
大
変
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て
い

る
と
も
い
え
る
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
心
安
ら
か
に

本
村
で
は
民
間
交
通
機
関
の
撤
退
や
、

後
継
者
不
足
に
よ
る
個
人
商
店
の
閉
鎖
な

ど
が
相
次
ぎ
、
特
に
高
齢
者
や
障
害
者
、

幼
い
子
ど
も
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
等
に

と
っ
て
、
地
域
で
の
日
々
の
暮
ら
し
が
困

難
な
状
況
が
加
速
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

社
会
的
イ
ン
フ
ラ
の
乏
し
さ
に
加
え
介
護

等
の
担
い
手
不
足
等
も
加
わ
り
、
最
後
ま

で
住
み
慣
れ
て
い
る
大
和
村
で
暮
ら
し
続

け
た
い
と
願
っ
て
も
や
む
な
く
自
宅
を
離

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
々
も
後
を
絶
た

な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、そ
う
い
っ
た
現
状
を
、

仕
方
が
な
い
か
ら
と
諦
め
て
し
ま
っ
て
は

そ
こ
で
終
わ
り
で
あ
る
。
本
村
で
は
「
小

さ
く
と
も
光
輝
き
続
け
る
大
和
村
」
を
理

念
と
し
、
そ
の
中
で
も
「
住
み
慣
れ
て
い

る
地
域
で
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
」
を
地
域
福
祉
の

柱
と
し
て
い
る
。
小
規
模
自
治
体
だ
か
ら

こ
そ
一
人
一
人
の
顔
が
見
え
や
す
く
、
近

所
同
士
の
結
び
つ
き
や
人
々
の
絆
も
強
い

と
い
う
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
各
種
施
策

を
講
じ
、
き
め
細
か
い
支
援
体
制
づ
く
り

を
長
年
に
わ
た
り
継
続
的
に
展
開
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
住
み
慣
れ
た
自

分
の
地
域
で
最
後
ま
で
安
心
し
て
心
豊
か

に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
村
民
の
願
い
に
少

し
で
も
近
づ
く
環
境
を
つ
く
り
た
い
」
と

い
う
思
い
で
、今
回
の
事
業
に
応
募
し
た
。

意
見
交
換
に
は 

オ
ン
ラ
イ
ン
も
駆
使

本
村
に
は
医
療
や
介
護
の
関
係
機
関
と

し
て
役
場
担
当
課
お
よ
び
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
以
外
に
、
国
保
診
療
所
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が

あ
る
が
一
般
民
間
の
関
連
事
業
所
は
な

い
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
事
業
所
が
参
入

し
て
切
磋
琢
磨
し
発
展
す
る
と
い
う
仕
組

み
は
乏
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
分

同
じ
方
向
を
向
い
て
力
を
合
わ
せ
や
す
い

と
い
う
強
み
が
あ
る
。
今
回
は
ま
ず
、
村

民
が
住
み
慣
れ
て
い
る
地
域
で
、
村
民
が

願
う
形
で
過
ご
し
て
い
け
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、

そ
の
た
め
に
地
域
住
民
や
関
係
者
は
ど
の

よ
う
な
役
割
を
担
え
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
住
ま
い
方
と
い
う
視
点
か
ら

協
議
を
重
ね
る
こ
と
を
大
事
に
し
た
。

協
議
を
重
ね
る
課
程
に
お
い
て
は
、
村

内
で
の
意
見
交
換
会
を
継
続
的
に
行
う
以

外
に
、
先
進
地
視
察
に
出
向
き
実
際
に
見

聞
き
す
る
こ
と
で
学
び
を
重
ね
た
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
も
駆
使
し
た
り
し
な
が
ら
島
外

の
大
学
機
関
や
専
門
家
か
ら
も
継
続
的
に

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〟
応
援
事
業

（
鹿
児
島
県
大
和
村
）

い
つ
ま
で
も
活
躍
で
き
る
住
ま
い
の
あ
り
方
探
る

―
外
部
専
門
家
の
意
見
も
参
考
に
地
域
協
議
会
―

早
川
　
理
恵

大
和
村
保
健
福
祉
課
長 

兼 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長 

兼 

子
育
て
世
代
包
括
セ
ン
タ
ー
長
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助
言
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
多
方
面
か
ら

の
力
の
融
合
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
番

重
要
と
な
る
地
域
住
民
力
の
基
礎
と
な
る

住
民
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
自
分
の
暮
ら

す
地
域
を
自
分
た
ち
で
考
え
て
い
く
た
め

の
協
議
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
う
い
っ
た

過
程
を
重
ね
な
が
ら
、
理
想
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
一
つ
ず
つ
協
議
経
過
を
ま
と

め
、
そ
の
方
向
性
が
絞
ら
れ
て
い
っ
た
。

集
落
の
空
き
家
を
改
修

し
、
５
人
程
度
が
共
に
暮

ら
せ
る
長
屋
の
よ
う
な
も

の
を
つ
く
り
、
そ
こ
で
住

ん
だ
り
時
々
泊
ま
っ
た

り
、
自
宅
か
ら
毎
日
通
っ

た
り
す
る
だ
け
で
も
い

い
、
と
い
っ
た
拠
点
を
つ

く
る
と
い
う
構
想
で
あ

る
。
住
ま
う
部
屋
だ
け
が

あ
る
の
で
は
な
く
、
集
落

の
誰
で
も
使
え
る
よ
う
な

小
さ
な
フ
ロ
ア
や
食
事
処

も
あ
る
イ
メ
ー
ジ
。
現
在

施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る

方
が
帰
っ
て
き
た
り
、
そ

こ
で
最
後
ま
で
看
取
れ
た

り
す
る
よ
う
な
場
所
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

経
済
、
防
災
な
ど 

多
面
的
な 

好
循
環
期
待

今
回
の
事
業
採
択
に
よ

り
、
関
係
者
が
一
体
と
な

り
な
が
ら
今
後
の
本
村
の

あ
り
方
に
お
け
る
方
向
性

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

今
回
描
い
た
構
想
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、

本
人
や
家
族
、
周
囲
が
願
う
地
域
で
の
暮

ら
し
の
実
現
に
近
づ
く
だ
け
で
な
く
、
日

常
に
お
い
て
も
多
世
代
の
交
流
と
支
え
合

い
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
新
た

な
役
割
創
出
や
地
域
住
民
の
活
躍
の
場
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
期
待
で
き

る
。
ま
た
、
村
内
に
お
け
る
雇
用
創
出
や

経
済
の
地
域
循
環
、
関
係
人
口
の
増
加
、

防
災
機
能
面
等
に
お
い
て
も
効
果
が
期
待

さ
れ
、
本
村
が
一
番
大
事
に
し
て
い
る
地

域
の
つ
な
が
り
の
力
、
住
民
主
体
の
力
を

さ
ら
に
高
め
な
が
ら
地
域
全
体
と
し
て
の

好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

地
域
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く

り
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
時
間
も

か
か
り
簡
単
に
効
果
が
現
れ
る
も
の
ば
か

り
で
は
な
い
が
、
急
速
に
す
す
む
過
疎
化

や
厳
し
い
地
理
的
条
件
、
人
的
・
社
会
資

源
不
足
等
の
中
に
お
い
て
も
、
そ
の
地
域

の
中
に
あ
る
宝
を
探
し
、
強
み
を
最
大
限

に
生
か
し
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
く
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
し

て
い
け
る
社
会
基
盤
の
整
備
を
目
指
し
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
と
と
も
に
歩
み
続

け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

豊
か
な
自
然
と
人
の
温
か
み
、
そ
し
て
官

民
一
体
の
つ
な
が
り
の
力
に
あ
ふ
れ
た
「
頑

張
る
オ
ー
ル
大
和
村
！
」
へ
お
越
し
い
た
だ

け
る
日
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

集落の様子

「隠居長屋ろんち」（鹿児島県霧島市）への視察研修

日本一の生産量を誇るスモモ

住まいの在り方についての検討会
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講
義
Ⅰ　
「
地
域
の
ほ
っ
と
け
な
い

課
題
に
取
り
組
む
市
民
を
支
え
る

仕
組
み
」

ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ン
ド
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
財
団
と
も
呼
ば
れ
、
地
域
の
困
り

ご
と
を
地
域
で
解
決
す
る
た
め
の
資
金
を

循
環
さ
せ
る
仕
組
み
で
す
。

龍
谷
大
学
の
深
尾
昌
峰
氏
は
、
そ
の
背

景
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
公
益
財
団
法

人
京
都
地
域
創
造
基
金
な
ど
の
例
を
交
え

て
講
義
し
ま
し
た
。
自
治
体
が
対
応
す
る

の
が
難
し
い
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、
こ

れ
を
「
ほ
っ
と
け
な
い
」
と
し
て
活
動
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体
の
役
割
が
大
切
だ

が
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
の
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
財
団
で
あ
る
と
指
摘
。
沖
縄
県
や

京
都
府
の
事
例
を
挙
げ
、
単
に
お
金
に
よ

る
支
援
だ
け
で
な
く
、
解
決
策
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
市
民
団
体
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
支
援

し
て
い
る
こ
と
を
解
説
し
ま
し
た
。

事
例
紹
介
①　
「
Ｃ
Ｓ
Ｏ
と
共
に

考
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
成
長
装

置
」

佐
賀
未
来
創
造
基
金
の
山
田
健
一
郎
氏

が
同
基
金
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し

た
。
同
基
金
は
、
市
民
か
ら
３
０
０
万
円

の
寄
付
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
（
市

民
社
会
組
織
）
へ
の
助
成
や
伴
走
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー（
資

金
調
達
担
当
者
）
の
資
格
を
持
つ
メ
ン
バ

ー
が
Ｃ
Ｓ
Ｏ
と
活
動
資
金
の
調
達
方
法
を

一
緒
に
考
え
る
活
動
や
、「
空
き
家
地
域

円
卓
会
議
」
と
い
う
地
域
の
多
様
な
主
体

が
参
加
す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

山
田
氏
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
財
団
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
成
長
装
置
」
と
の
考

え
方
を
示
し
ま
し
た
。

事
例
紹
介
②　
「
地
域
内
の
資
金

循
環
と
社
会
関
係
資
本
の
強
化
」

東
近
江
三
方
よ
し
基
金
の
山
口
美
知
子

氏
は
、
滋
賀
県
東
近
江
市
と
い
う
基

礎
自
治
体
の
規
模
で
設
立
さ
れ
た
こ

と
が
特
徴
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
財

団
で
あ
る
同
基
金
を
紹
介
し
ま
し

た
。
同
基
金
は
、
資
金
を
地
域
外
か

ら
調
達
し
、
地
域
外
へ
の
流
出
を
防

ぎ
、
地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
を

意
識
し
て
い
ま
す
。
山
口
氏
は
、
同

基
金
の
取
り
組
み
が
社
会
関
係
資
本

の
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え

て
お
り
、
今
後
は
地
域
に
お
け
る
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資
（
環
境
、
社
会
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
要
素
も
考
慮
し
た
投
資
）
の

獲
得
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
述

べ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

参
加
者
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
出
て
き
た
感
想
や
問
題
意
識
を
基
に
講

師
の
３
人
が
意
見
交
換
し
ま
し
た
。「
自
分

の
地
域
財
団
を
立
ち
上
げ
る
時
に
資
金
が

集
ま
る
か
が
不
安
」
と
い
う
声
に
対
し
て
、

「
集
め
る
過
程
が
大
事
で
あ
り
、
多
く
の
市

民
に
関
与
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
」
と
い
う
意
見
が
出
る
な
ど
、
市
民

が
望
む
ま
ち
の
姿
を
多
く
の
人
た
ち
と
共

有
す
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
財
団
に
は
、
市
民
活

動
を
お
金
で
応
援
す
る
だ
け
で
な
く
、
地

域
内
の
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
と
い
う
資
源

を
循
環
さ
せ
る
役
割
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
課
題
に
取
り
組
む
市
民
の
存

在
が
重
要
で
あ
り
、自
治
体
職
員
と
し
て
、

も
っ
と
地
域
に
出
て
多
様
な
人
々
と
つ
な

が
り
、
課
題
を
見
つ
け
る
感
性
を
鍛
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

◆
本
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師

龍
谷
大
学
政
策
学
部
政
策
学
科
教
授�

�
�

深
尾　

 

昌
峰 

氏

公
益
財
団
法
人
佐
賀
未
来
創
造
基
金�

�

代
表
理
事�

�
�

山
田 

健
一
郎 

氏

公
益
財
団
法
人
東
近
江
三
方
よ
し
基
金�

�

常
務
理
事�

�
�

山
口 

美
知
子 

氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事　

●
倉 

寿
和�

�
�

（
京
都
府
福
知
山
市
か
ら
派
遣
）

２
０
２
１
年
度　

新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー 

①

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
２
１
年
度
新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生

セ
ミ
ナ
ー
「
今
こ
そ
！　

ま
ち
を
支
え
る
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ン
ド
～
人
と
資
金
の
循
環

か
ら
紡
ぐ
地
域
の
持
続
可
能
性
～
」
を
11
月
12
日
（
金
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催

し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
自
治
体
職
員
な
ど
42
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

パネルディスカッションの様子

今
こ
そ
！

�
ま
ち
を
支
え
る
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ン
ド

～
人
と
資
金
の
循
環
か
ら
紡
ぐ
地
域
の
持
続
可
能
性
～
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【
１
日
目
】

講
義
Ⅰ 

「『
都
市
と
地
方
』
の
遠
隔
連
携
」

東
京
都
立
大
学
の
大
杉
覚
氏
が
登
壇

し
、
今
後
の
都
市
と
地
方
の
在
り
方
に
つ

い
て
講
義
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
東
京
一
極
集
中
な
ど
の
状
況
が

変
化
し
て
い
る
と
指
摘
。
こ
れ
を
踏
ま
え

て
都
市
と
地
方
を
考
え
る
べ
き
だ
と
の
視

点
を
示
し
た
。

ま
た
、
東
京
都
世
田
谷
区
と
群
馬
県
川

場
村
が
周
到
に
時
間
を
か
け
た
手
続
き
を

経
て
結
ん
だ
縁
組
協
定
の
事
例
を
紹
介
。

遠
隔
自
治
体
間
連
携
の
意
義
は
、
都
市
と

農
山
村
の
交
流
に
よ
り
自
ら
の
価
値
に
気

づ
く
と
と
も
に
、
そ
れ
を
普
遍
的
な
価
値

に
高
め
、
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る

と
指
摘
し
た
。
単
独
で
は
な
し
え
な
い
こ

と
も
、
民
間
企
業
等
も
含
め
た
一
対
多
数

で
の
連
携
に
よ
る
複
合
化
、
多
角
化
に
よ

り
連
携
が
成
熟
し
、「
共
創
」
に
つ
な
が

っ
て
い
く
と
の
考
え
を
示
し
た
。

講
義
Ⅱ 

「
都
市
と
地
方
の
新
し
い

関
係
性
づ
く
り
～
遠
隔
自
治
体
間

連
携
、
関
係
人
口
等
の
多
様
な
つ

な
が
り
～
」

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー 

フ
ェ
ロ
ー
・

人
材
育
成
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
前
神
有
里

氏
は
、
東
京
都
の
町
田
市
商
工
会
議
所
が

進
め
る
「
ま
ち
だ
シ
ル
ク
メ
ロ
ン
」
の
水

耕
栽
培
の
技
術
を
取
り
入
れ
た
青
森
県
つ

が
る
市
な
ど
の
事
例
か
ら
人
と
地
域
の
多

様
な
つ
な
が
り
方
に
つ
い
て
講
義
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
ゆ
る
ふ
わ
」。「
ゆ
る
」

は
広
く
包
摂
す
る
寛
容
な
多
様
性
を
表

し
、「
ふ
わ
」
は
ふ
わ
っ
と
見
え
る
目
標

を
模
索
し
、
未
来
を
志
向
す
る
こ
と
を
表

し
て
い
る
と
い
う
。
連
携
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
見
返
り
あ
り
き
の
「give &

 
take

」な
関
係
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、「give 

&
 give

」「take &
 take

」
で
も
よ
く
、

相
互
の
メ
リ
ッ
ト
を
意
識
す
る
と
視
野
が

狭
く
な
り
が
ち
に
な
る
と
述
べ
た
。

講
義
Ⅲ 

「
お
や
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

お
や
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
理
事
の

高
野
雄
太
氏
は
、
重
要
な
の
は
課
題
解
決

か
ら
入
ら
な
い
こ
と
だ
と
述
べ
た
。
解
決

は
大
事
だ
が
、
そ
れ
で
幸
せ
に
な
る
と
は

限
ら
な
い
。
自
分
が
そ
の
街
で
生
き
て
い

く
上
で
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
と
幸
せ
、

ス
テ
キ
だ
な
と
思
う
こ
と
に
向
か
っ
て
や

っ
て
み
る
の
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
紹
介
し
た
。

ま
と
め
（
発
表
）

「
遠
隔
自
治
体
間
連
携
に
と
ら
わ
れ
ず
、

遠
隔
地
域
間
連
携
な
ど
に
す
れ
ば
も
っ
と

柔
軟
な
連
携
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」

「
町
の
中
で
同
質
性
が
高
ま
っ
て
く
る
と

排
他
性
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
」「
似

通
っ
た
地
域
同
士
で
は
、
連
携
の
在
り
方

が
見
え
に
く
い
こ
と
が
あ
る
」
等
さ
ま
ざ

ま
な
考
え
、
意
見
が
出
た
。

【
２
日
目
】

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

１
日
目
の
講
義
か
ら
自
身
が
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
話
し
た
い
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出

し
た
。
そ
れ
を
基
に
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

講
評

高
野
氏
か
ら
は
、「
地
域
の
前
に
人
と

人
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
行
政
で
な
く
個

人
と
し
て
つ
な
が
る
こ
と
が
大
切
。
実
施

し
た
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
よ
く
振
り
返

り
を
行
う
こ
と
が
大
切
」
と
い
う
話
が
あ

っ
た
。

前
神
氏
は
学
生
が
か
か
わ
る
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
、「
学
生
を
大
人
が
ど
う
サ
ポ
ー

ト
す
る
か
と
考
え
が
ち
だ
が
、
サ
ポ
ー
ト

の
方
向
は
決
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
学

生
と
の
探
求
の
時
間
は
大
人
の
学
び
に
も

つ
な
が
る
」
と
述
べ
た
。

大
杉
氏
は
「
も
と
も
と
連
携
は
姉
妹
都

市
の
よ
う
に
親
睦
交
流
で
あ
り
、
義
務
感

で
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。
人
と
人
の

つ
な
が
り
で
あ
っ
た
の
が
い
つ
の
間
に
か

自
治
体
が
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
っ
た
考
え
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
大
事
な
の
は
地
域
の
人
が
ど
う
感

じ
る
の
か
、
ど
う
し
た
い
か
」
だ
と
述
べ

た
。

◆
本
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師

東
京
都
立
大
学
法
学
部
教
授�

 
�

大
杉　

覚  

氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー 

フ
ェ
ロ
ー
・�

 

人
材
育
成
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、�

 

地
域
活
性
化
伝
道
師
、�

 

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー�

 
�

前
神 

有
里 

氏

（
一
社
）
お
や
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�

 

代
表
理
事�

高
野 

雄
太 

氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
柚
原 

孝
平�

 
�

（
岐
阜
県
飛
騨
市
か
ら
派
遣
）

２
０
２
１
年
度　

新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー 

②

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
「
新
た
な
都
市
と
地
方
の
新
し

い
関
係
性
づ
く
り
～
遠
隔
自
治
体
間
連
携
、
関
係
人
口
等
の
多
様
な
つ
な
が
り
～
」

を
11
月
26
日
（
金
）
～
27
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
し
た
。
民
間
企
業
、
地
方
自
治
体

か
ら
20
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

～
遠
隔
自
治
体
間
連
携
、関
係
人
口
等
の
多
様
な
つ
な
が
り
～

新
た
な
都
市
と
地
方
の

�

新
し
い
関
係
性
づ
く
り
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和
歌
山
県
白
浜
町
は
紀
伊
半
島
南
部
に

位
置
す
る
人
口
約
２
万
人
の
町
で
あ
る
。

町
内
に
は
南
紀
白
浜
空
港
が
あ
り
、
東
京

か
ら
約
１
時
間
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

や
、
美
し
い
白
浜
、
世
界
遺
産
の
熊
野
古

道
、
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
施
設
な
ど
多
彩
な

見
ど
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
多
く

の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

設
け
て
い
る
。

今
回
の
実
践
塾
で
は
、
ユ
ニ
リ
ー
バ
・

ジ
ャ
パ
ン
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
合
同
会

社
の
島
田
由
香
氏
を
主
任
講
師
と
し
て
、

「
仕
事（w

ork

）」と「
休
暇（vacation

）」

を
組
み
合
わ
せ
た
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

の
意
義
や
、
Ｉ
Ｔ
企
業
が
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
を
白
浜
町
に
設
置
す
る
理
由
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

【
１
日
目
】
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験

す
る
た
め
、
受
講
生
は
、W

i-Fi

や
パ
ソ

コ
ン
、
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
を
完
備
し
て
い

る
会
場
内
の
好
き
な
場
所
に
移
動
し
オ
ン

ラ
イ
ン
で
聴
講
し
た
。

講
義
Ⅰ 

「
真
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
」　

主
任
講
師
の
島
田
氏
は
、「
な
ぜ
、
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
の
か
？
」
と
受
講

者
に
問
い
か
け
た
上
で
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
意
味
や
狙
い
に
つ
い
て
講
義
。
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
「
仕
事
」
と
「
休
暇
」
の

両
方
が
し
っ
か
り
と
で
き
る
こ
と
が
前
提

で
あ
り
、
主
体
は
「
仕
事
」
な
の
で
、
ま

ず
は
自
分
が
ど
の
よ
う
に
働
き
た
い
か
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
、
と
指
摘
し
た
。
ま

た
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
と
し
て
、

普
段
と
異
な
る
環
境
で
五
感
が
研
ぎ
澄
ま

さ
れ
、
脳
が
活
性
化
し
、
仕
事
の
効
率
が

向
上
し
、
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
な
発
想
が
生

ま
れ
や
す
く
な
る
と
説
明
し

た
。講

義
Ⅱ
「
白
浜
町
の
取
り

組
み
―
な
ぜ
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
聖
地
と
な
っ
た

の
か
―
」

和
歌
山
県
情
報
政
策
課
の
桐

明
祐
治
氏
は
、
県
が
Ｉ
Ｔ
企
業

誘
致
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
そ

の
入
口
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
事
業
を
開
始
し
、
平
成
29
年

度
か
ら
は
、
企
業
対
象
の
説
明

会
や
家
族
を
対
象
と
し
た
親
子

体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催

し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
情

報
発
信
な
ど
に
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
説
明
し
た
。

ハ
ー
ド
面
は
も
ち
ろ
ん
大
切
だ

が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
一
緒

に
汗
を
か
く
こ
と
で
、
少
し
ず

つ
強
い
つ
な
が
り
に
な
っ
て
い

く
と
述
べ
た
。

講
義
Ⅲ
「
空
港
を
超
え
た
空
港
の

役
割
と
地
域
活
性
に
必
要
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」

南
紀
白
浜
エ
ア
ポ
ー
ト
の
岡
田
信
一
郎

氏
が
、
地
域
に
人
を
呼
び
込
む
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
や
地
域
の
魅
力
向
上
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
説

明
し
た
。
歴
史
文
化
や
地
域
産
業
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
運
営
、

Ｉ
Ｔ
企
業
と
連
携
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
効
果
の
検
証
な
ど
が
あ
り
、
大
学
と
の

連
携
に
よ
る
地
域
人
材
の
育
成
も
行
っ
て

い
る
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
民
営
化
初
年

度
か
ら
過
去
最
高
の
旅
客
数
と
な
り
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
、
昨
年
と
比
較
し
た
旅
客
数

が
民
営
化
空
港
で
１
位
の
回
復
率
と
な
る

な
ど
旅
客
数
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

と
語
っ
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
１ 

「
ク
オ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
」
視
察

平
成
28
年
に
東
京
か
ら
白
浜
町
に
本
社

地
方
創
生
実
践
塾 

①
和
歌
山
県
白
浜
町

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
10
月
22
日（
金
）～
23
日（
土
）

に
和
歌
山
県
白
浜
町
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

�

（
地
域
創
生
グ
ル
ー
ブ
）

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た

都
市
と
地
域
の
交
流
に
よ
る
価
値
創
造

―
真
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
―

Wi-Fi 経由のオンラインにより、思い思いの場所で聴講
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を
移
転
し
た
Ｉ
Ｔ
企
業
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ソ

フ
ト
を
訪
れ
、
地
産
地
消
の
紀
州
木
材
を

使
用
し
た
オ
フ
ィ
ス
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
や
宿
泊
施
設
な
ど
を
視
察
し
た
。

移
転
の
き
っ
か
け
の
一
つ
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業

な
ら
地
方
で
も
十
分
に
情
報
発
信
が
で

き
、
つ
な
が
り
が
既
に
あ
っ
た
白
浜
町
に

移
転
す
る
こ
と
で
地
域
貢
献
に
も
な
る
と

考
え
た
た
め
で
、
社
員
食
堂
を
一
般
開
放

す
る
な
ど
し
て
い
る
と
説
明
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

「
真
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
て
」

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
し
、

「
真
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
重
要
な
要

素
に
つ
い
て
考
え
た
。「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
同
じ
方
向
を
向
く
」「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
目
的
で
は
な
く
手
段
」「
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
す
る
」
な
ど
の
意
見
が

あ
っ
た
。

【
２
日
目
】 

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
体
験

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は
、
今
の
こ
の

瞬
間
の
感
覚
や
思
考
に
気
付
く
こ
と
で
、

ス
ト
レ
ス
軽
減
や
集
中
力
強
化
の
効
果
が

あ
る
。
受
講
者
に
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

一
環
と
し
て
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
体
験

し
て
も
ら
っ
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
２ 

「
熊
野
古
道w

alking

」

世
界
遺
産
の
熊
野
古
道
を
ガ
イ
ド
の
説

明
を
受
け
な
が
ら
約
２
時
間
か
け
て
散
策

し
た
。
昔
の
姿
を
と
ど
め
る
石
垣
や
、
古

戦
場
に
残
る
当
時
の
敷
石
、
土
器
の
破
片

な
ど
か
ら
、歴
史
を
体
感
し
て
も
ら
っ
た
。

講
義
Ⅳ 

「
地
域
を
創
る
と
い
う
こ
と
」

「
椿
温
泉
し
ら
さ
ぎ
」
女
将
の
熊
野
幸

代
氏
が
、
地
元
に
暮
ら
す
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
が
楽
し
め
る
お
祭
り
「
椿
わ
が
ら

祭
り
」の
開
催
や
ご
当
地
ソ
ン
グ
の
作
成
、

古
く
か
ら
の
住
民
を
歴
史
マ
イ
ス
タ
ー
と

し
て
認
定
す
る
「
椿
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
制

度
」
の
設
立
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
。熊

野
氏
は
、
旅
館
を
経
営
す
る
に
あ
た

り
「
人
と
の
つ
な
が
り
」
を
何
よ
り
も
大

切
に
し
て
い
る
と
し
、「
湯

治
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」な
ど
、

地
域
と
地
域
外
を
結
び
つ
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
語
っ
た
。

結
び
に

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
来
た
人
た
ち
が
何

を
求
め
て
い
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
学
ん
だ
。
実
際
に
体
験
す
る

こ
と
で
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
人

と
人
、
人
と
地
域
を
つ
な
げ
る
可
能
性
を

実
感
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事　
　
　

●
柚
原 

孝
平

�

（
岐
阜
県
飛
騨
市
よ
り
派
遣
）

地方創生実践塾（和歌山県白浜町）の概要

テーマ：�ワーケーションを活用した都市と地域の交流による価値創造�
～真のワーケーションとは～

１日目　10月 22日（金）
講義「真のワーケーションとは」
主任講師：�ユニリーバ・ジャパン・ホールディングス合同会社�

人事総務本部長　島田 由香 氏
講義「白浜町の取り組み―なぜワーケーションの聖地となったのか」
講師：和歌山県情報政策課長　桐明 祐治 氏

講義「空港を超えた空港の役割と地域活性に必要なリーダーシップ」
講師：株式会社南紀白浜エアポート代表取締役　岡田 信一郎 氏
フィールドワーク①「クオリティソフト株式会社」視察
ワークショップ『真のワーケーションに向けて』 

２日目　10月 23日（土）
マインドフルネス体験（各自室から音声 SNS Clubhouse 使用）
フィールドワーク②熊野古道walking
講義「地域を創るということ」
講師：椿温泉しらさぎ女将　熊野 幸代 氏

集合写真

視察した IT 企業クオリティソフト

熊野古道を歩く
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洲
本
市
に
つ
い
て
は
竹
内
通
弘
市
長
が

紹
介
役
を
つ
と
め
た
。
竹
内
市
長
は
、
同

市
の
あ
る
淡
路
島
が
「
あ
わ
じ
環
境
未
来

島
特
区
」
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
市
有

の
風
力
発
電
機
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
精

油
施
設
を
持
つ
な
ど
、
洲
本
市
は
早
く
か

ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
説
明
。
市
の
人
口
は
約

４
万
人
で
、
人
口
の
減
少
は
市
政
最
大
の

課
題
で
あ
る
と
し
、
持
続
可
能
な
未
来
に

向
け
た
取
り
組
み
、
域
学
連
携
事
業
の
ア

プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
塾
生
に
見
て
ほ
し

い
と
結
ん
だ
。

「
グ
リ
ー
ン
＆
グ
リ
ー
ン
」
で 

域
学
連
携
事
業

筆
者
の
基
調
講
演
で
は
、
洲
本
市
と
龍

谷
大
学
な
ど
に
よ
る
域
学
連
携
事
業

（
２
０
１
３
年
開
始
）
に
つ
い
て
解
説
し

た
。
同
事
業
は
、
大
学
生
と
大
学
教
員
が

地
域
の
現
場
に
入
り
、
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

地
元
企
業
な
ど
と
と
も
に
地
域
の
課
題
解

決
と
地
域
づ
く
り
に
継
続
的
に
取
り
組

む
。
延
べ
８
大
学
が
協
力
し
、
当
初
６
年

間
で
の
参
加
学
生
総
数
は
約
３
０
０
０
人

に
上
る
。
交
流
人
口
や
移
住
人
口
の
拡
大

へ
の
関
係
者
の
期
待
も
伝
え
た
。

洲
本
市
で
の
事
業
の
テ
ー
マ
は
「
グ

リ
ー
ン
＆
グ
リ
ー
ン
」
で
あ
る
。
一
つ
目

の
グ
リ
ー
ン
は
第
１
次
産
業
資
源
の
利
活

用
、
二
つ
目
の
グ
リ
ー
ン
は
地
域
貢
献
型

発
電
事
業
に
よ
る
活
力
の
創
出
で
あ
り
、

そ
の
結
び
付
き
に
洲
本
の
未
来
が
あ
る
こ

と
を
紹
介
し
た
。
教
員
の
事
業
型
ア
プ

ロ
ー
チ
、
学
生
の
学
習
型
ア
プ
ロ
ー
チ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
紹
介
し
て
、
今
回
の

塾
の
対
象
と
な
る
事
業
の
概
要
を
塾
生
に

伝
え
た
。

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、 

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

第
一
日
の
見
学
で
は
、「
龍
谷
大
学
ユ

ヌ
ス
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
洲
本
分
室
」
と
、
そ
こ
に
併
設
さ

れ
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
島
の
編

集
室
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ａ
」
を
訪
問
し
た
。
ビ
ジ

ネ
ス
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
課
題
解
決

事
業
の
支
援
に
つ
い
て
洲
本
市
役
所
の
高

橋
壱
氏
が
紹
介
し
た
。

「
龍
谷
フ
ロ
ー
ト
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
洲

本
」
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。

た
め
池
の
農
業
用
水
利
用
を
従
前
通
り
と

す
る
た
め
に
、
発
電
パ
ネ
ル
を
フ
ロ
ー
ト

架
台
に
設
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら「
フ
ロ
ー

ト
ソ
ー
ラ
ー
」
と
称
し
て
い
る
。
龍
谷
の

名
称
が
付
く
の
は
、
龍
谷
大
学
が
事
業
費

の
金
銭
信
託
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

電
力
会
社
と
し
て
龍
谷
大
学
関
係
者
が
起

業
し
た
Ｐ
Ｓ
洲
本
は
、
自
ら
を
非
営
利
株

式
会
社
と
定
義
し
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格

買
取
制
度
）
に
よ
る
売
電
収
入
を
域
学
連

携
や
地
域
活
動
主
体
に
給
付
し
て
い
る
。

民
の
起
業
と
学
生
参
加
が
連
動
す
る
洲
本

モ
デ
ル
の
形
を
塾
生
と
確
認
し
た
。

限
界
集
落
を
突
破
し
た
竹
原
集
落

千
種
竹
原
地
区
で
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
実
施
し
た
。
竹
原
集
落
の
Ｏ
氏
と
Ｍ

氏
は
、
大
学
や
Ｐ
Ｓ
洲
本
、
市
役
所
と
協

働
し
て
、
小
水
力
発
電
機
の
導
入
な
ど
再

エ
ネ
集
落
化
計
画
を
進
め
た
こ
と
や
、
休

耕
田
を
観
光
施
設
と
し
た
「
あ
わ
じ
花
山

水
」
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

「
な
ぜ
竹
原
は
限
界
を
突
破
し
た
の
か
」

と
題
し
た
座
談
会
で
は
、
地
元
の
お
二
人

と
と
も
に
、
集
落
へ
の
移
住
を
準
備
す
る

二
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
参
加
。

一
人
は
地
元
の
空
き
住
宅
を
改
修
し
て
宿

泊
可
能
な
交
流
拠
点
を
整
備
す
る
Ｓ
氏
、

も
う
一
人
は
域
学
連
携
事
業
に
学
生
時
代

に
参
加
し
今
は
原
木
椎
茸
栽
培
に
取
り
組

む
Ｔ
氏
で
あ
る
。
司
会
進
行
は
竹
原
集
落

に
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
導
入
し
た
東
京
都

立
大
学
の
野
田
満
氏
。「
よ
そ
者
」
で
あ
る

若
者
を
積
極
的
に
受
容
す
る
地
元
リ
ー

ダ
ー
の
重
要
性
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

塾
生
の
交
流
会
は
、
竹
原
集
落
に
オ
ー

プ
ン
し
た
て
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「ÉPiSPa

」

（
洲
本
移
住
者
３
人
が
空
き
家
を
修
復
し

て
開
業
）
で
開
か
れ
た
。
住
民
と
の
交
流

も
あ
り
、
塾
生
の
皆
さ
ん
に
生
の
声
を
伝

え
ら
れ
た
と
思
う
。

白石主任講師を囲んでの集合写真

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
11
月
５
日
（
金
）
～
６
日
（
土
）
に
兵
庫
県
洲
本
市
で
「
地

方
創
生
実
践
塾
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
の
龍
谷
大

学
副
学
長
・
白
石
克
孝
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

（
地
域
創
生
グ
ル
ー
プ
）

域
学
連
携
か
ら
始
ま
る

�

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

―
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
活
用
し
た
洲
本
モ
デ
ル
―

地
方
創
生
実
践
塾 

②
兵
庫
県
洲
本
市

●

龍
谷
大
学
副
学
長

白
石
　
克
孝
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空
き
家
・
空
き
店
舗
の
改
修
と 

域
学
連
携

二
日
目
の
最
初
の
講
義
で
は
、
空
き
家

や
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

紹
介
し
た
。
洲
本
市
の
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店

街
に
は
、
住
民
交
流
拠
点
の
「
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

Ｓ
Ｏ
Ｉ 

米
田
屋
」
が
あ
る
。
建
築
学
の

学
生
が
実
習
を
兼
ね
て
空
き
店
舗
を
改
修

し
た
成
果
で
あ
る
。
当
時
京
都
工
芸
繊
維

大
学
院
生
で
あ
っ
た
高
山
慎
之
助
氏
（
現

建
築
士
）
が
講
師
と
な
り
、
住
民
と
話
し

合
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
を
紹

介
し
た
。
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
宿
泊
施

設
へ
の
転
換
物
件
な
ど
、
今
後
も
大
学
と

協
力
し
て
改
修
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
、
洲
本
へ
の
こ
だ
わ
り
を
表
明
し
た
。

第
１
号
事
業
で
あ
る
空
き
農
家
を
改
修
し

た
「
つ
い
ど
は
ん
」
は
、
域
学
連
携
の
学

生
宿
泊
施
設
で
あ
り
、
普
段
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

放
置
竹
林
を
活
用
し
た 

国
産
メ
ン
マ
開
発

二
つ
目
の
講
義
で
は
移
住
者
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「
あ
わ
じ
里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
代
表
の

辻
三
奈
氏
が
講
師
を
務
め
、
放
置
竹
林
と

い
う
課
題
解
決
の
た
め
に
、竹
林
所
有
者
、

地
元
水
産
業
者
、
龍
谷
大
学
学
生
、
Ｐ
Ｓ

洲
本
、
洲
本
市
役
所
と
協
働
し
て
取
り
組

む
一
連
の
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
竹

林
を
整
備
す
る
こ
と
が
漁
場
の
豊
か
さ
や

里
山
の
生
物
多
様
性
に
つ
な
が
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
取
り
組
み
で
も
あ
る
と
訴
え
た
。
国

産
メ
ン
マ
「
あ
わ
じ
島
ち
く
」
の
事
業
化

で
は
、
既
存
水
産
加
工
施
設
の
活
用
、
原

料
の
幼
竹
収
穫
、
レ
シ
ピ
の
試
行
錯
誤
な

ど
、
多
様
な
協
働
が
あ
っ
て
特
産
品
開
発

が
実
現
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
こ
の

後
、
放
置
竹
林
対
策
と
し
て
洲
本
市
が
設

置
し
た
「
竹
チ
ッ
プ
専
焼
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
」
を
訪
ね
、
竹
チ
ッ
プ
の
回
収
の

仕
組
み
と
、
温
泉
施
設
で
の
熱
利
用
を
見

学
し
た
。

域
学
連
携
、 

ど
の
へ
ん
が
〝
お
も
ろ
い
〟
ね
ん

ま
と
め
の
座
談
会
「
洲
本
市
の
域
学
連

携
、
ど
の
へ
ん
が
〝
お
も
ろ
い
〟
ね
ん
」

で
は
、
龍
谷
大
学
卒
業
生
の
田
中
友
悟
氏

（
現
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
、
大
学
側
で
支
え
て
き
た
龍
谷
大

学
実
践
型
教
育
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
櫻
井
あ
か

ね
氏
、
市
役
所
側
で
支
え
て
き
た
高
橋
壱

氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
つ
と
め
た
。
域
学
連

携
と
い
う
舞
台
の
黒
子
役
に
な
っ
て
い
る

皆
さ
ん
が
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
ア
イ
デ

ア
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
、「
お
も

ろ
い
」
感
じ
を
抱
い
て
も
ら
う
よ
う
に
プ

ロ
セ
ス
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
考
え
方
、
製
品

や
広
報
物
の
美
し
さ
へ
の
こ
だ
わ
り
な

ど
、
共
有
す
る
セ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
振
り
返
り
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
も
、「
お
も
ろ
い
」
こ
と
を
大

切
に
し
て
き
た
点
が
評
価
さ
れ
た
と
思

う
。域

学
連
携
事
業
に
ふ
さ
わ
し
く
、
多
様

な
担
い
手
に
講
師
を
お
願
い
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
の
下
で
無
事
に
実
施

で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

龍谷フロートソーラーパーク洲本見学

座談会の様子

地方創生実践塾（兵庫県洲本市）の概要

テーマ：�域学連携から始まる持続可能な地域づくり�
～再生可能エネルギー等を活用した洲本モデル～

１日目　11月 5日（金）
基調講演「�域学連携から始まる持続可能な地域づくり�

～再生可能エネルギー等を活用した洲本モデル～」
主任講師：龍谷大学副学長　白石 克孝氏
見学　龍谷大学ユヌスソーシャルビジネスリサーチセンター洲本分室
フィールドワーク　�龍谷フロートソーラーパーク洲本、竹原集落、あわじ

花山水、レストラン「ÉPiSPa」、小水力発電
座談会「限界集落座談会～なぜ竹原は限界を突破したのか～」
司会：�洲本市地域おこしマイスター・�

東京都立大学助教　野田 満氏
参加者：竹原町内会長、あわじ花山水オーナー、地域おこし協力隊員 2名

２日目　11月 6日（土）
講義「空き家・空き店舗を活用したまちづくりへの挑戦」
講師：レガサルト㈱　高山 慎之助氏

講義「放置竹林を活用した国産メンマ開発と SDGs」
講師：あわじ里山プロジェクト　辻 三奈氏
見学　�域学連携を加速化させた学生滞在拠点「ついどはん」、放置竹林対策

の切り札「竹チップ専焼バイオマスボイラー」
座談会「洲本市の域学連携、どのへんが“おもろい”ねん」
ファシリテーター：龍谷大学OB　田中 友悟氏
パネリスト：龍谷大学　櫻井 あかね氏、洲本市役所企画課　高橋 壱氏

グループワーク 2日間の振り返り
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●
地
域
資
源
を
活
用
し
た 

起
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．
は
、
ロ
ー
カ

ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
協
議
会
事
務
局
と
し
て
２

０
１
６
年
度
よ
り
地
方
で
の
起
業
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
都
市
部

か
ら
移
住
し
て
新
し
い
働
き
方
・
暮
ら
し

方
を
志
す
人
の
流
れ
は
確
実
に
加
速
し
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
地
方
の
豊
か
な
自
然

や
文
化
、
人
の
つ
な
が
り
に
価
値
を
見
出

す
若
者
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

一
方
、
地
方
で
の
起
業
に
は
、
知
識
や

経
験
だ
け
で
な
く
資
材
調
達
か
ら
販
路
開

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
の
う
ち
、
地
域
づ
く
り
は
人
づ

く
り
か
ら
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の
理
念
に
共
鳴
す
る
団
体
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
相
互
の
職
員

交
流
や
、
セ
ン
タ
ー
職
員
の
イ
ン
タ
ー
ン
派
遣
、
共
同
事
業
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
人
材
育
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
相
互
の
発
展
と
地
域
社
会
へ
の
一
層
の
貢
献
を
目

指
し
ま
す
。

連
携
団
体
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
連
載
の
第
４
回
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．（
エ
テ
ィ
ッ

ク
）
と
武
蔵
野
美
術
大
学
で
す
。�

（
企
画
グ
ル
ー
プ
）

拓
ま
で
地
方
な
ら
で
は
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ

る
の
も
事
実
で
あ
り
、
孤
軍
奮
闘
の
末
に

志
半
ば
で
地
域
を
去
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
私
た
ち
が

２
０
１
７
年
か
ら
提
供
し
て
い
る
の
が
、

地
方
に
お
け
る
起
業
支
援
に
特
化
し
た

「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
ボ
」
で
す
。

過
去
５
年
間
の
受
講
者
は
全
国
か
ら
２
６

０
人
以
上
。
起
業
志
望
者
だ
け
で
な
く
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
自
治
体
職
員
な
ど

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
テ
ー
マ
ご
と
の
少
人
数
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
半
年
間
か
け
て
切
磋

琢
磨
し
合
い
な
が
ら
各
人
の
事
業
プ
ラ
ン

を
磨
き
上
げ
て
い
く
も
の
で
、
専
門
分
野

の
メ
ン
タ
ー
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ

る
丁
寧
な
伴
走
が
特
徴
で
す
。
本
ラ
ボ
か

ら
は
こ
れ
ま
で
、
地
域
の
未
利
用
資
源
を

活
用
し
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
（
廃
棄
さ
れ

て
い
た
カ
キ
殻
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
な
ど
）
や
、
新
た
な
視
点
で
の
高
齢
者

福
祉
事
業
な
ど
多
彩
な
取
り
組
み
や
ビ
ジ

ネ
ス
約
１
９
０
件
が
誕
生
し
、
そ
の
総
売

上
は
４
・
１
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の 

起
業
支
援
に
も
活
用

起
業
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
導

入
し
て
い
る
岩
手
県
釜
石
市
は
、
隊
員
支

援
の
一
環
と
し
て
本
ラ
ボ
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
隊
員
は
ラ
ボ
受
講
に
よ
り
、

専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
他
の
地
域
の
起
業
家
と
一
緒
に
学

び
な
が
ら
視
野
を
広
げ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
の
機
会
を
得
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
効

果
が
、
任
期
終
了
後
の
定
住
率
・
事
業
継

続
率
の
高
さ
に
つ
な
が
り
、
釜
石
市
か
ら
ラ

ボ
に
参
加
し
た
協
力
隊
員
の
期
間
終
了
後

の
地
域
へ
の
定
住
率
は
１
０
０
％
で
す
。

ま
た
、
ラ
ボ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
が
情
報
交
換
し

応
援
し
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
誕
生
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
釜
石
市
で
は
ラ
ボ
第
１

期
生
の
起
業
家
が
第
４
期
で
メ
ン
タ
ー
を

務
め
た
り
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
り
な
ど
、
ラ
ボ

参
加
者
同
士
の
つ
な
が
り
や
ノ
ウ
ハ
ウ
共

有
か
ら
新
た
な
事
業
開
発
に
つ
な
が
る
動

き
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
支
援
に
ラ
ボ
を

活
用
す
る
こ
と
は
、自
治
体
に
と
っ
て
も
、

隊
員
の
専
門
分
野
の
知
識
獲
得
な
ど
独
自

に
支
援
し
き
れ
な
い
部
分
を
カ
バ
ー
で

き
、
さ
ら
に
隊
員
と
全
国
の
起
業
家
と
の

交
流
を
通
し
て
関
係
人
口
増
加
も
期
待
で

き
る
、と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

釜
石
市
を
は
じ
め
と
す
る
ロ
ー
カ
ル
ベ

ン
チ
ャ
ー
協
議
会
の
参
加
自
治
体
は
、
よ

り
多
く
の
若
者
へ
「
地
方
移
住
・
地
方
起

業
」と
い
う
選
択
肢
を
広
げ
て
い
く
た
め
、

各
地
域
の
起
業
家
育
成
力
を
さ
ら
に
向
上

さ
せ
る
べ
く
、
互
い
の
交
流
を
通
じ
た
学

び
合
い
を
続
け
て
い
ま
す
。
ご
関
心
の
あ

る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

移
住
起
業
の
支
援
に「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
ボ
」

伊
藤
　
い
ず
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
ボ
責
任
者

森林管理・林業の新しい事業創出を
目指し、林業スポーツ事業に取り組む

障害者がチャレンジし、地域とつながる
社会の創出を目指す起業家のイベント

プログラムで実施した 
岡山県西粟倉村でのフィールドワーク

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．／ 

武
蔵
野
美
術
大
学

《
連
載
》
連
携
団
体
の
取
り
組
み 

④

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．
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●
当
学
部
は
２
０
１
９
年
新
設
の
学
部
で

あ
り
、
ア
ー
ト
、
デ
ザ
イ
ン
を
ベ
ー
ス
に
、

社
会
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
新

し
い
価
値
を
創
造
で
き
る
人
材
の
育
成
を

目
指
す
学
部
で
す
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
、デ
ザ
イ
ン
、ア
ー

ト
の
基
礎
教
育
の
他
に
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、

経
済
、
感
性
工
学
や
心
理
学
を
学
び
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
社
会
実
践
の
デ
ザ

イ
ン
力
を
学
ぶ
実
践
型
の
デ
ザ
イ
ン
学
科

で
す
。

そ
の
中
心
が
、
９
、
10
月
の
２
カ
月
を

通
し
て
学
ぶ「
産
学
協
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
す
。
企
業
系
の
テ
ー
マ
や
地
域
系
の

テ
ー
マ
が
11
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
私
が
担
当
す
る
地
域
系
の
テ
ー

マ
は
①
北
海
道
森
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
森

町
の
自
然
資
本
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」（
主

催
＝
森
町
役
場
）
②
千
葉
県
大
多
喜
町
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
旧
及
川
小
学
校
の
利
活
用

と
地
域
資
源
デ
ザ
イ
ン
」（
主
催
＝
良
品

計
画
、
パ
ワ
ー
プ
レ
イ
ス
）
③
東
京
都
文

京
区
根
津
の
空
き
家
、
空
き
地
、
空
き
ま

ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
都
市
の
空
白
化
を
リ

デ
ザ
イ
ン
す
る
」
④
大
分
県
日
出
町
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
水
産
業
を
中
心
と
し
た
１
次

産
業
の
価
値
化
」（
主
催
＝
日
出
町
、
同

漁
協
）
⑤
宮
崎
県
・
宮
崎
大
学
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
森
林
産
業
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
事
業
」（
主
催
＝
宮
崎
県
）

―
―
の
五
つ
あ
り
、
こ
う
し
た
多
様
な
活

動
に
、
30
人
ほ
ど
の
学
生
が
参
加
し
活
動

し
ま
し
た
。

地
域
の
生
活
も
、
長
期
滞
在
の
経
験
も

な
い
都
市
部
の
学
生
が
、
地
域
と
ど
の
よ

う
に
向
き
合
い
活
動
す
る
か
と
、
不
安
を

抱
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
な
ど

ま
っ
た
く
余
計
な
心
配
で
し
た
。
学
生
達

は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
溶
け
込

み
、
地
域
に
つ
い
て
の
本
質
的
な
考
察
を

進
め
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

当
初
、
ど
の
学
生
も
素
直
に
〝
問
題
〟

を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
言
い

換
え
れ
ば
、
誰
も
が
期
待
す
る
よ
う
な
答

え
、
あ
り
き
た
り
な
答
え
を
求
め
た
わ
け

で
す
。
し
か
し
、活
動
を
進
め
る
う
ち
に
、

彼
ら
は
「
私
た
ち
が
す
る
こ
と
は
、
産
業

の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
な
の
か
？
」「
産
業

が
こ
の
ま
ち
の
魅
力
な
の
か
？
」
と
い
っ

た
違
和
感
を
抱
い
た
よ
う
で
す
。

産
業
振
興
の
解
決
策
は
あ
る
だ
ろ
う

が
、
本
当
に
必
要
な
の
は
、
地
域
の
暮
ら

し
や
営
み
、
過
去
か
ら
未
来
へ
と
続
く
時

間
、
風
景
や
自
然
と
人
々
の
美
し
さ
、
つ

ま
り
は
こ
の
土
地
の
魅
力
に
気
づ
き
、
自

覚
し
、
磨
き
、
学
び
合
う
こ
と
で
は
な
い

の
か
。
こ
れ
が
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
学

生
た
ち
が
出
し
た
答
え
の
底
を
流
れ
る
、

共
通
し
た
意
識
だ
と
思
い
ま
す
。

学
生
た
ち
が
見
つ
け
た
の
は「
共
同
体
・

コ
モ
ン
」
の
存
在
で
す
。
と
も
に
支
え
合

い
、
美
し
い
営
み
の
連
続
に
参
加
す
る
、

人
た
ち
の
関
係
性
で
す
。

私
た
ち
は
、
い
つ
の
間
に
か
経
済
や
商

品
、
サ
ー
ビ
ス
、
つ
ま
り
「
目
に
見
え
る

価
値
」
ば
か
り
追
い
か
け
て
社
会
を
つ

く
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
生
ま
れ
た
の

が
多
く
の
社
会
問
題
と
、
地
域
格
差
、
経

済
格
差
で
す
。
若
い
世
代
が
切
望
し
た
こ

と
は
、社
会
を
支
え
る
人
の
「
つ
な
が
り
」

と
、
地
域
を
通
じ
た
「
学

び
」
の
可
能
性
だ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

僕
は
、
こ
れ
か
ら
の
新

し
い
学
び
は
「
地
域
に
あ

る
」
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
地
域
と
都
市
の
学
生

の
交
流
か
ら
始
ま
る
、
新

し
い
学
び
の
場
の
創
造

と
、関
係
づ
く
り
こ
そ
が
、

未
来
へ
の
入
り
口
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

未
来
へ
の
入
り
口
ひ
ら
く
地
域
で
の
学
び若

杉
　
浩
一

武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
構
想
学
部

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
科
教
授

宮崎県・宮崎大学プロジェクト「森林産業オープン
イノベーション創出事業」に参加した学生たち

大分県日出町プロジェクト「水産業を中心とした
１次産業の価値化」で活動中の学生たち

森町・地域の学舎の構想図（廃校、図書館、道の駅、
畑、海、山、宿泊施設、市民の食卓、ファブラボ）

北海道森町プロジェクトに参加した学生たち

武
蔵
野
美
術
大
学
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地域プロモーションアワード2021（旧地域プロモーション大賞）

地域活性化センターは、各地域がその魅力を国内外に発信する広報PR活動の一助とするために、 地域プロ
モーション事業を実施しています。その一環として、全国の優れた動画やパンフレットを表彰する「地域プ
ロモーションアワード」を実施しています。

今年度実施した「地域プロモーションアワード2021」では、以下の2作品が大賞に輝きました。

・ふるさと動画大賞………………青森県大鰐町「家族のかたち、大鰐のくらし」

・ふるさとパンフレット大賞……高知県四万十町「シマントチョウ　シアワセブック」

2021年₁₂月₁₃日（月）に開催した「地域プロモーションアワード2021」表彰式の様子とあわせて、「地
域プロモーションアワード2021」の受賞作品をご紹介します。

受賞団体コメント
このたびは、「ふるさと動画大賞（第 3 回）」の大変名誉ある「大賞」

にご選出いただき、誠にありがとうございます。制作に携わりました
関係者の皆さま方には、心より感謝申し上げます。

大鰐町は、800 年以上の歴史がある「大鰐温泉郷」として人々から
親しまれてきました。現在でも昔ながらの公衆浴場や観光客が訪れる
日帰り温泉などがあり、温泉が生活に密接に関わっています。

本作品は、大鰐の温泉や町の主要産業であるりんごなどを映しつつ、
ふるさとの何気ない暮らしの魅力を伝え、町の移住促進につながれば
との想いから制作したものです。今回の受賞を機に、多くの皆さまに
大鰐町を知っていただき、大鰐町に足を運んでいただけたら幸いです。

動画の注目ポイント
全編4K画質で描かれる大鰐の美しい風景と、その風景を彩る音楽（主

題歌「大切な風景」作詞作曲：空気公団）も楽しみながらご覧ください。

応募作品数：143点

ふるさと動画大賞（第3回）

●審査委員
委員長
箭内 　道彦 氏（クリエイティブディレクター）

委員
秋吉 久美子 氏（女優）

木川 　剛志 氏（和歌山大学観光学部 教授）

松原 　　亨 氏（株式会社マガジンハウス コロカル編集部編集長）

谷中 　修吾 氏（一般社団法人INSPIRE 代表理事）

北 村  潤 一 郎（一般財団法人地域活性化センター 常務理事）

●箭内道彦委員長の総評
文化、歴史、景観、名産、生活……その地域特有の財産を、シビックプライドを持って、映像美とともに宣伝する、そんな秀作

が数多く集まった。同時に、足りないものも見えてくる。それは「企画」の有無。今後の地域動画の伸びしろと進化を、その部分
に感じている。

土地の魅力を多くの人に知っていただいて来訪を促すことは、プロモーション動画の大きな使命のひとつであることに違いない
が、動画にはまだもっと大きな力がある。それは、観る者と課題を共有すること。ともに考え、行動を喚起し、その地の未来をデ
ザインすること。時に観る者の人生をも変えながら。

大賞の大鰐町にはそれがあった。映像の美しさだけにとどまらぬ、強い「企画」があった。そこに町の意志が鼓動として聴こえ
てくる。動画は、地域をさらに活性化させることができる。その力を、より多くの行政担当者、首長、そして制作者自身が信じて
ほしい、そう強く願う。

左
上
か
ら
箭
内
、
秋
吉
、
木
川
、

左
下
か
ら
松
原
、
谷
中
、
北
村
各
氏

大賞 青森県大鰐町 《家族のかたち、大鰐のくらし》
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《優秀賞》新潟県佐渡市
SADO GOLD & SILVER MINES For all Tourists

《箭内道彦賞》京都府福知山市
福知山市コンセプトムービー「光秀マインド」（3分ver.）

《秋吉久美子賞》岐阜県郡上市
The snowy landscape of Japan’s heartland【Gujo,japan】

《木川剛志賞》福井県越前市
手仕事を巡る旅 越前叡智［えちぜんえいち］Craft Tourism Echizen

《松原亨賞》山梨県富士吉田市
西裏 Nishiura Bar District

《谷中修吾賞》滋賀県長浜市
長浜市公式 MV「We Want Ones −長浜市役所で働こう−」（職員採用 PR ソング）

《地域活性化センター賞》富山県富山市
AMAZING TOYAMA ～この地を選んだ理由～【ダイジェスト版】

地域プロモーションアワード2021
受賞結果（動画・パンフレット）はこちら！

そ の 他 の 受 賞 作 品 一 覧
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応募作品数：109点

ふるさとパンフレット大賞（第9回）

受賞団体コメント
この度は、このような栄誉ある賞をいただき誠にありがとうございます。
この「シマントチョウ　シアワセブック」は、約 ₂₀ 年前に移住して来られたクリエイターに制作を依頼し

ました。移住者として、また、長年四万十町で生活をして感じたこと、町について町職員と雑談してきたこと
などの積み重ねが礎となっています。

制作にあたっては、移住を勧めるだけの内容とならないよう、豊富な町の魅力を多く届けられるようにとの
想いで「写真」を多めに、「キャッチコピー」は誇張せず、ありのままの表現で伝えています。

このパンフレットをきっかけに多くの方に「四万十町」を知っていただき、一人でも多くの方に訪れていた
だければと思っています。

今回の受賞を励みに、より一層町の魅力を発信していきます。

●審査委員
委員長
南　 伸坊 氏（イラストレーター）

委員
楓 　千里 氏（國學院大學研究開発推進機構 教授）

パックン 氏（お笑いコンビ パックンマックン）

マックン 氏（お笑いコンビ パックンマックン）

北村 潤一郎（一般財団法人地域活性化センター 常務理事）

●南伸坊委員長の総評
大賞の「シマントチョウ　シアワセブック」は、デザインワークが優れています。写真が美しく、レイアウトが巧みであって、

写真の魅力もそれぞれのモノや人の魅力を引き出して申し分ない。小さくていい写真を小さくして、小さいから魅力的に見せる。
大きく使いたい写真は惜しげもなく大きく使い、だから魅力をさらに発揮する。そしてページをひらくごとに目を楽しませるリズ
ムが素晴らしい。文句なしの大賞でした。

優秀賞の「普代村を守った奇跡の水門」は「絵本形式」のパンフレットに始まって、実際に上製本の絵本にもなってしまった変
わりダネですが、専門家の絵でも文でもないことが、親しみやすさやニュアンスの魅力を持っています。図書館に寄贈をすれば、
新しい展開も望めます。初めから注目されていた作品でした。

賞を逸した作品もそれぞれに美点があり、残念ですが、大概盛り込みすぎて美点の埋もれる傾向があります。次回に期待します。

左からマックン、パックン、北村、南、楓各氏
※撮影時のみマスクを外しています。

《
シ
マ
ン
ト
チ
ョ
ウ
　
シ
ア
ワ
セ
ブ
ッ
ク
》

大
賞
高
知
県
四
万
十
町
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問い合わせ先：一般財団法人地域活性化センター 広報・プロモーション課　竹本、丸山
電話：03-5202-6137　メール：kouhou@jcrd.jp

《楓千里賞》山梨県富士吉田市
HATAORI-MACHI FESTIVAL 

GUIDE BOOK

《南伸坊賞》北海道美唄市
BIBAI DESTINATION GUIDE

《優秀賞》岩手県普代村
普代村を守った奇跡の水門

そ の 他 の 受 賞 作 品 一 覧

2021年₁₂月₁₃日（月）に「地域プロモーションアワード2021」の表彰式を開催しました。表彰状授与の
後、審査委員の皆様から今回の応募作品の評価や日本の地域プロモーションについての考察など、さまざま
なメッセージをいただきました。受賞団体と審査委員によるトークセッションでは、受賞の喜びの声のみな
らず、まるで地域のPR合戦のようなユニークかつ熱いトークで会場を盛り上げていただきました。

地域プロモーションアワード2021表彰式

《パックン賞》栃木県栃木市
Tochigi City Real Visual Magazine 

“aru” vol.4  

《地域活性化センター賞》
岩手県花巻市

宮沢賢治花巻まち歩きファンブック

《マックン賞》千葉県長生村
ライフスタイル＆観光ガイド

「LONG AND LIVE」

右
：
表
彰
式
で
の
集
合
写
真

左
：
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
参
加
し
た
受
賞

団
体
・
審
査
委
員

※
撮
影
時
の
み
マ
ス
ク
を
外
し
て

い
ま
す
。
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印
西
市
は
千
葉
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
東
京
都
心
か
ら
40
㌔

圏
内
、
成
田
国
際
空
港
か
ら
約
15
㌔
と
立
地
に
恵
ま
れ
、
近
年
で

は
、
市
を
横
断
す
る
国
道
４
６
４
号
と
北
総
線
沿
線
の
千
葉
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
地
区
を
中
心
に
宅
地
の
開
発
が
進
み
、
大
型
商
業
施
設

や
企
業
が
集
積
す
る
な
ど
、都
市
的
な
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
令
和
元
年
５
月
に
ア
メ
リ
カ
グ
ー
グ
ル
社
が
日
本
で
初

と
な
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
当
市
に
建
設
す
る
と
の
発
表
が
あ
っ

た
よ
う
に
、
活
断
層
の
な
い
強
固
な
地
盤
の
北
総
台
地
に
位
置
す

る
当
市
は
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
適
地
「
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｉ
」
と
し
て

世
界
に
知
ら
れ
て
お
り
、
令
和
３
年
６
月
に
経
済
産
業
省
が
発
表

し
た
「
半
導
体
・
デ
ジ
タ
ル
産
業
戦
略
」
で
は
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
立
地
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
当
市
は
、
三
方
を
利
根
川
、
印
旛
沼
、
手
賀
沼
と
水
辺

に
囲
ま
れ
、
里
山
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
る

と
と
も
に
、
獅
子
舞
や
神
楽
を
は
じ
め
と
す
る
古
く
か
ら
伝
わ
る

有
形
無
形
の
文
化
財
が
今
な
お
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
市
は
、
優
れ
た
都
市
機
能
や
伝
統
文
化
と
豊
か
な
自
然
の
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
た
ま
ち
と
し
て
、
東
洋
経
済
新
報
社
が
毎
年
発
表

し
て
い
る
、「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
平
成
24
年
か
ら
７
年

連
続
で
全
国
１
位
に
評
価
さ
れ
る
な
ど
、「
住
み
よ
い
ま
ち
」
と

し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
平
成
24
年
に
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、「
市
民
の
皆
様

か
ら
お
預
か
り
す
る
貴
重
な
税
金
を
決
し
て
無
駄
遣
い
す
る
こ
と

な
く
、
子
育
て
、
教
育
、
福
祉
と
い
っ
た
市
民
の
皆
様
の
た
め
の

施
策
に
還
元
す
る
」
と
い
う
姿
勢
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
鋭
意

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
一
端
と
し
て
、
子
育
て
支
援
策
と
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
市
は
、
年
少
人
口
の
割
合
が
、
16
・
４
％
（
令
和
３
年
４
月

１
日
現
在
）
と
県
内
の
市
町
村
で
最
も
高
く
、
豊
富
な
商
業
施
設

や
都
市
公
園
、
広
く
整
備
さ
れ
た
歩
道
と
い
っ
た
優
れ
た
都
市
機

能
を
背
景
に
、子
育
て
世
代
を
中
心
に
、人
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
18
歳
以
下
の
子
ど
も
へ
の
医
療
費
助
成
、
市
立
小

中
学
校
の
修
学
旅
行
費
の
一
部
助
成
、
経
済
的
な
理
由
で
進
学
が

困
難
な
生
徒
の
保
護
者
に
対
す
る
高
等
学
校
等
へ
の
入
学
費
用
の

補
助
な
ど
の
子
育
て
支
援
策
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
学
習
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
度
ま
で

に
全
小
中
学
校
の
普
通
教
室
の
冷
房
化
を
完
了
さ
せ
、
ト
イ
レ
も

洋
式
化
し
ま
し
た
。

現
在
、
年
少
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
毎
年
、
新
た
な
私
立
保
育

園
等
の
開
園
を
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
需
要
に
追
い
付
か
ず
、
待

機
児
童
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。
令
和
４
年
４
月
に
は
新
た

に
５
園
が
開
園
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
待
機

児
童
対
策
と
子
育
て
支
援
策
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
方
で
、
当
市
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は
23
・
２
％
と

低
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

住
民
主
体
で
行
わ
れ
て
い
る
「
い
ん
ざ
い
健
康
ち
ょ
き
ん
運
動
」

は
、
歌
を
歌
い
な
が
ら
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
筋
力
運
動
と
し
て
、

日
頃
か
ら
楽
し
く
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の

で
、
現
在
、
市
内
各
地
で
73
グ
ル
ー
プ
、
約
１
５
０
０
人
（
令
和

３
年
７
月
末
現
在
）
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
他
市
町
村

か
ら
も
視
察
に
訪
れ
る
ほ
ど
普
及
し
、
年
々
参
加
者
を
増
や
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
時
活
動
を
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
再
開
し
、
高
齢
者
人
口
の
１
割
の
参
加
を
目
標
に
、
サ
ポ

ー
タ
ー
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
市
内
を
循
環
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
70
歳
以

上
の
方
の
無
料
化
、
補
聴
器
購
入
や
自
動
車
の
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違

い
防
止
装
置
等
の
取
り
付
け
に
対
す
る
市
独
自
の
補
助
等
を
実
施

し
て
、
高
齢
者
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
通
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
皆
さ
ん
が
、「
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

念
頭
に
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

千葉県印西市長 板倉　正直

「住んでいてよかった」と思えるまちづくり
～バランスのとれたまち「INZAI」～
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表
紙

豪
華
な
横
手
の
ぼ
ん
で
ん

2２０２２-

（
秋
田
県
横
手
市
）

「
ぼ
ん
で
ん
（
梵
天
）」
と
は
、
神
霊
が
降
臨
す
る
た

め
の
標
示
物
・
依よ

り

代し
ろ

と
し
て
の
大
き
な
御ご

幣へ
い

形
の
も
の

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
、
商
売

繁
盛
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
を
込
め
て
毎
年
２
月
17
日

の
旭あ

さ
ひ

岡お
か

山や
ま

神
社
初
縁
日
に
奉
納
し
ま
す
。

横
手
の
ぼ
ん
で
ん
は
、
他
に
類
を
み
な
い
ほ
ど
の
大

き
さ
、
優
美
さ
、
そ
し
て
豪
華
さ
が
特
徴
で
す
。
さ
お

の
長
さ
は
約
４
・
３
㍍
。
そ
の
先
に
直
径
約
90
㌢
の
円

筒
形
の
竹
籠
を
取
り
付
け
、色
鮮
や
か
な「
さ
が
り
」（
布

地
や
麻
糸
な
ど
）
を
垂
ら
し
、
し
め
縄
や
紙
垂
、
鉢
巻

を
取
り
付
け
、
さ
ら
に
干え

支と

、
人
形
な
ど
の
意
匠
を
凝

ら
し
た
頭
飾
り
を
の
せ
ま
す
。
全
体
の
大
き
さ
は
５
㍍

を
優
に
越
え
、そ
の
重
さ
は
30
㌔
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
横
手
市
観
光
協
会

（
０
１
８
２
‐
３
３
‐
７
１
１
１
）

（
写
真
提
供
＝
横
手
市
観
光
協
会
）

●北海道壮瞥町 雪さえあれば、どこでもできる 三松靖志
●千葉県千葉市 パラスポーツで交流できるまちづくり 近藤和人
●千葉県一宮町 一宮版サーフォノミクス 高橋克佳
●富山県 ｅスポーツで地域社会と向き合う 堺谷陽平
●長野県軽井沢町 「カーリングの聖地・軽井沢」への地域振興 西山紀子
●愛知県 20種以上のニュースポーツ機会提供 長川原康生
●大阪府東大阪市 誰でも楽しめるウィルチェアスポーツの振興 津田直也
●兵庫県神戸市 ｅスポーツで高齢者のフレイル予防 藤岡　健
●鳥取県 クライミングといえば、鳥取県・倉吉市！ 鳥取県地域づくり推進部
 スポーツ振興局スポーツ課
●沖縄県 空手が経済成長の新エンジンに 佐和田勇人

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

レギュラーリポート

“がんばる地域”応援事業　鹿児島県大和村
いつまでも活躍できる住まいのあり方探る
 早川理恵

2021年度 地方創生セミナー①
今こそ！ まちを支えるローカルファンド
2021年度 地方創生セミナー②
 新たな都市と地方の新しい関係性づくり
地方創生実践塾①　和歌山県白浜町
ワーケーションを活用した都市と
地域の交流による価値創造
地方創生実践塾②　兵庫県洲本市
域学連携から始まる持続可能な地域づくり
 白石克孝

14

16

17

18

20

《連載》連携団体の取り組み④
NPO法人 ETIC. ／ 武蔵野美術大学
移住起業の支援に「ローカルベンチャーラボ」
 伊藤いずみ

未来への入り口ひらく地域での学び
 若杉浩一

地域プロモーションアワード2021
首長の思い
「住んでいてよかった」と思えるまちづくり
 板倉正直（千葉県印西市長）

旭岡山神社に奉納されるぼんでん

グラビア

手前みそですが… 【岩手県陸前高田市】

1  巻頭エッセー／創造的復興の先にある夢の実現へ 蒲島郁夫（熊本県知事）

特  集 スポーツ振興の新たな展開による地域活性化
東京2020オリンピック・パラリンピックでは、新競技やパラスポーツにも注目が集まった。だれもが楽しめるニュー
スポーツの普及に取り組む自治体も増えている。スポーツ振興の新たな展開による地域活性化の事例を特集する。

2 基調論文  ポスト「東京 2020」のスポーツ政策 関根正敏（中央大学　　
商学部准教授）

6 東京都江戸川区 誰もがスポーツに親しめる社会を目指して 中町佑介

8 三重県熊野市 快水浴場百選の海でマリンスポーツ振興 中嶋竜也

10 副基調論文  スポーツによる地方創生・まちづくり 原口大志（スポーツ庁参事官
（地域振興担当） ）

22

24

28

陸前高田市

岩
手
県

276

陸前高田市は、三陸海岸の南の玄関口
として、岩手県の東南端、宮城県と

の県境に位置しています。周囲を海、山、
川の豊かな自然に囲まれており、良質な農
産物、海産物など食材も豊富。海洋の影響
で冬も雪が少なく、四季を通じて比較的温
暖で、住みやすい気候が特徴です。
東日本大震災からの復興は、「ノーマラ

イゼーションという言葉のいらないまちづ
くり」をスローガンに、「すべての人にやさ
しいまち」「共生と交流のまち」の実現に向けて、官民一体となって、取り組んできました。
震災から10年、新しいまちづくりは着実に進んでいます。令和元年に、高田松原津波復

興祈念公園がオープン。現在、修学旅行生やツアー客など、多くの来場者が訪れていま
す。令和3年7月、東北有数の高田松原海水浴場が11年ぶりに開かれるとともに、10月に
は、今年国内最大規模の三陸花火競技大会2021が開催されるなど、まちには、活気とに
ぎわいが戻ってきています。

█シンガポール政府公認 
マーライオン像
震災後、同国との友好・交流が進み、
令和3年 12月に完成。SNS映え
する新たなスポットとして注目

█たかたのゆめ
市オリジナルブランド米。冷めて
も美味しく（一社）おにぎり協会
から、おにぎりに適するお米とし
て認定

█高田松原津波復興祈念公園
東日本大震災の犠牲者への追悼と鎮魂や、教訓の伝承、復興への意志を国内外に発信。
公園内に道の駅も併設

共
生
と
交
流
の
ま
ち

陸
前
高
田
市
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█広田湾の海の幸
広田湾産牡蠣は豊洲市場で最高の評価。イシ
カゲ貝は滋味豊かな高級食材で、広田湾は国
内唯一の養殖産地 █奇跡の一本松

高田松原約 7万本の松のうち、東日本大震災
津波から唯一耐え残った奇跡の松。現在はモ
ニュメントとして保存

█三陸花火競技大会
全国の花火会社が腕を競い合う花火競技大会
として、令和3年初開催。新たな観光コンテ
ンツとして期待

█高田町うごく七夕、気仙町けんか七夕
毎年８月７日に開催、鮮やかな山車が市街地
を彩る。山車をぶつけ合う「気仙町けんか七
夕祭り」の迫力は圧巻
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基調論文／関根正敏
ポスト「東京2020」のスポーツ政策

北海道壮瞥町／三松靖志
雪さえあれば、どこでもできる

千葉県千葉市／近藤和人
パラスポーツで交流できるまちづくり

千葉県一宮町／高橋克佳
一宮版サーフォノミクス

東京都江戸川区／中町佑介
誰もがスポーツに親しめる社会を目指して

富山県／堺谷陽平
ｅスポーツで地域社会と向き合う

長野県軽井沢町／西山紀子
「カーリングの聖地・軽井沢」への地域振興

愛知県／長川原康生
20種以上のニュースポーツ機会提供

三重県熊野市／中嶋竜也
快水浴場百選の海でマリンスポーツ振興

大阪府東大阪市／津田直也
誰でも楽しめるウィルチェアスポーツの振興

兵庫県神戸市／藤岡　健
ｅスポーツで高齢者のフレイル予防

鳥取県／鳥取県地域づくり推進部 スポーツ振興局スポーツ課
クライミングといえば、鳥取県・倉吉市！

沖縄県／佐和田勇人
空手が経済成長の新エンジンに

副基調論文／原口大志
スポーツによる地方創生・まちづくり
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スポーツ振興の新たな展開による地域活性化
東京2020オリンピック・パラリンピックでは、新競技やパラスポーツにも注目が集まった。だれもが楽しめるニュースポーツ
の普及に取り組む自治体も増えている。スポーツ振興の新たな展開による地域活性化の事例を特集する。

北海道壮瞥町（p６-７）
昭和新山国際雪合戦で敵の攻撃をかわす選手
1

千葉県千葉市（p８-９）
長谷川良信記念・千葉市長杯争奪車いすバスケットボール全国選
抜大会

2

千葉県一宮町（p10-11）
サーフショップが並ぶサーフストリート
3

東京都江戸川区（p12-13）
EDORIKU車いす陸上教室の様子
4

富山県（p14-15）
eスポーツ大会で伝統工芸の高岡銅器で作った記念品の盾を贈る
5長野県軽井沢町（p16-17）

軽井沢国際カーリング選手権大会2019
6

1

2

6

4
3

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
行
の
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
は
２
０
２
１
年

度
末
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会

に
お
い
て
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け

て
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

２
０
２
２
年
度
以
降
は
、
東
京
２
０
２
０
大
会
な
ど

の
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ガ
シ
ー
」
や
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

な
ど
に
よ
る
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
こ
の

新
た
な
基
本
計
画
の
下
で
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

先
に
記
載
し
た
と
お
り
、
現
行
の
第
２
期
計
画
は
、

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
の
内
容
と
し
て
「
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
中
心
と
し
た
記
述
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。

東
京
２
０
２
０
大
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
住

民
・
国
民
の
理
解
と
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
か
つ
て
な
い
関
心
を
集
め
た
東
京
２
０
２

０
大
会
が
終
わ
っ
た
今
、そ
れ
に
代
わ
る
も
の
は
何
か
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
、
ま
ち
づ
く
り
が
そ
の
一

つ
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会
の

議
論
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
の
内
容
を
、

「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」か
ら「
ま
ち
づ
く
り
」に
広
げ
、

全
国
各
地
で
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
創
出
さ
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
・
社
会
に
積
極
的
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
に

進
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
身
近
に
感
じ
、「
ス
ポ
ー
ツ
っ

て
良
い
な
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
住
民
・
国
民
の
皆
様

を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
東
京
２
０
２
０
大
会
の
よ
う
な

制
度https://w

w
w
.m
ext.go.jp/sports/b_m

enu/
sports/m

catetop09/list/detail/1384512_00002.
htm

）ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら
ま
ち
づ
く
り
へ

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
策
定
へ

国
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
政
策
は
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
に

基
づ
く
５
カ
年
計
画
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
の
下
で

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
へ
の
理
解
や
サ
ポ
ー
ト
も
さ
ら
に

広
げ
、
ひ
い
て
は
競
技
振
興
と
地
域
振
興
の
好
循
環
を
実

現
し
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
で
進
ん
で
い
ま
す
。

東
京
２
０
２
０
大
会
を
契
機
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
創
設
さ

れ
て
以
降
、
常
に
発
展
し
続
け
て
き
た
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ

る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
が
、
大
会
「
後
」
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
と
考
え

て
い
ま
す
。

私
ど
も
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
、
ま
ち
づ
く

り
に
ご
興
味
あ
る
自
治
体
、
民
間
の
皆
様
と
是
非
、
意
見

交
換
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一
緒
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

注
１
　「
ス
ポ
ー
ツ
」
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
観
戦
を
目
的
と
し
て

地
域
を
訪
れ
た
り
、
地
域
資
源
（
ア
ウ
ト
ド
ア
な
ど
）
と
「
ス
ポ

ー
ツ
」
が
融
合
し
た
観
光
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

を
活
用
し
た
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
ス
タ
イ
ル
。

注
２
　
地
方
公
共
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
民
間
企
業
な
ど
が
一
体

と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
活
性
化
を
推
進
し

て
い
く
組
織
の
総
称
で
あ
っ
て
、
以
下
４
要
件
を
満
た
す
も
の
。

〔
組
織
２
要
件
〕

《
一
体
組
織
要
件
》
自
治
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
体
育
協
会
、
総
合

型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
）、
民
間
企
業
・
団
体
（
観
光
協
会
、
商
工

団
体
、
大
学
、
観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
等
）
な
ど
が
一
体
と

し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
（
実
際
に
は
、
一
つ
の
組
織
と
な

っ
て
い
る
場
合
や
、
複
数
の
組
織
が
協
働
し
て
い
る
場
合
な
ど
が

あ
る
）。

《
常
設
組
織
要
件
》
常
設
の
組
織
で
あ
り
、
時
限
の
組
織
で
な
い
こ

と
（
組
織
の
構
成
員
の
常
勤
・
兼
務
は
問
わ
な
い
）。

〔
活
動
２
要
件
〕

《
域
外
交
流
活
動
要
件
》
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
や
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
・
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
な
ど
域
外
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け

た
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
資
源
を
掛
け
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域

活
性
化
の
た
め
の
活
動
を
主
要
な
活
動
の
一
つ
と
し
て
い
る
こ
と
。

《
広
範
通
年
活
動
要
件
》
単
発
の
特
定
の
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

お
よ
び
そ
の
付
帯
事
業
に
特
化
せ
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性

化
に
向
け
た
幅
広
い
活
動
を
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
こ
と
。

スポーツ・健康まちづくり優良自治体表彰 2021
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愛知県（p18-19）
細いベルトの上でバランスをとるスラックラインに挑戦する子ども
7三重県熊野市（p20-21）

雄大な海原を突き進むシーカヤックマラソンの参加者
8

鳥取県（p26-27）
倉吉スポーツクライミングセンター完成記念セレモニー
（2018年３月）の様子

11
沖縄県（p28-29）

平成28年空手の日一斉演武
12

兵庫県神戸市（p24-25）
ゲーム『グランツーリスモ』を楽しむ高齢者
10

大阪府東大阪市（p22-23）
車いすラグビーを
小学生が体験している様子

9
5

7

8

9
10

11

12

6



特 集
基調論文「

ポ
ス
ト
東
京
２
０
２
０
」
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
社
会

Covid-19

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
以
下
「
東
京
２
０
２
０
」）

は
開
催
意
義
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
た
メ
ガ
・
イ
ベ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
を
め
ぐ
っ
て
は
、
遊
び
や
レ
ジ
ャ
ー
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
が
「
不
要
不
急
」
な
も
の
と
見
な
さ
れ
る
趨す

う

勢せ
い

の
中
で
、
関
係
者
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
移
動
に
よ
っ
て
感
染

拡
大
に
つ
な
が
る
と
の
懸
念
か
ら
不
要
論
が
台
頭
し
、
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
さ
れ
た
運
営
体
制
等
に
対
し
て
も
批

判
の
眼
差
し
が
向
け
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
自
体
は
開
催
さ

れ
た
の
で
す
が
、
例
え
ば
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
自
治
体
で
は

対
面
型
の
交
流
活
動
が
大
き
く
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
想
定

し
た
成
果
を
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ガ
・
イ
ベ
ン
ト
を
単
に
実
施
す
れ
ば
期
待
し
て
い
た
成

果
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
何
ら

か
の
成
果
に
た
ど
り
着
く
た
め
に
は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が

重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
大
会
で
し
た
。

さ
て
、
そ
う
し
た
東
京
２
０
２
０
と
い
う
「
非
日
常
」

の
イ
ベ
ン
ト
を
め
ぐ
る
喧
噪
が
瞬
く
間
に
沈
静
化
し
て
き

た
昨
今
、
地
域
社
会
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
を
め
ぐ
っ

て
な
す
べ
き
こ
と
は
、「
祭
り
の
あ
と
」
の
感
傷
に
浸
り

続
け
る
こ
と
で
も
、
そ
の
メ
ガ
・
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
レ
ガ

シ
ー
を
喧け

ん

伝で
ん

す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
社
会
に

お
け
る
住
民
の
暮
ら
し
と
ス
ポ
ー
ツ
の
「
日
常
」
に
つ
い

て
真し

ん

摯し

に
向
き
合
い
、
地
域
の
活
性
化
に
む
け
て
ス
ポ
ー

ツ
が
い
か
に
貢
献
可
能
な
の
か
、
そ
う
し
た
議
論
を
積
み

重
ね
た
上
で
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
ス
ポ
ー

ツ
の
取
り
組
み
を
着
実
に
推
し
進
め
る
こ
と
が
大
切
と
な

り
ま
す
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
「
ポ
ス
ト
東
京
２
０
２

０
」
に
お
け
る
地
域
社
会
と
ス
ポ
ー
ツ
を
め
ぐ
る
議
論
に

寄
せ
て
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
歴
史

的
経
緯
を
簡
潔
に
振
り
返
る
と
と
も
に
、
昨
今
の
我
が
国

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
た
な
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化

ポ
ス
ト
「
東
京
２
０
２
０
」
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策

―
成
果
生
む
周
到
な
プ
ロ
セ
ス
構
築
を
―

関
根
　
正
敏

中
央
大
学
商
学
部
准
教
授

筆者プロフィール

関根 正敏氏
（せきね・まさとし）

筑波大学大学院体育研究科修了。スポーツ経営学を専門とし、
地域社会における持続可能な生活に資するスポーツのあり方に
ついて研究を進める。現職ではＰＢＬ（プロジェクト・ベース
ド・ラーニング）型の実践ゼミナールを担当し、中央大学の学
生と東京都府中市を拠点とする地域スポーツクラブとの協働
で、地域活性化に向けたプロジェクトを主催。主な業績に、「地
域スポーツとコミュニティ」（柳沢和雄ほか『よくわかるスポー
ツマネジメント』所収）等がある。
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に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
「
新
た
な
展
開
」
に
関
し
て

基
本
的
な
視
座
を
整
理
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

戦
後
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
地
域

「
社
会
体
育
」
か
ら
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
へ

「
ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
の
絆
を
つ
な
ぐ
」
と
い
う
政
策
的

意
図
の
芽
生
え
は
、
実
は
古
く
、
終
戦
直
後
に
文
部
省
が

着
手
し
た
「
社
会
体
育
」
の
潮
流
の
中
に
み
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
社
会
体
育
と
は
、「
学
校
体
育
に
対
す
る
こ
と

ば
で
、
学
校
が
そ
の
計
画
に
従
っ
て
行
う
体
育
活
動
を
除

い
た
、そ
の
他
の
す
べ
て
の
体
育
活
動
」（
注
１
）
を
指
し
、

学
校
教
育
活
動
以
外
の
場
に
お
け
る
体
育
が
重
視
さ
れ
る

中
で
、
家
庭
や
職
場
に
加
え
て
、「
地
域
」
に
目
が
向
け

ら
れ
ま
し
た
。
軍
事
色
の
払ふ

っ

拭し
ょ
くと

い
う
狙
い
の
も
と
で
開

始
さ
れ
た
社
会
体
育
で
し
た
が
、
経
済
成
長
が
急
激
に
進

む
時
代
に
な
る
と
、
次
第
に
、
地
域
の
人
び
と
を
つ
な
ぐ

機
能
を
持
つ
も
の
と
し
て
の
期
待
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

１
９
６
０
年
に
文
部
省
が
公
表
し
た
『
社
会
体
育
―
考
え

方
・
進
め
方
』
で
は
、「
個
人
中
心
」
へ
と
向
か
う
当
時

の
都
市
化
状
況
が
問
題
視
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
住
民
組

織
を
形
成
す
る
契
機
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
が
と
ら
え
ら
れ
ま

し
た
。
運
動
技
術
向
上
の
活
動
に
偏
る
の
で
は
な
く
、
地

域
住
民
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が

ら
、
良
好
な
人
間
関
係
を
築
き
、
地
域
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、
ひ
い
て
は
地
域
問
題
の
解
決
を
担
う
よ
う
に
な
る

と
い
っ
た
ロ
ジ
ッ
ク
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

60
年
代
後
半
以
降
に
は
、
国
民
生
活
審
議
会
に
よ
る
報

告
書
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―
生
活
の
場
に
お
け
る
人
間
性
の

回
復
―
』
を
端
緒
と
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
」
が
中

央
省
庁
を
挙
げ
て
推
進
さ
れ
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
の
絆

を
つ
な
ぐ
」
と
い
う
発
想
は
さ
ら
に
重
視
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
用
語
を

初
め
て
使
用
し
た
『
経
済
社
会
基
本
計
画
』
を
大
き
な
き

っ
か
け
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
政
策
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
地
域
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
や
自
主
グ
ル

ー
プ
の
形
成
等
の
施
策
を
通
じ
、
生
活
の
場
に
立
脚
し
た

ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
が
目
指
さ
れ
た
の
で
す
。

70
年
代
半
ば
以
降
に
は
、「
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
」や「
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
文
脈
か
ら
の
施
策
が
重
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
今
日
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
基
本
的
な
考
え

方
が
定
着
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
運
動
不
足
や
医
療
費
の

増
大
と
い
う
先
進
諸
国
の
危
機
的
状
況
を
背
景
に
、
各
国

の
政
策
で
は
福
祉
の
視
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
が
重
要
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
一
つ
の
エ
ポ
ッ
ク

メ
イ
キ
ン
グ
な
出
来
事
と
な
っ
た
の
は
、
１
９
７
８
年
に

ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
体
育
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
国
際
憲
章
」
で
す
。
そ
の
中
で
は
、
一
部
の
特

権
的
な
人
々
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
々
に
対
し
て
ス

ポ
ー
ツ
の
機
会
を
開
い
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
提
起
さ

れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
世
界
的
な
潮
流
を
受
け
、
日
本
で

も
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
視
点
が
重
視
さ
れ
始
め
、

そ
れ
に
加
え
て
、
社
会
教
育
の
分
野
で
は
「
生
涯
学
習
」

と
い
う
考
え
方
が
広
ま
り
、そ
こ
か
ら
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」

と
い
う
言
葉
が
派
生
的
に
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
で
、「
だ

れ
も
が
」「
い
つ
ま
で
も
」
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
こ
と
が

大
切
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
い

う
流
れ
を
く
み
つ
つ
、
２
０
０
０
年
に
策
定
さ
れ
た
『
ス

ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
』
と
い
う
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
最
重
要
施
策
と
さ
れ
た
の
が
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
の
全
国
展
開
で
し
た
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
地
域
の
連
帯
意
識

の
高
揚
、
世
代
間
交
流
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ

ー
ツ
政
策
で
重
視
さ
れ
た
よ
う
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

発
想
も
大
切
に
さ
れ
る
一
方
で
、
政
策
目
標
と
し
て
最
も

強
調
さ
れ
た
の
が「
ス
ポ
ー
ツ
人
口
」（
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
）

の
増
加
策
と
し
て
の
側
面
で
し
た
。
誰
も
が
、い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

こ
と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
そ
の
重
要
施
策
と
し
て
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
全

国
各
地
に
育
成
し
、
成
人
の
週
１
回
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
新
た
な
展
開

多
様
な
ア
ウ
ト
カ
ム
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

従
来
の
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
は
、
文
部
科
学
省
（
旧

文
部
省
）
が
中
心
的
な
担
い
手
と
な
り
、
教
育
行
政
と
い

う
枠
組
み
の
中
で
推
進
さ
れ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
こ
で
重
視
さ
れ
た
こ
と
と
は
、
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
（
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
）
と
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う

２
本
の
柱
で
し
た
。
そ
う
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
を

目
指
し
た
文
教
政
策
と
し
て
の
枠
組
み
が
昨
今
変
わ
り
つ

つ
あ
り
、そ
の
変
化
の
象
徴
的
な
出
来
事
と
な
っ
た
の
が
、

２
０
１
５
年
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
新
設
で
す
。
文
部
科
学
省

の
外
局
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
主
要

な
契
機
と
し
て
、
そ
れ
以
外
の
省
庁
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
策
と
の
連
携
が
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
役
割
と
し
て

設
定
さ
れ
た
の
は
ス
ポ
ー
ツ
政
策
全
体
の
「
司
令
塔
」
と

し
て
の
機
能
で
、
健
康
、
地
域
社
会
、
国
際
関
係
、
経
済

発
展
と
い
っ
た
従
来
か
ら
の
教
育
行
政
の
枠
組
み
に
収
ま

り
き
ら
な
い
よ
う
な
幅
広
い
視
点
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
関
連

施
策
に
対
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
総
合
的
な
調
整
機
能
を

特 集
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果
た
す
こ
と
で
、
省
庁
を
超
え
た
連
携
を
促
進
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
（
図
１
）。

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
設
置
さ
れ
た
結
果
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
で

目
指
さ
れ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
）
が
多
岐
に
わ
た
る
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
が
政
策
目
標
と
し
て
国
民
に
向
け
て
可

視
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
本
計
画
」（
２
０
０
０
年
策
定
）
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

社
会
の
実
現
、
国
際
競
技
力
の
向
上
、
学
校
体
育
（
子
ど

も
の
体
力
）
と
い
っ
た
三
つ
の
観
点
か
ら
政
策
目
標
が
設

定
さ
れ
、
そ
の
基
本
計
画
の
構
成
は
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
現
行
の
『
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基

本
計
画
』（
２
０
１
７
年
策
定
）
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や

競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た
従
来
か
ら
の
側
面
に
加
え
て
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
健
康
増
進
、
女
性
の
活
躍
促

進
、
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
、
地
域
活
性
化
（
ツ
ー
リ

ズ
ム
促
進
等
）、
国
際
貢
献
と
い
っ
た
よ
り
広
範
な
視
点
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
獲
得
で
き
る
ア
ウ
ト
カ
ム
が
政

策
目
標
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
、
20
も
の
観
点
か
ら
成
果
指

標
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
（
図
２
）。
こ
う
し
た

ス
ポ
ー
ツ
に
多
角
的
な
ア
ウ
ト
カ
ム
を
求
め
る

傾
向
は
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

２
０
２
２
年
３
月
に
策
定
予
定
の
「
第
３
期
ス

ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
、
２
０
２
１
年

12
月
に
そ
の
素
案
（
中
間
報
告
）
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
第
２
期
計
画
に
引
き

続
き
政
策
ア
ウ
ト
カ
ム
が
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。
こ
の
中
間
報

告
の
内
容
は
今
後
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等

を
通
じ
て
修
正
さ
れ
る
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
の
解
決
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
を
捉
え
る
傾
向
は
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

な
り
そ
う
で
す
。

今
後
の
論
点

地
域
活
性
化
に
向
け
た
活
用
可
能
性

以
上
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
系
譜
を
概
観
し
て

き
ま
し
た
が
、そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
は
、

そ
の
時
々
の
社
会
が
抱
え
る
「
政
策
課
題
」
の

解
決
に
つ
な
げ
る
と
い
う
視
点
が
政
策
立
案
側

に
よ
っ
て
強
く
意
識
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。
本
稿
で
確

認
し
た
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
や
健
康
増
進
、
社

会
課
題
の
解
決
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
社
会
的
な
機

能
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
、
諸
種
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
が
展
開

さ
れ
て
き
て
お
り
、
近
年
に
お
い
て
は
そ
の
政
策
ア
ウ
ト

カ
ム
が
多
様
性
に
富
ん
で
き
て
い
ま
す
。
一
口
に
「
ス
ポ

ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
」
を
目
指
す
と
い
っ
て
も
、
高

度
経
済
成
長
期
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
で
は
失
わ

れ
た
地
域
の
「
つ
な
が
り
」
を
形
成
す
る
こ
と
が
重
視
さ

れ
た
の
に
対
し
、
近
年
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
策
で

見
据
え
ら
れ
て
い
る
の
は
地
域
の
「
経
済
振
興
」
で
あ
る

よ
う
に
、時
代
背
景
に
よ
っ
て
力
点
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
政
策
立
案
サ
イ
ド
に
よ
っ
て
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ

る
振
興
」
が
重
視
さ
れ
る
状
況
に
対
し
て
、
実
際
に
ス
ポ

ー
ツ
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

は
、
ど
ん
な
社
会
課
題
に
対
し
て
な
ぜ
ス
ポ
ー
ツ
で
挑
む

の
か
、
目
的
論
の
水
準
で
の
具
体
的
な
検
討
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
各
種
の
計
画
文
書
の
中
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値

が
得
て
し
て
総
花
的
に
描
か
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
ば

か
り
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、

地
域
で
活
動
す
る
側
は
、
現
地
の
実
情
を
冷
静
に
踏
ま
え

た
視
点
が
大
切
で
、
地
域
の
現
状
分
析
を
深
め
つ
つ
、
ス

ポ
ー
ツ
で
地
域
づ
く
り
に
向
か
う
関
係
者
が
合
意
し
う
る

実
現
可
能
な
ア
ウ
ト
カ
ム
を
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
見
出
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

（
写
真
、
注
２
）。

加
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
歴
史
的
経
緯
を
通
じ
て
確

認
し
て
お
く
べ
き
は
、
諸
種
の
計
画
の
中
で
想
定
さ
れ
る

ア
ウ
ト
カ
ム
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
例
え

ば
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
↓
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率

の
向
上
↓
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
」「
地
域
ス
ポ
ー

図 1　関係省庁と連携したスポーツ行政の総合的な推進
（スポーツ審議会スポーツ基本計画部会第 1回「参考資料 4」より抜粋）
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ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
置
↓
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
促

進
↓
地
域
の
活
性
化
」
と
い
っ
た
か
た
ち
で
、
往
々
に
し

て
単
純
な
ロ
ジ
ッ
ク
で
説
明
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
し
か
し
現
実
に
は
、
そ
う
し
た
想
定
通
り
に
物
事
が

上
手
く
進
む
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
取
り
組
み
の
中
に
は
、

「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
」
と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
ア
ウ
ト

カ
ム
に
な
か
な
か
た
ど
り
着
か
ず
、
多
く
の
困
難
に
直
面

す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
実
際
の

「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
」
や
「
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
社
会
課
題
の
解

決
」
の
過
程
で
は
、
単
に
何

か
の
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
し
た

り
、
一
つ
の
組
織
や
制
度
を

作
っ
た
り
す
る
だ
け
で
簡
単

に
成
果
が
得
ら
れ
る
と
い
っ

た
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
は
な

く
、
日
々
の
生
活
の
中
、
地

域
社
会
の
複
雑
な
コ
ン
テ
ク

ス
ト
の
な
か
で
、
成
果
に
た

ど
り
着
く
た
め
の
周
到
な
プ

ロ
セ
ス
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
注
３
）。
東
京
２

０
２
０
が
閉
幕
し
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
「
ポ
ス
ト
東
京
２

０
２
０
」
で
は
、地
域
社
会
が
抱
え
る
課
題
に
向
き
合
い
、

ア
ウ
ト
カ
ム
に
た
ど
り
着
く
た
め
の
実
効
的
な
プ
ロ
セ
ス

を
構
築
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
そ
う
し
た

議
論
を
各
地
で
深
め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

注
１　

文
部
省
（
１
９
６
０
）『
社
会
体
育
―
考
え
方
・
進
め
方
―
』

教
育
出
版
、
１
頁
。

注
２　

写
真
は
中
央
大
学
の
学
生
に
よ
る
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
場
面
で
す
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
の
授
業
に
お
い
て
は
、
受
講
生

た
ち
が
中
山
間
地
域
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
事
業
を
実
際
に
展
開
す
る

可
能
性
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
中
で
現
地
の
関
係
者

と
話
し
合
い
、
地
域
の
方
々
の
実
情
や
想
い
に
触
れ
る
シ
ー
ン
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
目
指
す
べ

き
方
向
性
は
、
こ
う
し
た
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み

重
ね
を
経
て
設
定
さ
れ
ま
す
。

注
３　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
は
、
例
え
ば
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
ス
ポ
ー
ツ
の
理
念

や
活
用
方
法
を
模
索
し
た
り
、
地
域
の
内
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
活
動
に
広
が
り
や
深
み
を
持
た
せ
た
り
、
活
動
の
持
続
可
能

性
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
に
着

手
し
た
り
す
る
こ
と
が
想
定
で
き
ま

す
（
参
考
＝
松
橋
崇
史
ほ
か
（
２
０

１
９
）『
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
の
教

科
書
』
青
弓
社
）。

図 3　第 3期スポーツ基本計画（中間報告）で示された
「今後 5年間に総合的かつ計画的に取り組む施策」

（「中間報告」を参照し、筆者作成）

関係者との膝を突き合わせてのミーティング（筆者撮影）

図 2　第 2期スポーツ基本計画のポイント
（スポーツ庁公式HPにて公表された資料より抜粋）
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特 集
昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
は
壮
瞥
町
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ

で
、
１
９
８
９
年
に
第
１
回
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

既
に
世
界
や
日
本
全
国
各
地
に
連
盟
・
支
部
が
生
ま
れ
、

競
技
人
口
は
１
万
５
０
０
０
人
と
も
２
万
人
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。「
冬
季
五
輪
の
正
式
種
目
を
目
指
せ
」
を
合

言
葉
に
世
代
を
超
え
て
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
脚
光

を
浴
び
て
お
り
ま
す
。

有
珠
山
噴
火
機
に
町
民
若
手
有
志
が
企
画

１
９
７
７
年
に
始
ま
っ
た
有
珠
山
噴
火
の
活
動
は
５
年

間
に
及
び
、
昭
和
新
山
を
含
む
地
域
経
済
に
重
大
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
特
に
観
光
面
で
は
修
学
旅
行
を
始
め
団

体
旅
行
客
が
昭
和
新
山
を
敬
遠
し
、
冬
の
商
店
街
は
閑
古

鳥
が
鳴
く
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
、
地
域
の
若
手
グ
ル
ー

プ
有
志
が
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
を

検
討
し
、
犬
ぞ
り
レ
ー
ス
や
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
な
ど
の
ア
イ
デ

ア
が
出
ま
し
た
が
、
東
南
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
が
初
め
て
雪

に
触
れ
て
、
無
心
に
雪
球
を
ぶ
つ
け
合
い
喜
ぶ
姿
を
見
て
、

ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦
の
大
会
の
開
催
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

◆◆◆

ル
ー
ル
の
制
定
に
委
員
会
を
組
織
し
、
試
験
試
合
を
重

ね
、
コ
ー
ト
の
広
さ
や
試
合
前
の
礼
法
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
、
シ
ェ
ル
タ
ー
の
位
置
、
試
合
時
間
や
選
手
人
数
、

試
合
は
３
分
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
の
２
セ
ッ
ト
先
取
で
ポ
イ

ン
ト
の
多
さ
を
競
う
、
１
セ
ッ
ト
に
使
え
る
雪
球
は
１
チ

ー
ム
90
個
な
ど
の
細
か
な
競
技
規
則
を
定
め
た
ル
ー
ル
ブ

ッ
ク
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
球
切
れ
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

選
手
間
や
監
督
の
指
示
・
陣
形
な
ど
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
判

断
力
も
求
め
ら
れ
る
た
め
、「
雪
上
の
チ
ェ
ス
」
と
も
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
競
技
の
優
れ
て
い
る
点
は
シ
ェ
ル
タ
ー
と
雪
さ
え

あ
れ
ば
、世
界
各
国
ど
こ
で
も
試
合
が
可
能
と
い
う
点
で
、

人
間
の
本
能
と
し
て
、
雪
球
を
相
手
に
ぶ
つ
け
る
と
爽
快

感
が
あ
り
、
ぶ
つ
け
ら
れ
た
方
は
悔
し
さ
を
感
じ
る
こ
と

は
世
界
共
通
の
た
め
、
簡
単
か
つ
相
互
理
解
を
深
め
や
す

い
点
に
あ
り
ま
す
。
中
に
は
夏
も
ガ
ム
テ
ー
プ
を
巻
い
た

紙
の
球
で
練
習
し
、
強
豪
と
な
っ
た
チ
ー
ム
や
、
放
物
線

を
描
い
た
送
球
な
ど
で
か
く
乱
す
る
戦
法
を
編
み
出
し
た

チ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。
選
手
同
士
が
切
磋
琢
磨
し
合
い
、

受
け
入
れ
側
も
審
判
技
量
を
磨
き
、
大
会
は
徐
々
に
練
度

を
増
し
、
本
格
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
育
っ
て
い
き
ま
し

た
。実

行
委
員
会
の
組
織
も
専
門
性
を
深
め
、
選
手
フ
ァ
ー

ス
ト
の
理
念
の
も
と
、
競
技
委
員
会
で
は
凍
結
し
た
雪
球

に
よ
る
怪
我
防
止
の
た
め
の
雪
球
製
造
時
間
の
設
定
や
ル

ー
ル
改
正
を
行
い
、
施
設
委
員
会
で
は
役
場
若
手
職
員
や

商
工
会
、
農
家
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り
て
、

２
日
間
に
わ
た
り
会
場
設
営
準
備
に
奔
走
し
ま
す
。
総
務

委
員
会
で
は
開
会
式
や
閉
会
式
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
運
営
、

グ
ッ
ズ
販
売
や
雪
合
戦
名
物
「
雪
合
戦
鍋
（
魚
の
す
り
身

団
子
を
雪
球
に
見
立
て
た
海
鮮
汁
）」
の
販
売
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
活
躍
し
ま
す
。

北
海
道
壮
瞥
町

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
た
な
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化

三
松
　
靖
志

昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
実
行
委
員
会
事
務
局
長
・ 

壮
瞥
町
商
工
観
光
課
長

―
世
界
に
認
知
さ
れ
る
〝Yukigassen

〟―

雪
さ
え
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も
で
き
る

開会式で宣誓する選手
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世
界
14
カ
国
が
国
際
雪
合
戦
連
合
に
加
盟

そ
の
結
果
、
普
段
は
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
な
い
地
域

住
民
延
べ
４
０
０
人
が
、国
際
ス
ポ
ー
ツ
「Yukigassen

」

の
た
め
に
昭
和
新
山
に
結
集
し
、
運
営
に
奔
走
す
る
こ
と

で
お
互
い
を
知
り
、
住
民
交
流
が
進
み
ま
し
た
。
全
国
に

雪
合
戦
愛
好
者
が
生
ま
れ
、
雪
合
戦
専
門
誌
が
発
行
さ
れ

た
ほ
か
、
各
地
で
予
選
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
全
国

に
雪
合
戦
の
輪
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
の
第

₃0
回
記
念
大
会
で
は
海
外
か
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
カ
ナ

ダ
、
中
国
な
ど
の
参
加
チ
ー
ム
が
あ
り
、
雪
合
戦
初
の
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
デ
モ
試
合
と
し
て
行
わ
れ
、
大
会
が
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
現
在
は
世
界
₁₄
カ
国
が
国
際

雪
合
戦
連
合
に
加
盟
し
て
お
り
、
壮
瞥
町
発
祥
の
国
際
ル

◆◆◆

ー
ル
が
認
知
さ
れ
、
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
定
着
し
つ
つ

あ
る
の
で
す
。

大
会
運
営
経
費
は
チ
ー
ム
か
ら
の
賛
同
金
、
ス
ポ
ン
サ

ー
企
業
か
ら
の
協
賛
や
町
の
補
助
金
、
地
域
協
賛
企
業
か

ら
の
寄
付
な
ど
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
毎
年
資
金
調
達
に

は
頭
を
悩
ま
せ
ま
す
が
、
特
に
雪
が
少
な
い
年
の
雪
の
運

搬
費
や
、
多
い
年
の
除
雪
費
な
ど
、
や
り
く
り
に
苦
労
い

た
し
ま
す
。
雪
は
邪
魔
者
と
い
う
北
国
の
ハ
ン
デ
を
逆
手

に
と
っ
て
始
ま
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦
で
す
が
、
雪
の
存

在
の
大
き
さ
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
、
雪
合
戦
の
継
続
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ハ

ー
ド
ル
が
存
在
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦
大
会
を
始
め

た
₃0
年
前
に
は
壮
瞥
町
で
は
４
０
０
０
人
を
超
え
る
人
口

が
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
度
に
は
２
４
０
０
人
程
度

に
ま
で
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。
当
然
、
大
会
運
営

を
支
え
る
若
年
層
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
減
り
続
け
て
お

り
、
審
判
の
数
の
確
保
も
年
々
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
イ
ベ
ン
ト

は
、
現
在
全
国
か
ら
集
ま
る
派
遣
審
判
や
選
手
の
協
力
に

よ
り
一
定
の
レ
ベ
ル
を
保
ち
な
が
ら
持
続
可
能
な
大
会
の

在
り
方
を
探
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
変
化
に

対
応
し
続
け
た
こ
と
こ
そ
が
₃0
年
を
超
え
る
大
会
の
歴
史

を
刻
む
原
動
力
に
な
っ
た
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
２
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
会
が
中
止
と
な
っ
て

し
ま
い
、
選
手
を
は
じ
め
関
係
者
の
落
胆
ぶ
り
は
言
葉
に

は
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
し
た
が
、「
雪
合
戦
は
町

の
宝
だ
。
宝
な
の
だ
か
ら
守
り
受
け
継
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、
関
係
者
は
動
き
出
し
て
い

ま
す
。
次
回
の
第
₃₄
回
大
会
は
残
念
な
が
ら
公
式
大
会
と

し
て
の
開
催
が
難
し
く
、
オ
ー
プ
ン
大
会
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
雪
合
戦
の
灯
を
消

さ
ぬ
よ
う
、
次
世
代
へ
つ
な

げ
る
た
め
の
大
会
と
し
て
感

染
予
防
対
策
を
万
全
に
と
り

な
が
ら
、
運
営
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

毎
年
、
大
会
が
終
わ
る
と

「
お
疲
れ
さ
ま
、
雪
合
戦
が

終
わ
る
と
春
だ
ね
」
が
あ
い

さ
つ
代
わ
り
の
言
葉
に
な
り

ま
す
。
春
が
や
っ
て
く
る
と

ま
た
次
の
年
の
準
備
が
始
ま

り
ま
す
。
選
手
・
関
係
者
が

「
お
元
気
で
し
た
か
？
」
と

顔
を
合
わ
せ
る
２
月
が
楽
し

み
で
す
。

奮闘するフィンランドの選手

敵の攻撃をかわす選手

第 31回大会一般の部優勝の瞬間

7 2022・2月号 地域づくり 特集編 2022・2月号地域づくり 特集編 6



特 集
車
い
す
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地

本
市
で
は
、「
千
葉
ホ
ー
ク
ス
（
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
）」「
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｅ 

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
（
車
い
す
ラ
グ
ビ

ー
）」
な
ど
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
活
動
し
、
千
葉
ポ
ー
ト

ア
リ
ー
ナ
で
は
「
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
日
本
選
手
権
大
会
」

な
ど
の
大
会
が
毎
年
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
車
い
す
テ

ニ
ス
の
国
枝
慎
吾
選
手
を
は
じ
め
多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト
に

競
技
用
車
い
す
を
提
供
し
て
い
る
「
オ
ー
エ
ッ
ク
ス
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」
の
本
社
が
あ
る
な
ど
、
車
い
す
ス
ポ
ー

ツ
と
縁
が
深
い
ま
ち
で
す
。
こ
の
た
め
、
東
京
２
０
２
０

大
会
が
決
ま
る
前
か
ら
「
車
い
す
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
２
０
１
３
年
に
大
会
の
東
京
で
の
開
催
、
さ

ら
に
は
２
０
１
５
年
に
本
市
の
幕
張
メ
ッ
セ
が
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
３
競
技
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
４
競
技
の
会
場
に
決
定

し
た
こ
と
で
、
車
い
す
ス
ポ
ー
ツ
を
一
つ
の
切
り
口
に
し

て
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
全
体
の
普
及
・
促
進
に
全
市
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆◆◆

本
市
で
は
、
大
会
の
成
功
と
本
市
の
更
な
る
発
展
、
大

会
後
も
各
取
り
組
み
が
価
値
の
あ
る
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
引

き
継
が
れ
る
よ
う
方
向
性
を
定
め
た
「
２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
千
葉
市
行

動
計
画
」
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
特
に
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

多
様
性
に
対
応
し
た
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
校
教
育
で
は
、
２
０
１
７
年
度
に
全
市
立
学
校
１
７

１
校
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
実
施

校
」
と
し
て
認
証
を
受
け
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
体
育
の
授

業
で
実
践
す
る
ほ
か
、
障
害
者
ア
ス
リ
ー
ト
を
学
校
に
派

遣
し
て
の
交
流
や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
学
校
連
携
観
戦

な
ど
を
通
じ
て
、多
様
性
理
解
教
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
体
験
・
体
感
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
ち
ば
」「
オ
ー
プ

ン
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
」
の
開
催
、「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ち
ば
ま
つ
り
」

な
ど
地
元
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
野
球
、
Ｊ
リ
ー
グ

の
試
合
会
場
で
の
体
験
会
の
実
施
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

に
市
民
が
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
と
ふ
れ
あ
う
場
を
創
出
し
、
こ

れ
ま
で
に
延
べ
７
万
人
以
上
が
体
験
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
が
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
観
戦
で
き
る
機
会

と
し
て
、
例
年
、「
ジ
ャ
パ
ン
パ
ラ
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
競

技
大
会
」「
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
日
本
選
手
権
大
会
」「
長
谷

川
良
信
記
念
・
千
葉
市
長
杯
争
奪
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
全
国
選
抜
大
会
」
の
３
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
さ
ら
に
積
極
的
な
誘
致
を
行
っ
た
こ
と
で
、
２
０

１
９
年
に
は
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
や
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
国
際
大
会
、
障
害
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
全
国
大
会

も
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
５
万
５
０
０
０
人
以
上

が
観
戦
に
訪
れ
、
多
く
の
市
民
に
と
っ
て
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

が
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
オ
ー
ル
千
葉
」
で
盛
り
上
げ
る

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
会
場
都
市
と
な
っ
た
こ
と

で
、
経
済
界
や
大
学
生
を
は
じ
め
市
民
の
方
々
か
ら
は
、

私
た
ち
が
想
定
し
て
い
た
以
上
に
強
く
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
共
生
社
会

の
実
現
の
最
大
の
契
機
と
捉
え
、
幕
張
メ
ッ
セ
を
多
く
の

市
民
で
満
員
に
し
よ
う
と
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
合
わ

せ
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
、
ア
ス
リ
ー
ト
や
お
笑
い
芸

◆◆◆

千
葉
県
千
葉
市

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
た
な
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化

近
藤
　
和
人

千
葉
市
総
合
政
策
局
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
部 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
調
整
課
主
任
主
事
　

―
車
い
す
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
を
目
指
す
千
葉
市
の
取
り
組
み
―

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

ちばしパラスポーツコンシェルジュポスター
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人
等
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、
郷
土
芸
能
の

披
露
、
地
元
の
飲
食
物
販
ブ
ー
ス
の
出
店
な
ど
、
集
客
を

目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
産
学
官
で
連
携
し
て
開
催
し
、

イ
ベ
ン
ト
へ
の
来
場
者
を
大
会
の
観
戦
に
結
び
つ
け
、
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
四
つ
の
大
会
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

が
、
特
に
２
０
１
９
年
に
幕
張
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
た
ゴ
ー

ル
ボ
ー
ル
の
国
際
大
会
で
は
、
東
京
２
０
２
０
大
会
本
番

を
見
据
え
た
取
り
組
み
と
し
て
、
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

交
通
・
観
光
案
内
を
行
い
、
駅
か
ら
会
場
ま
で
の
経
路
で

は
千
葉
商
工
会
議
所
が
車
い
す
を
用
い
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
整
備
状
況
の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
幕
張

メ
ッ
セ
周
辺
や
海
浜
幕
張
駅
前
広
場
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
幕

張
新
都
心
、
会
場
か
ら
離
れ
た
千
葉
駅
で
も
大
会
の
周
知

や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
な
ど
を
一
体
的
に
開
催
す
る
こ

と
で
市
内
の
回
遊
性
を
創
出
す
る
な
ど
「
オ
ー
ル
千
葉
」

で
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
ま
ち
づ
く
り

障
害
者
の
社
会
参
加
の
促
進
、
生
き
が
い
や
生
活
の
質

の
向
上
、
健
康
づ
く
り
の
機
会
等
を
創
出
す
る
に
は
、
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
が
必
要
と

考
え
、
新
た
な
施
策
を
展
開
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
７
月
か
ら
、
専
門
員
が
障
害
者
一
人
ひ
と

り
の
障
害
の
種
類
や
そ
の
程
度
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
紹

介
、
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
「
ち
ば
し

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」を
運
営
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
の
機
会
が
限
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま

で
に
１
６
７
人
の
障
害
者
が
新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
て

◆◆◆

い
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
は
、
障
害
者
が
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

教
室
等
が
少
な
い
な
ど
の
現
実
的
な
課
題
が
見
え
て
き
た

こ
と
を
受
け
、
ま
た
、
地
域
で
の
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
定
着

を
目
指
し
、
市
民
団
体
な
ど
に
対
し
障
害
者
を
対
象
と
し

た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
体
験
会
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
補
助
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
市

民
団
体
の
ほ
か
、
障
害
者
施
設
や
民
間
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

も
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
教
室
等

が
開
か
れ
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
７
２
人
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
の
車
い
す
使
用
を

全
面
的
に
可
能
と
し
た
ほ
か
、
競
技
用
車
い
す
な
ど
の
用

具
の
貸
し
出
し
や
市
内
で
開
催
さ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ

の
視
覚
障
害
者
枠
の
新
設
、
小
学
校
単
位
の
地
域
で
活
動

す
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
で
の
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
の
開
催
な

ど
、
身
近
な
地
域
で
障
害
者
が

ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る
よ
う

環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。今

後
も
、
レ
ガ
シ
ー
と
し
て

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
継

続
・
発
展
し
て
い
く
こ
と
で
、

本
市
を
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点

と
し
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

多
様
性
を
尊
重
し
受
け
入
れ
、

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
共
生

社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

パラスポーツフェスタちばの様子

パラスポーツ大会応援イベントの様子

障害者アスリート学校訪問の様子
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消
滅
可
能
性
都
市
で
な
い
理
由

一
宮
町
が
サ
ー
フ
タ
ウ
ン
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
を
始
め
た
の

は
、
２
０
０
９
年
、
役
場
内
に
移
住
推
進
担
当
を
設
置
し

て
か
ら
で
し
た
。
町
の
特
長
を
絞
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
サ

ー
フ
ィ
ン
に
行
き
着
き
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
、
日
本
創
生
会
議
が
発
表
し
た
「
消
滅
可

能
性
都
市
」
に
一
宮
町
は
該
当
し
て
お
ら
ず
、
町
が
要
因

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
サ
ー
フ
ィ
ン
客
が
人
口
約
１

万
２
０
０
０
人
の
町
を
訪
れ
て
い
た
た
め
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
町
で
は
、
そ
の
結
果
を
受
け
、
海
岸
の

全
域
に
渡
っ
て
良
好
な
サ
ー
フ
ポ
イ
ン
ト
が
存
在
す
る
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
地
元
に
し
っ
か
り
と
根
付
く
サ
ー
フ
ィ
ン

文
化
な
ど
の
町
の
特
長
を
地
域
活
性
化
に
生
か
そ
う
と
、

２
０
１
５
年
10
月
に
策
定
し
た
「
一
宮
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
中
で
、「
一
宮
版
サ
ー
フ
ォ

ノ
ミ
ク
ス
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

サ
ー
フ
ォ
ノ
ミ
ク
ス
と
は
、
サ
ー
フ
ァ
ー
が
集
ま
る
こ

と
に
よ
る
経
済
効
果
の
こ
と
を
指
す
言
葉
で
す
。
自
然
保

◆◆◆

護
と
経
済
振
興
を
両
立
で
き
る
サ
ー
フ
ォ
ノ
ミ
ク
ス
は
ア

メ
リ
カ
で
は
す
で
に
研
究
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
宮
版
サ
ー
フ
ォ
ノ
ミ
ク
ス
と
は
、
ゆ
と
り
あ
る
住
宅

環
境
や
働
く
場
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
豊
か
な
自
然
と
上

総
国
一
之
宮
の
伝
統
を
享
受
で
き
る
海
沿
い
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
と
し
て
町
の
魅
力
に
磨
き
を
か
け
、
新
た
な
人
た

ち
を
呼
び
込
む
好
循
環
を
生
み
出
す
仕
組
み
で
す
。
サ
ー

フ
ァ
ー
に
よ
る
直
接
的
な
経
済
効
果
だ
け
で
な
く
、移
住
・

定
住
の
促
進
、
魅
力
発
信
と
い
う
循
環
型
の
経
済
効
果
を

生
み
出
す
と
い
う
考
え
方
で
す
。

一
宮
版
サ
ー
フ
ォ
ノ
ミ
ク
ス
は
五
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

①
サ
ー
フ
ス
ト
リ
ー
ト
構
想

海
岸
か
ら
海
沿
い
の
県
道
30
号
線
の
エ
リ
ア
を
サ
ー
フ

ス
ト
リ
ー
ト
と
し
て
位
置
付
け
、
交
流
拠
点
と
な
る
サ
ー

フ
ィ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
当
該
エ
リ
ア
を
プ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
す
る
。

②
都
市
軸
の
整
備

上
総
一
ノ
宮
駅
西
側
エ
リ
ア
の
中
心
市
街
地
と
し
て
の

機
能
を
強
化
し
、
駅
周
辺
と
駅
東
側
の
サ
ー
フ
ス
ト
リ
ー

ト
を
結
ぶ
た
め
、
駅
を
中
心
と
し
た
都
市
軸
を
整
備
し
、

町
全
体
の
活
性
化
を
図
る
。

③
雇
用
創
出
と
事
業
創
出

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
構
造
改
革
を
進
め
、
雇

用
の
創
出
を
図
り
、
既
存
企
業
の
競
争
力
を
高
め
る
こ
と

で
雇
用
を
安
定
さ
せ
る
。
ま
た
、
社
会
構
造
の
変
化
に
伴

う
課
題
が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
決
手
法
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
化
し
、
事
業
の
創
出
を
進
め
る
。

④
子
育
て
支
援
と
個
性
の
あ
る
教
育
の
推
進

す
べ
て
の
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、

時
代
に
あ
っ
た
先
進
手
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
本
町
な

ら
で
は
の
教
育
環
境
の
充
実
を
推
進
す
る
。

⑤
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

自
然
の
魅
力
だ
け
で
な
く
、ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
農
産
品
、

玉た
ま

前さ
き

神
社
等
、
多
く
の
地
域
資
源
を
内
外
に
発
信
す
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
通
じ
て
、
来
訪
者
や
移
住
者
の
増

加
に
つ
な
げ
、
一
宮
版
サ
ー
フ
ォ
ノ
ミ
ク
ス
の
好
循
環
を

生
み
出
す
。

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
整
備
、
学
校
教
育
充
実
も

一
宮
版
サ
ー
フ
ォ
ノ
ミ
ク
ス
で
は
、
サ
ー
フ
ス
ト
リ
ー

ト
の
経
済
効
果
を
駅
周
辺
に
も
波
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
７
月
に
は
「SU

ZU
M
IN
E

」

を
商
店
街
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「SU

ZU
M
IN
E

」
は

◆◆◆

千
葉
県
一
宮
町

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
た
な
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化

―
サ
ー
フ
ィ
ン
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
―

高
橋
　
克
佳

一
宮
町
企
画
課
係
長

一
宮
版
サ
ー
フ
ォ
ノ
ミ
ク
ス
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空
き
家
空
き
店
舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
作
り
ま
し

た
。
お
店
を
出
し
た
い
人
が
期
間
限
定
で
挑
戦
す
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ャ
ワ
ー
、
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
の
保
管

庫
を
備
え
た
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
、
ラ
ー
メ
ン
カ
フ
ェ
な
ど

が
入
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
４
月
に
は
、
町
の
観
光
拠
点
と
し
て
上
総

一
ノ
宮
駅
前
に
観
光
案
内
所
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
案

内
所
で
は
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
や
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
お
り
、
海
と
里
山
を
一
緒
に
楽
し
め
る
よ

う
観
光
マ
ッ
プ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
面
で
は
、
町
単
独
の
教
育
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

︵
情
報
通
信
技
術
︶
を
使
い
こ
な
せ
る
人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
町
立
の
小
学
校
に
お
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
キ

ッ
ト
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
専
用
サ
ー

バ
ー
、
無
線
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
等
を
設
置
。
ロ
ボ
ッ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
フ
ォ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
、

サ
ー
フ
ィ
ン
か
ら
波
及
す
る
一
宮
町
の
文
化
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
「
サ
ー
フ
ィ
ン
と
生
き
る
町
。」
と
い
う
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
を
開
設
。
一
宮
町
で
開
催
さ
れ
た
世
界
大
会
︵
Ｑ
Ｓ

６
０
０
０
︶
の
様
子
や
、
サ
ー
フ
ァ
ー
１
０
０
人
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
、
作
成
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
な

ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
７
月
に
は
一
宮
町
の
玄
関
口
で
あ
る
上
総

一
ノ
宮
駅
に
新
し
く
海
側
の
東
口
を
開
設
し
ま
し
た
。
東

口
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
で
利
便
性
が
良
く
な
り
、
以
前
よ

り
も
駅
周
辺
に
活
気
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
５
年
９
月
に
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
が
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
追
加
種
目
に
選
定
さ
れ
て
か
ら
、
一
宮
町
で

は
競
技
会
場
の
誘
致
を
行
い
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
1₂
月

に
会
場
が
一
宮
町
の
釣
个
崎
海
岸
に
決
定
し
、
２
０
２
１

年
７
月
に
は
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
サ

ー
フ
ィ
ン
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
初
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
開
催
町
と
し
て
世
界
に
一
宮
町

の
名
前
が
知
れ
渡
っ
た
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

町
で
は
こ
の
よ
う
な
事
業
を
通
じ
て
町
全
体
を
活
性
化

さ
せ
、
東
京
２
０
２
０
大
会
終
了
後
も
サ
ー
フ
ィ
ン
を
主

要
な
ス
ポ
ー
ツ
文
化
と
し
て
振
興
し
て
い
く
こ
と
で
若
者

や
子
育
て
世
代
が
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
状
と
今
後
の
課
題

現
在
、
一
宮
サ
ー
フ
ス
ト
リ
ー
ト
沿
い
に
は
オ
シ
ャ
レ
な

サ
ー
フ
シ
ョ
ッ
プ
や
カ
フ
ェ
が
点
在
し
、
多
く
の
サ
ー
フ
ァ

ー
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
サ
ー

フ
ス
ト
リ
ー
ト
の
経
済
効
果
を
海
岸
地
域
だ

け
で
な
く
町
全
体
に
広
げ
る
こ
と
は
難
し

く
、
大
き
な
課
題
で
す
。
ま
た
、
夏
と
冬
で

は
観
光
客
数
の
差
が
大
き
い
た
め
通
年
楽
し

め
る
も
の
や
、
サ
ー
フ
ィ
ン
に
同
行
す
る
家

族
、
子
ど
も
が
楽
し
め
る
場
所
等
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
人
口
が
減

少
す
る
中
で
も
関
係
人
口
や
移
住
者
を
維
持

し
続
け
る
た
め
に
は
、
今
後
ど
う
動
き
出
す

か
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
移
住
定
住
者
を
受
け
入
れ
る
た

め
に
、
海
側
だ
け
で
な
く
駅
前
や
商
店
街
等
の

町
全
体
の
活
性
化
も
併
せ
た
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆
オリンピックサーフィン競技大会が開催された釣ヶ崎海岸の鳥居

レンタサイクル・サーフボード貸し出しを行っている観光案内所

シェアオフィス「SUZUMINE」
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パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
終
え
て

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
閉
幕
か
ら
半
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
１
年
延
期
や
無
観
客
な
ど
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
の
開

催
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
４
４
０
０
人
余
の
ア
ス
リ
ー
ト

が
繰
り
広
げ
た
熱
戦
に
胸
を
強
く
打
た
れ
ま
し
た
。

本
区
か
ら
も
５
名
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
出
場
、
各
選
手
が

大
舞
台
で
躍
動
す
る
姿
は
区
民
に
大
き
な
感
動
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
会
式
に
お
い
て
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
放
つ
輝

き
が
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
エ
フ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
東
京
の

街
に
広
が
っ
て
い
く
様
子
が
表
現
さ
れ
た
の
も
印
象
的
で

し
た
。
本
区
に
お
い
て
も
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
る
機

運
の
高
ま
り
を
推
進
力
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
さ
ら
な

る
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆◆◆

22
競
技
、
す
べ
て
が
江
戸
川
区
で
〝
で
き
る
〟

本
区
で
は
２
０
１
６
年
に
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
専
担
組
織

を
都
内
自
治
体
で
初
め
て
設
置
し
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の

実
施
環
境
向
上
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
の
中
、
東
京
２
０
２
０
大
会
の
レ
ガ
シ
ー
と

し
て
実
施
し
て
い
る
の
が
「
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
22
競

技
〝
で
き
る
〟
宣
言
」
で
す
。
地
元
開
催
の
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
よ
る
誘
因
効
果
を
逃
す
こ
と
な
く
「
自
分
も
何
か

ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
を
し
た
い
」
と
い
う
障
害
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
に
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
実
施
さ
れ

た
22
競
技
す
べ
て
の
練
習
や
試
合
等
が
〝
で
き
る
〟
環
境

を
整
備
し
、
２
０
２
０
年
12
月
に
宣
言
い
た
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
に
は
場
所
や
用
具
と
い
っ
た
ハ
ー
ド

面
が
整
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
一
緒
に
や
る
仲
間
や
指

導
者
が
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は
特
有
の
用
具
が
必
要
で
あ
る
こ
と
や

◆◆◆

競
技
者
の
人
数
が
そ
も
そ
も
多
く
は
な
い
こ
と
な
ど
に
よ

っ
て
よ
り
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
22
競
技
そ

れ
ぞ
れ
〝
で
き
る
〟
環
境
を
実
現
す
る
に
あ
た
っ
て
の
要

件
や
ア
プ
ロ
ー
チ
手
法
も
異
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
団
体
、
選
手
、
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
は
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま
で
健
常
者
を
主
な
対
象

と
し
て
い
た
区
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
民
間
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
な
ど
多
様
な
主
体
と
連
携
を
図
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
条

件
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
場
所
と
し
て
各
競
技
が
一
定
程
度
実
施
可
能
な

ハ
ー
ド
環
境
を
整
え
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
競
技
に
つ
い

て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
や
用
具
購
入
な
ど
に
よ
り
新

た
に
環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
従
前
か
ら
本
区
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
障
害
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
利
用
で
き
ま
し
た
し
、
車
い
す
競
技
だ
か

ら
と
い
っ
て
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
既
に
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
も
の
も
多
数
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
既
存
の
実
施
環
境
に
つ
い
て
も
改
め
て
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
く
つ
か
の
競
技
に
つ
い
て
は
教
室
事
業
や

体
験
会
な
ど
ソ
フ
ト
環
境
の
整
備
も
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

も
従
前
か
ら
実
施
し
て
い
た
も
の
も
あ
れ
ば
宣
言
に
よ
っ

て
新
た
に
始
め
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
環
境
を
競
技
ご
と
に
整
理
し
て

お
示
し
し
た
の
が
本
宣
言
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
が
生
み
だ
す
交
流

本
区
は
日
本
陸
連
３
種
公
認
の
陸
上
競
技
場
を
有
し
て

お
り
、
東
京
２
０
２
０
大
会
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
両
方
の
公
式
練
習
会
場
と
し
て
も
使
わ
れ
ま

◆◆◆

東
京
都
江
戸
川
区

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
た
な
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化

中
町
　
佑
介

江
戸
川
区
文
化
共
育
部

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
査

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る

�

社
会
を
目
指
し
て

―
ス
ポ
ー
ツ
を
ツ
ー
ル
に
し
た
共
生
社
会
の
実
現
―
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し
た
。

こ
の
競
技
場
で
は
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
と
し
た

「
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
車
い
す
陸
上
教
室
」
が
定
期
的
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
こ

の
教
室
の
参
加
者
の
中
に
は
、
教
室
を
き
っ
か
け
に
本
格

的
に
競
技
に
取
り
組
み
、
今
で
は
国
内
大
会
等
で
活
躍
し

て
い
る
方
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
地
元
の
現

役
選
手
を
指
導
者
と
し
て
招
い
て
い

る
他
、
理
学
療
法
士
や
「
初
級
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
」
資
格
を
有

す
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
サ
ポ

ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
画
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
初
心

者
で
も
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
教
室
の
関
係

者
同
士
の
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
象
徴
的
な

競
技
の
一
つ
で
あ
る
ボ
ッ
チ
ャ
は
本

区
に
お
い
て
も
人
気
が
高
く
、
区
立

ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
定
期
的
な
教
室

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
の

最
大
の
特
長
は
誰
で
も
参
加
で
き
る

こ
と
。
子
ど
も
か
ら
熟
年
者
ま
で
世

代
を
超
え
て
、
さ
ら
に
は
健
常
者
、

肢
体
不
自
由
の
方
、
知
的
障
害
や
精

神
障
害
の
あ
る
方
な
ど
、
障
害
の
有

無
だ
け
で
な
く
障
害
種
別
や
程
度
の

違
い
も
超
え
て
、
皆
さ
ん
が
一
緒
に

ボ
ッ
チ
ャ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
の
際
に
全
力
で
競
い
合
っ

て
い
る
様
子
は
東
京
２
０
２
０
大
会

の
コ
ン
セ
プ
ト
で
も
あ
っ
た
「
多
様

性
と
調
和
」
を
体
現
し
て
お
り
、
ス

ポ
ー
ツ
の
有
す
る
可
能
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

さ
て
、
本
稿
タ
イ
ト
ル
に
も
記
し
た
と
お
り
、
江
戸
川

区
は
「
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
社
会
」、
そ
し
て
、

そ
の
先
に
「
ス
ポ
ー
ツ
を
ツ
ー
ル
に
し
た
共
生
社
会
」
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
夏
、
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と
国
際
障
害
同

盟
が
「
Ｗ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
1₅
」
と
い
う
運
動
を
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
に
合
わ
せ
て
立
ち
上
げ
「
世
界
総
人
口
の
1₅
％

に
あ
た
る
12
億
人
の
﹃
何
ら
か
の
障
害
が
あ
る
人
﹄
を
、

特
別
な
存
在
や
感
動
的
な
存
在
と
し
て
で
は
な
く
、
健
常

者
と
同
じ
課
題
を
抱
え
た
人
々
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
く

べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
本
区
が
目
指
す
「
共
生
社
会
の
実
現
」
の
大
き
な

ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
在
り
方
は
多
様
で
す
。

競
技
力
向
上
を
目
指
す
方
も
い
れ
ば
、
心
身
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
に
余
暇
と
し
て
楽
し
む
方
も
い
ま
す
。

個
人
で
や
る
の
が
好
き
な
方
も
い
れ
ば
、
仲
間
と
一
緒

に
取
り
組
む
の
が
好
き
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

す
る
以
外
に
も
、
観
る
、
支
え
る
と
い
う
形
で
ス
ポ
ー

ツ
に
参
画
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
中
で
、
自
分
ら
し
い
「
マ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ
」
に
出

会
い
実
施
す
る
た
め
に
は
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

誰
に
も
多
様
な
選
択
肢
が
存
在
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

本
区
は
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ
っ

て
選
択
肢
を
増
や
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
共
生
社
会
の

実
現
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

EDORIKU車いす陸上教室の様子

ボッチャレベルアップ教室

ゴールボール一般公開

車いすフェンシング教室の様子
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地
域
づ
く
り
の
新
た
な
根
に

富
山
県
で
は
、
２
０
１
６
年
よ
り
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用

し
て
の
取
り
組
み
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。活

動
を
開
始
し
た
当
初
は
、
本
稿
に
あ
る
よ
う
な
「
地

域
課
題
」
に
対
し
て
の
意
識
は
あ
ま
り
な
く
、漠
然
と
「
ゲ

ー
ム
が
好
き
な
人
た
ち
で
集
ま
っ
て
楽
し
み
た
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
、
高
岡
駅
前
に
あ
る
雑
居
ビ
ル
の
１
室
に
構

え
た
小
さ
な
店
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
が
、
そ
の
店
舗
で
最
初
に
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
と

き
の
参
加
者
は
、
私
を
含
め
て
３
人
で
し
た
。

自
分
自
身
も
ゲ
ー
ム
の
大
会
に
出
場
し
て
き
た
プ
レ
ー

ヤ
ー
で
し
た
か
ら
、「
ど
う
す
れ
ば
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

の
か
」「
イ
ベ
ン
ト
の
ル
ー
ル
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
な

ど
を
ま
ず
は
自
分
自
身
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
同
時
に
、

参
加
者
な
ど
周
り
の
方
た
ち
と
も
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う
に
、
実
施
す
る
大
会
で
扱
う
ゲ
ー

ム
タ
イ
ト
ル
は
自
身
で
も
意
識
し
て
プ
レ
ー
を
し
て
、
時

◆◆◆

に
は
参
加
し
て
い
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち
と
共
に
県
外
の
大

会
へ
遠
征
す
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
内
側
か
ら
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
て
下
さ
っ
た
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
方
た
ち
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
を
聞
い
て
イ
ベ
ン
ト
に
反
映
を
し
て
い
く

こ
と
で
少
し
ず
つ
参
加
者
が
増
え
、
約
半
年
後
に
は
店
に

入
り
き
ら
な
い
人
数
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
月
に
何
度

か
市
内
の
会
議
室
や
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
る
会
場
を
利

用
し
て
、
50
人
程
度
で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、
よ
り
多
く
の
方
た
ち
に
こ
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

の
輪
を
拡
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
、
２
０
１
６
年
９
月
に

富
山
県
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
現
「
富
山
県
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
連

合
」）
を
設
立
し
て
、
次
に
紹
介
す
る
「T

oyam
a 

Gam
ers D

ay

」
を
は
じ
め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
の
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

ゲ
ー
ム
と
聞
く
と
、
普
段
あ
ま
り
プ
レ
ー
し
な
い
方
た

ち
か
ら
は
閉
鎖
的
で
人
と
の
つ
な
が
り
が
見
え
な
い
も
の

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は
人
と
人
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
に
お

け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
こ
そ
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
は
な

く
地
域
の
発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
通
し
て
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
地

域
」
と
の
接
点
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
人
た
ち
や
、
興
味
関

心
の
薄
い
若
年
層
が
中
心
と
な
っ
て
、
無
意
識
に
人
や
地

域
と
触
れ
合
い
、
地
域
の
魅
力
を
引
き
出
し
た
り
、
生
か

し
た
り
、
楽
し
む
こ
と
を
通
し
て
、
よ
り
自
然
な
形
で
地

域
に
参
画
す
る
仕
組
み
が
ゲ
ー
ム
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
通

し
て
す
で
に
広
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
富
山
ら
し
さ
」
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に

日
本
国
内
に
お
い
て
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
活
発
化

し
て
き
た
の
は
、
特
に
各
地
域
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と

２
０
１
８
年
頃
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
ご
と
の
イ
ベ

ン
ト
以
外
に
も
、
都
市
郡
を
中
心
と
し
た
数
千
人
が
集
ま

る
も
の
か
ら
、高
額
賞
金
の
派
手
な
大
会
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。

そ
の
当
時
は
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
後
進
国
」
な
ど
と
言
わ
れ
て

い
た
日
本
で
す
が
、
私
が
大
会
に
参
加
し
て
い
た
２
０
１

０
年
ご
ろ
か
ら
考
え
る
と
ず
い
ぶ
ん
発
展
し
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
ま
だ
ま
だ
成
長
の
余
地
は
大
き
く
、
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
の
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
か

な
り
進
ん
だ
状
況
で
す
。

そ
う
い
っ
た
背
景
の
な
か
で
、
今
で
も
継
続
的
に
実
施

し
て
い
る
富
山
県
内
で
の
取
り
組
み
が
「T

oyam
a 

Gam
ers D

ay

」
で
す
。
２
０
１
６
年
12
月
に
１
回
目
を

行
い
現
在
ま
で
に
11
回
実
施
し
て
き
た
取
り
組
み
で
す

が
、「
富
山
県
ら
し
さ
」
を
強
く
意
識
し
た
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

た
だ
の
会
議
室
を
借
り
て
机
と
椅
子
を
並
べ
て
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
方
た
ち
に
ゲ
ー
ム
機
な
ど
を
持
っ

◆◆◆

富
山
県

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
た
な
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化

―
地
域
の
魅
力
引
き
出
す
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
―

堺
谷
　
陽
平

富
山
県
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
連
合 

会
長

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
社
会
と
向
き
合
う
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て
き
て
も
ら
い
実
施
し
た
第
１
回
目
に
は
約
１
０
０
人
の

参
加
者
が
集
ま
り
、
そ
の
な
か
に
は
遠
く
離
れ
た
県
外
か

ら
の
参
加
者
も
い
ま
し
た
。
話
を
聞
く
と
「
１
泊
し
て
氷

見
市
の
寒
ブ
リ
を
食
べ
に
行
く
」
と
言
う
の
で
す
。
そ
れ

で
あ
れ
ば
、
富
山
県
の
魅
力
を
一
緒
に
感
じ
て
も
ら
え
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
よ
う
と
、
東
京
な
ど
の
真
似
事
で
は
な
い

富
山
県
ら
し
さ
あ
ふ
れ
る
内
容
を
意
識
し
た
も
の
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

と
き
に
は
老
舗
の
酒
蔵
で
夜
通
し
日
本
酒
を
飲
み
な
が

ら
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
と
き
に
は
伝
統
工
芸
の
高
岡
銅
器

で
制
作
し
た
盾
を
記
念
品
と
し
て
大
会
を
し
た
り
。ま
た
、

各
地
域
の
廃
校
舎
を
会
場
と
し
て
活
用
し
た
り
、
特
産
品

の
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
賞
品
と
し
た
り
も
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
２
０
１
９
年
に
は
約
３
２
０
０

人
が
集
ま
る
規
模
に
成
長
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
参
加
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
目
的

で
あ
り
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
地
域
の
Ｐ
Ｒ
で
あ
っ
た
り
、

廃
校
の
よ
う
な
地
域
課
題
と
向
き
合
っ
た
り
も
す
る
よ
う

な
側
面
も
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
そ
の
も
の

へ
の
理
解
が
あ
ま
り
な
い
方
た
ち
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
か
ら
共
感
を
得
ら
れ
、
民
間
企
業
と
の
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
や
、
自
治
体
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
富
山
県
内
に
お
け
る

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
取
り
組
み
へ
の
切
り
口
に
も
な
り
ま
し

た
。

多
世
代
つ
な
ぐ
要
と
し
て
発
展

近
年
は
よ
り
多
く
の
方
た
ち
に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を

感
じ
て
も
ら
う
べ
く
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
関
わ
り
の
な
か

っ
た
地
域
の
方
た
ち
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が
増
え
て
き

て
お
り
ま
す
。

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
介

護
予
防
対
策
事
業
が
あ
り
ま
す
。
富
山
県
と
富
山
県
立
大

学
な
ど
が
連
携
し
て
２
０
２
０
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
で
す
が
、
県
内
の
公
民
館
を
中
心
と
し
て
高
齢
者

を
対
象
に
年
間
₄0
回
程
度
の
体
験
会
な
ど
の
交
流
の
場
を

設
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

若
い
学
生
た
ち
が
高
齢
者

に
ゲ
ー
ム
を
教
え
て
い
る

様
子
は
大
変
微
笑
ま
し

く
、
高
齢
者
の
方
た
ち
か

ら
も
若
い
人
た
ち
と
話
せ

て
よ
か
っ
た
な
ど
、
ゲ
ー

ム
を
縁
と
し
た
交
流
に
喜

び
を
感
じ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
従
来
の
よ
う

な
、
若
年
層
を
中
心
と
し

た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な

く
、
世
代
を
超
え
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
要
と

し
て
発
展
さ
せ
、
ｅ
ス
ポ

ー
ツ
の
も
つ
可
能
性
を
引

き
出
し
て
、
地
域
を
よ
り

豊
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

高齢者対象の交流会

3200 人が来場した Toyama Gamers Day 2019

e スポーツ大会で伝統工芸の高岡銅器で作った記念品の盾を贈る
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長
野
五
輪
関
係
者
の
熱
意
を
原
動
力
に

軽
井
沢
町
は
夏
と
冬
、
両
方
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
経
験

し
た
世
界
で
も
稀
有
な
町
で
す
。
夏
季
は
１
９
６
４
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
総
合
馬
術
競
技
、
そ
し
て
冬
季
が

１
９
９
８
年
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
カ
ー
リ
ン
グ
競
技

で
、
町
の
総
合
運
動
公
園
で
あ
る
風
越
公
園
に
は
夏
冬
両

方
の
聖
火
台
が
並
ん
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ー
リ
ン
グ
は
初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
と

し
て
軽
井
沢
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
競
技
団
体
で
あ
る

長
野
県
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
は
設
立
間
も
な
い
１
９
８
９
年

よ
り
そ
の
誘
致
活
動
に
協
力
し
、
開
催
中
は
競
技
委
員
や

審
判
、ス
タ
ッ
フ
等
で
多
く
の
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
人
々
や
軽
井
沢
町
の
努
力
が
あ
り
、
長
野
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
前
後
の
カ
ー
リ
ン
グ
競
技
発
展
へ
の
想
い
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
が
今
も

継
承
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

専
用
施
設
「
軽
井
沢
ア
イ
ス
パ
ー
ク
」
の
建
設

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
い
ろ
い
ろ
な
種
を
落
と
し
て
く

れ
ま
し
た
。

カ
ー
リ
ン
グ
競
技
を
観
戦
し
、
そ
の
時
の
感
動
か
ら
競

技
と
し
て
カ
ー
リ
ン
グ
を
始
め
た
小
学
生
が
、
20
年
後
に

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、
夢
を

現
実
の
も
の
と
し
ま
し
た
。
一
緒
に
日
本
代
表
と
な
っ
た

選
手
の
一
人
は
そ
の
後
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
顔
と
し
て
、

地
域
の
応
援
を
受
け
な
が
ら
活
動
し
て
お
り
、
ジ
ュ
ニ
ア

育
成
に
も
積
極
的
に
関
わ
る
な
ど
、
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
と

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
好
循
環
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、軽
井
沢
町
は
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
記
念
し
て
、

「
軽
井
沢
国
際
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
」
を
１
９
９
９

年
よ
り
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
は
20
年
を
超

え
る
歴
史
あ
る
大
会
と
な
り
、
現
在
で
は
賞
金
大
会
と
し

て
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
国
際
大
会
に
育
っ
て
い
ま
す
。
海

◆◆◆

外
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
と
の
対
戦
は
日
本
の
競
技
力
向
上
に
も

大
き
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。そ

し
て
、
２
０
１
３
年
に
日
本
最
大
級
の
通
年
型
カ
ー

リ
ン
グ
専
用
施
設
「
軽
井
沢
ア
イ
ス
パ
ー
ク
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
よ
り
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
競
技
別
強
化
拠
点
施
設
に
も
指
定
さ
れ
て

お
り
、
一
年
を
通
し
て
練
習
で
き
る
環
境
を
得
ら
れ
た
こ

と
は
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
に
と
っ
て
も
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ

ー
ジ
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

軽
井
沢
ア
イ
ス
パ
ー
ク
は
競
技
発
展
に
大
き
な
力
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

性
の
高
い
カ
ー
リ
ン
グ
は
そ
の
競
技
特
性
を
利
用
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
よ
り
多
く
の
愛
好
家
を
生
み
、
観
光

面
で
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
の
発
足

２
０
１
０
年
に
軽
井
沢
ア
イ
ス
パ
ー
ク
の
建
設
が
決
ま

◆◆◆

長
野
県
軽
井
沢
町

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
た
な
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化

西
山
　
紀
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

軽
井
沢
ク
ラ
ブ
事
業
推
進
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

軽井沢風越公園にある夏冬二つの聖火台

「
カ
ー
リ
ン
グ
の
聖
地
・
軽
井
沢
」
へ
の

�

地
域
振
興

―
五
輪
レ
ガ
シ
ー
継
承
し
新
た
な
施
策
展
開
―
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っ
た
際
、
軽
井
沢
町
、
軽
井
沢
カ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
軽
井
沢
ク
ラ
ブ

︵
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
︶
の
３
者
が
協
働
し
て

「
軽
井
沢
カ
ー
リ
ン
グ
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員

会
」︵
以
下「
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」︶が
発
足
し
ま
し
た
。

以
降
、「
カ
ー
リ
ン
グ
の
聖
地
・
軽
井
沢
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
地
域
活
性
化
を
目

指
し
て
以
下
の
よ
う
な
目
標
を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
実
施
し
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

１
．
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
カ
ー
リ
ン
グ
を
通
し
た

地
域
住
民
の
健
康
増
進

２
．
カ
ー
リ
ン
グ
を
通
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成

３
．
カ
ー
リ
ン
グ
を
活
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

４
．
カ
ー
リ
ン
グ
を
通
し
た
青
少
年
の
健
全
な
育
成

５
．
カ
ー
リ
ン
グ
の
聖
地
軽
井
沢
と
し
て
の
競
技
の
普
及

啓
発

６
．
カ
ー
リ
ン
グ
競
技

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
選
手
の
輩
出

町
内
外
へ
向
け
た
施
策
を
展
開

一
方
、
町
の
財
産
で
あ
る
カ
ー
リ
ン
グ
が
多
く
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
と
い
う
認
識
は
町
内
で
も
不
十

分
と
思
わ
れ
、
地
域
の
活
性
化
材
料
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ

開
発
の
余
地
を
残
し
て
い
ま
す
。

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
新
た
な
₁0
年
に
向
け
、
令

和
３
年
度
ス
ポ
ー
ツ
庁
補
助
事
業
の
採
択
を
受
け
、
地
域

外
か
ら
の
誘
客
拡
大
と
、
地
域
住
民
向
け
の
継
続
的
な
施

策
を
実
施
し
、
相
乗
効

果
を
狙
っ
た
施
策
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

住
民
向
け
施
策
︵
イ

ン
ナ
ー
施
策
︶
は
、
観

光
立
町
と
い
う
軽
井
沢

な
ら
で
は
の
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
構
築
を
目

指
し
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
性
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
カ
ー
リ

ン
グ
体
験
会
と
意
見
交

◆◆◆

換
会
を
町
内
事
業
者
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
次

世
代
を
担
う
ジ
ュ
ニ
ア
層
の
カ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン
獲
得
を

目
指
し
、
町
内
の
小
中
高
校
７
校
と
連
携
し
、
児
童
生
徒
、

先
生
、
保
護
者
の
カ
ー
リ
ン
グ
体
験
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
、「
カ
ー
リ
ン
グ
の
町
・
軽
井
沢
」
を
形

成
す
る
核
と
な
り
、
ロ
ー
カ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と

地
域
の
一
体
化
の
醸
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

外
部
向
け
施
策
︵
ア
ウ
タ
ー
施
策
︶
は
、
カ
ー
リ
ン
グ

を
軸
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
認
知
拡
大
を
目
的

に
、
カ
ー
リ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設

や
ビ
フ
ォ
ー
＆
ア
フ
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
提
案
等
を
取
り
入

れ
た
Ｐ
Ｒ
映
像
を
制
作
し
ま
し
た
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

前
後
に
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
カ
ー
リ
ン
グ
だ
け

で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
や

通
年
で
の
交
流
人
口
の
拡
大
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
首
都
圏
を
背
後
に
控
え
る
軽
井
沢
の
取
り
組

み
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
普
及
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
践

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
対
象
に
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
一
要
素
と
し
て
カ
ー
リ
ン
グ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ

の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
を
知
っ
て
も
ら
い
、
個
人

で
楽
し
む
ほ
か
、
企
業
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ー
ム

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
研
修
に
も
活
用
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
、
潜
在
顧
客
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
交
流
人

口
の
獲
得
を
目
指
し
ま
す
。

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
核
と
な
る
、
行
政
と
競
技
団

体
、
地
元
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
を
念
頭
に
置
き
、
カ
ー
リ
ン
グ
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
形
成
し
て
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
走
り
出
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
よ
り
多

く
の
協
力
団
体
が
一
体
に
な
っ
て
そ
の
輪
を
広
げ
、
未
来

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

相乗効果による地域活性概念図

軽井沢アイスパーク全景
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特 集
高
齢
者
・
子
ど
も
に
ス
ポ
ー
ツ
教
室

当
財
団
で
は
、
設
立
以
来
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・

振
興
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
愛
知
県
か
ら
指
定
管

理
者
と
し
て
受
託
し
て
い
る
愛
知
県
体
育
館
を
は
じ
め
と

す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
お
い
て
、
平
日
昼
間
を
中
心
に
健

康
増
進
を
目
的
と
し
た
高
齢
者
対
象
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ

ー
ツ
教
室
（
卓
球
、
ヨ
ガ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
、
太
極
拳
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
ス
ト
レ
ッ
チ
等
）
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
テ

ニ
ス
、
水
泳
、
剣
道
、
レ
ス
リ
ン
グ
、
か
け
っ
こ
、
に
が

て
克
服
＝
鉄
棒
や
跳
び
箱
＝
等
）
も
開
催
し
、
子
ど
も
た

ち
の
体
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
度

の
参
加
者
は
３
２
７
教
室
延
べ
６
万
３
５
２
８
人
で
し
た

が
、
２
０
２
０
年
度
は
１
４
０
教
室
延
べ
２
万
１
５
６
人

に
と
ど
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

大
き
く
受
け
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
１
月
か
ら
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
世
界
選
手
権

◆◆◆

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
62
㌔
級
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
栄
和
人
氏
に

ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
就
任
い
た
だ
き
、
愛
知

県
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
運
営
へ
の
助
言
、
レ
ス
リ
ン
グ
教
室

の
指
導
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
の
指
導
・
助
言
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
は
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
と
で
も
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
簡
単
に
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
め
る

も
の
が
多
く
、
高
齢
者
や
幼
児
、
障
害
の
あ
る
方
で
も
す

ぐ
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。
財
団
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
に
も
取
り
組
み
、
日
本
国
際
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た

愛
・
地
球
博
記
念
公
園
（
モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
）
を
会
場
と

し
て
、
２
０
０
８
年
か
ら
毎
年
秋
に
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
共
同
開
催
し
て
い
ま
す
。
１
日
で

延
べ
１
万
人
超
の
方
々
が
20
種
類
以
上
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
体
験
し
、
老
若
男
女
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
く
良
い
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
４
年
か
ら
は
、
東
海
テ
レ
ビ
と
連
携
し
、

男
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
の
「
東
海
ク
ラ
シ
ッ
ク
」（
毎

年
秋
、三
好
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
）
の
最
終
日
に
、

練
習
場
を
利
用
し
て
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
が
ペ
ア
を
組

み
、
９
ホ
ー
ル
の
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
で
勝
敗
を
決
め
る

「
東
海
ク
ラ
シ
ッ
ク
子
ど
も
大
人
ペ
ア
マ
ッ
チ　

ス
ナ
ッ

グ
ゴ
ル
フ
大
会
」
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル

フ
は
、
米
国
で
ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
用
に
開
発
さ
れ
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
用
具
を
使
う
ゴ
ル
フ
で
す
。
大
会
は
、
親

子
や
お
孫
さ
ん
と
祖
父
母
で
、
１
個
の
ボ
ー
ル
を
交
互
に

打
つ
方
式
で
行
わ
れ
、
多
世
代
交
流
の
場
と
し
て
も
大
変

有
意
義
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
２
年
間
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
感
染
拡
大
す
る
中
、
こ
れ
ら
行
事
を
含
め
県
民
の
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
む
機
会
が
、
施
設
の
利
用
制
限
や
外
出
自
粛

な
ど
の
拡
大
防
止
策
に
よ
り
、
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
で
き
る
ヨ
ガ
教
室
の
実
施
や
、

自
宅
で
簡
単
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
等
をY

ouT
ube

で

動
画
配
信
し
て
い
ま
す
。

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
な
ど
い
つ
で
も
体
験
可
能

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
多
く
の
方
が
体
験
で
き
る
よ
う
、

愛
知
県
武
道
館
と
愛
知
県
青
年
の
家
で
は
、
東
京
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
話
題
と
な
っ
た
「
ボ
ッ
チ
ャ
」、
柔
ら
か
い
円

盤
を
投
げ
て
的
あ
て
ゲ
ー
ム
を
す
る
「
デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー

９
」、
ハ
シ
ゴ
状
の
パ
イ
プ
に
ひ
も
の
つ
い
た
ボ
ー
ル
を
投

げ
て
引
っ
掛
け
る
「
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
」、
ベ
ル
ト
の
上

を
綱
渡
り
の
よ
う
に
歩
い
た
り
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
よ
う

に
跳
ん
だ
り
す
る
「
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
」
な
ど
の
用
具
を

準
備
し
て
お
り
、
い
つ
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
武
道
館
で
は
、
剣
道
場
や
弓
道
場
の
床
上
で

楽
し
め
る
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
も
準
備
し
ま
し
た
。
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
は
氷
上
の
カ
ー
リ
ン
グ
競
技
に
似
た
名
古
屋
発
祥
の

◆◆◆

愛
知
県

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
た
な
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化

長
川
原
　
康
生

公
益
財
団
法
人
愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

企
画
推
進
課
課
長

―
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
普
及
・
振
興
の
取
り
組
み
―

20
種
以
上
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
機
会
提
供
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ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
、
市
内
の
ベ
ア
リ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
が

考
案
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
円
盤
を
カ
ー
リ
ン
グ
の
ス
ト
ー
ン
の
代
わ
り
に
転

が
し
て
得
点
を
競
い
ま
す
。

青
年
の
家
で
も
、
芝
生
広
場
や
隣
接
す
る
愛
知
県
立
農

業
大
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
、
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ

を
体
験
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
紹
介
す
る
動
画
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
、
簡
単
な
競
技
説

明
・
ル
ー
ル
解
説
を
記
載
し
た
遊
び
方
ガ
イ
ド
も
作
成
・

配
布
し
、
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
沿
い
取
り
組
み
強
化
へ

超
高
齢
化
が
進
む
現
代
社
会
で
は
、
体
を
動
か
す
こ
と

の
重
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

◆◆◆

ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
発
表
さ
れ
た
２
０
１
９
年
度
全
国
体
力

テ
ス
ト
の
結
果
に
お
い
て
、
小
学
５
年
生
の
部
で
は
、
愛

知
県
が
男
女
と
も
に
全
国
最
下
位
（
男
子
は
６
年
連
続
最

下
位
）
と
な
る
な
ど
、
運
動
習
慣
を
い
か
に
身
に
つ
け
る

か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
財
団
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
ベ
ー
ス
に
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
、
ま
さ
に
「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
を
念
頭
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
３
「
す

べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」
の
健
康
の
部
分
に
寄
与
す

べ
く
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
・
振
興

の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
愛
知
県
国
際
展
示

場
（A

ichi Sky Expo

）
で
開
催
さ
れ
た
「SD

Gs 
A

ichi Expo 2021

」
に
出
展
し
、
今
年
度
新
た
に
ス
タ

ー
ト
し
た
「
学
び
実
践
し
よ
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
！
自
然
体
感

キ
ャ
ン
プ
」
で
行
っ
た
内
容
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
び
な
が
ら

森
の
豊
か
さ
を
体
感
す
る
活
動
や
、
ノ
ー
食
品
ロ
ス
を
実

践
す
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、廃
材
を
材
料
と
す
る
ク
ラ
フ
ト
、

水
素
を
燃
料
と
す
る
燃
料
電
池
車
の
見
学
な
ど
）
を
発
表

す
る
と
と
も
に
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
も
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
財
団
の
持
続
可
能
な
組
織
運
営
を
目
指
し
て
、

高
齢
者
の
た
め
の
体
力
・
フ
レ
イ
ル
測
定
や
、
出
張
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
な
ど
、
新
た
な
事
業
展
開
を
進
め
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
財
団
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普

及
・
振
興
に
お
け
る
使
命
は
、
い
か
に
多
く
の
県
民
の
方

に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
健
康
の
維

持
増
進
に
役
立
て
て
も
ら
え
る
か
、
そ
の
機
会
を
い
か
に

提
供
で
き
る
か
、
こ
れ
に
尽
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
事
業
を

企
画
、実
践
し
て
い
く
こ
と
で
財
団
の
存
在
意
義
を
高
め
、

多
く
の
県
民
の
方
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ニュースポーツの体験もできるSDGs キャンプ

愛知県発祥のカローリング

円盤を投げる的当てゲーム、ディスゲッター９

親子で楽しむスナッグゴルフ
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熊
野
市
は
、三
重
県
南
部
に
位
置
し
、紀
伊
山
地
の
山
々

と
黒
潮
お
ど
る
熊
野
灘
に
囲
ま
れ
た
雄
大
な
自
然
と
、
悠

久
の
歴
史
に
育
ま
れ
た
文
化
に
富
む
ま
ち
で
す
。

世
界
遺
産
『
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
』
の
一
部
を

有
し
て
お
り
、
市
内
に
は
熊
野
古
道
を
は
じ
め
、
日
本
最

古
の
神
社
と
い
わ
れ
る
『
花は

な

の
窟

い
わ
や

神
社
』
や
国
の
天
然
記

念
物
で
あ
り
日
本
百
景
に
も
選
出
さ
れ
た
『
鬼お

に

ヶが

城じ
ょ
う』

な

ど
13
も
の
世
界
遺
産
を
有
し
て
い
ま
す
。

通
年
で
ス
ポ
ー
ツ
集
客
交
流
推
進

当
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
示
し
た
計
画
で
あ

る
熊
野
市
総
合
計
画
に
お
い
て
『
豊
か
な
自
然
と
歴
史
の

中
で
人
が
か
が
や
く
、
活
力
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
・
熊
野
』

を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
重
要
な
施
策

の
一
つ
と
し
て
『
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
集
客
交
流
』
を
掲
げ

て
お
り
、
一
年
を
通
し
て
多
く
の
大
会
の
開
催
や
合
宿
の

誘
致
を
行
っ
て
い
ま
す
。

め
ざ
す
姿
と
し
て
は
『
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
自
然
を

い
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
盛
ん
な
ま
ち
と
し
て
、
年
間

◆◆◆

を
通
じ
て
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
集
い
、
市
民
と
の
交

流
が
深
ま
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
宿
泊
や
飲
食
な
ど
に
よ

り
地
域
経
済
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
』
と

描
か
れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
集
客
交
流
で
、
に
ぎ

わ
い
と
経
済
効
果
の
波
及
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
１
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
多
く
の
大
会
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
例
年
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
大
会
を
中
心
に
毎
月
の
よ
う
に
さ
ま
ざ

ま
な
競
技
団
体
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
各
種
大
会
・

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
の
ス
ポ

ー
ツ
愛
好
者
の
み
な
さ
ん
や
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
実
現
で
き
て
い
る
も
の

で
す
。
さ
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ
集
客
を
進
め
た
い
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
当
市
の
運
動
施
設
の
利
用
状
況
は
飽
和

状
態
に
あ
り
、
新
た
な
大
会
・
合
宿
の
誘
致
な
ど
は
容
易

で
な
い
の
が
現
状
で
す
。

新
鹿
海
水
浴
場
の
環
境
を
生
か
す
種
目

球
技
を
は
じ
め
と
す
る
運
動
施
設
が
必
要
な
こ
れ
ま
で

◆◆◆

の
ス
ポ
ー
ツ
の
集
客
は
、
利
用
状
況
を
考
え
る
と
、
こ
れ

以
上
の
大
幅
な
集
客
数
の
増
加
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
熊
野
市
の
雄
大
な
自
然
を
い
か
し
、

施
設
に
頼
ら
な
い
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
市
に
は
、
日
本
の
快
水
浴
場
百
選
に
も
選
ば
れ
た
美

し
い
『
新あ

た

鹿し
か

海
水
浴
場
』
が
あ
り
、
多
く
の
海
水
浴
客
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
13
年
以
降
海
水
浴
の
入

込
客
数
が
急
激
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
平
成
18
年
か
ら
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
の
活
用
に
関
す
る
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
左
右
を
山
に
囲
ま
れ
た
地
形
に
よ
り
波
が
入
り
に

く
い
新
鹿
湾
の
環
境
を
生
か
す
に
は
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の

普
及
が
適
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
結
論
に
至
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
有
識
者
や
地
元
愛
好
者

が
中
心
と
な
り
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催

を
目
指
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
は
地
元
漁
業

関
係
者
か
ら
事
故
を
心
配
す
る
声
が
あ
が
り
、
大
会
開
催

を
断
念
す
る
な
ど
、
困
難
な
道
の
り
を
歩
む
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
諦
め
る
こ
と
な
く
体
験
会
の
開
催
や
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
の
レ
ン
タ
ル
を
行
う
な
ど
、
地
道
な
普
及
活
動

を
続
け
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
が
漁
業
関
係
者
に
も
認

め
ら
れ
、
平
成
23
年
に
は
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
全
体
と
し
て
集
客
交
流
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
官
民
連
携
の
も
と
『
熊
野
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
会
』
を
設
立
、
平
成
24
年
３
月
に
は
地
元
漁

業
関
係
者
協
力
の
も
と
『
第
１
回
熊
野
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ

ラ
ソ
ン
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
鹿
湾
を
出
て
、荒
々
し
い
熊
野
灘
を
進
む
コ
ー
ス
は
、

上
級
者
向
け
の
難
コ
ー
ス
で
す
が
、
多
く
の
漁
業
関
係
者

三
重
県
熊
野
市

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
た
な
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化

中
嶋
　
竜
也

熊
野
市
観
光
ス
ポ
ー
ツ
交
流
課 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
係 

主
事

―
熊
野
の
自
然
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
集
客 

―

快
水
浴
場
百
選
の
海
で
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
振
興
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が
救
助
船
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
ら
こ
そ

実
現
で
き
る
コ
ー
ス
と
し
て
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
当
初
の
参
加
者
は
30
名
程
度
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
平
成
25
年
、
推
進
委
員
会
が
目
を
付
け

た
の
が
、
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
（
Ｓ
Ｕ
Ｐ
）

で
し
た
。

世
界
王
者
も
参
加
し
第
１
回
Ｓ
Ｕ
Ｐ
大
会

日
本
Ｓ
Ｕ
Ｐ
振
興
会
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
ボ
ー
ド
を
扱
う
事
業
者

や
シ
ョ
ッ
プ
の
ご
協
力
の
も
と
、
平
成
26
年
10
月
に
第
１

回
熊
野
Ｓ
Ｕ
Ｐ
マ
ラ
ソ
ン
と
熊
野
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
同
時
に
開
催
し
ま
し
た
。

◆◆◆

Ｓ
Ｕ
Ｐ
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
関
係
者
の
お
声
掛
け
で
、
当

時
の
Ｓ
Ｕ
Ｐ
世
界
王
者
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ト
ラ

ヴ
ィ
ス
・
グ
ラ
ン
ト
選
手
が
参
加
。
他
に
も
国
内
ト
ッ
プ

の
金
子
ケ
ニ
ー
選
手
な
ど
の
実
力
者
か
ら
、
最
近
始
め
た

初
心
者
ま
で
１
７
１
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
熊
野
シ
ー
カ
ヤ

ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
大
会
も
38
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
２
０
０

人
以
上
の
参
加
者
が
新
鹿
の
海
を
訪
れ
ま
し
た
。
両
大
会

は
、
地
元
新
鹿
地
区
の
自
治
会
や
住
民
を
は
じ
め
、
観
光

協
会
や
地
元
漁
協
と
漁
業
者
の
ご
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
26
年
以
降
も
リ
ピ
ー
タ
ー
を
含
め
毎
年
２

０
０
人
近
い
参
加
者
が
あ
り
、
穏
や
か
な
新
鹿
湾
内
と

荒
々
し
い
外
洋
の
熊
野
灘
を
舞
台
と
す
る
、
初
心
者
か
ら

上
級
者
ま
で
楽
し
め
る
大
会
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。
令

和
２
、
３
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
２
年
連
続
で
大
会
は
中
止
と
な
っ

て
い
ま
す
。

専
任
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
確
保
へ

熊
野
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、
一
般
向
け
の

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
・
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
現
状
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
る

推
進
委
員
が
普
段
、
お
の
お
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
た
め
、

体
験
の
申
し
込
み
が
あ
っ
て
も
基
本
的
に
土
日
し
か
受
け

入
れ
が
で
き
て
お
ら
ず
、
利
用
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

曜
日
を
問
わ
ず
体
験
の
受
け
入
れ
が
可
能
な
体
制
を
整
備

す
る
た
め
、
今
後
専
任

の
人
材
を
確
保
し
、
集

客
増
加
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
会
の
開
催

に
よ
っ
て
新
鹿
と
い
う

地
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
と

と
も
に
、
体
験
会
の
開

催
に
よ
る
普
及
活
動
を

進
め
ま
す
。
こ
う
し
た

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
取
り
組
み
に
よ
り
熊

野
市
の
魅
力
を
外
部
に

発
信
す
る
こ
と
で
、
新

鹿
の
海
が
１
年
を
通
し

て
に
ぎ
わ
う
こ
と
を
目

標
に
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

白熱した首位争いを行うトラヴィス・グラント選手（右）と金子ケニー選手（左）

SUP・シーカヤックを楽しむ子どもたち

体験会で推進委員から指導を受ける子どもたち
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「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
室
」
新
設

東
大
阪
市
で
は
、
２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
２
０
２
１
年
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
と

３
年
連
続
で
世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ポ
ー
ツ
イ
ヤ
ー
ズ
を
間
近
に
控
え
た
２
０

１
７
年
４
月
に
、
ス
ポ
ー
ツ
が
持
つ
可
能
性
や
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
べ
く
「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま

ち
づ
く
り
戦
略
室
」を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

年
齢
や
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
参
加
で
き
、

と
も
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
（
車

い
す
）
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
推
進
を
始
め
ま
し
た
。

車
い
す
ス
ポ
ー
ツ
は
全
国
的
に
見
て
も
、
障
害
者
の
利

用
に
限
定
し
た
施
設
が
多
く
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
大

阪
市
で
は
障
害
者
だ
け
の
施
設
と
い
っ
た
位
置
づ
け
で
は

な
く
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
だ
れ
で
も
楽
し
む
こ
と

◆◆◆

が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
「
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ス
ポ

ー
ツ
広
場
」
を
開
設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

車
い
す
ス
ポ
ー
ツ
の
ニ
ー
ズ
を
実
感

ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
、
２
０
１
７
年
10
月

に
大
阪
府
の
浄
水
施
設
の
上
に
あ
る
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
を

借
り
上
げ
、
車
椅
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
が
で
き
る
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。し
か
し
、

施
設
の
性
質
上
、
開
設
当
初
か
ら
ト
イ
レ
や
日
よ
け
と
い

っ
た
設
備
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ト
イ
レ
は
最
寄

り
の
コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
の
運
用
と

な
り
ま
し
た
。

広
場
の
オ
ー
プ
ン
と
共
に
、
体
験
会
な
ど
を
通
し
て
多

く
の
方
が
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
訪
れ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
関
西
に
一
つ
し
か
な
い

車
椅
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
関
西
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が

積
極
的
に
利
用
し
、
全
国
の
チ
ー
ム
を
招
い
て
交
流
戦
を

◆◆◆

す
る
な
ど
非
常
に
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

中
で
、
車
い
す
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
場
所

を
求
め
る
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
と
と
も
に
新
た
な
施
設
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

「
本
当
の
聖
地
」
目
指
し
新
た
な
コ
ー
ト
整
備

２
０
１
９
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
課
題
を
解
消
す
べ

く
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ト
整
備
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。
ま
ず
は
、
場
所
の
選
定
で
す
が
、
東
大
阪
市
に

は
ラ
グ
ビ
ー
の
聖
地
「
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
」
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
は
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
敷
地
内
に
ウ

ィ
ル
チ
ェ
ア
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ト
が
で
き
る
こ
と
で
、
子
ど

も
か
ら
マ
ス
タ
ー
ズ
世
代
、
車
椅
子
ラ
グ
ビ
ー
ま
で
す
べ

て
の
ラ
グ
ビ
ー
が
で
き
る
本
当
の
意
味
で
の「
聖
地
花
園
」

を
目
指
し
ま
し
た
。

◆◆◆

大
阪
府
東
大
阪
市

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
た
な
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化

津
田
　
直
也

東
大
阪
市
都
市
魅
力
産
業
ス
ポ
ー
ツ
部 

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
推
進
室
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
課
主
任

誰
で
も
楽
し
め
る

�

ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

―
聖
地
・
花
園
に
多
様
な
種
目
可
能
な
コ
ー
ト
整
備
―

ウィルチェアスポーツコート上空から撮影
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ま
た
、
本
市
で
は
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
、
美
術
セ
ン
タ

ー
、
ラ
グ
ビ
ー
場
、
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
を
有
す
る
花

園
中
央
公
園
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
環
と
も
な
る
よ
う
花

園
ラ
グ
ビ
ー
場
敷
地
内
を
選
定
し
ま
し
た
。

コ
ー
ト
を
整
備
す
る
に
あ
た
り
、
利
用
者
の
中
に
は
、

脊
髄
や
頸
椎
の
損
傷
に
よ
っ
て
体
温
調
整
が
難
し
い
方
も

い
る
た
め
、
暑
さ
対
策
と
し
て
床
材
に
は
遮
熱
性
の
高
い

素
材
を
選
び
、
ミ
ス
ト
付
き
送
風
機
、
電
動
ベ
ッ
ド
や
冷

暖
房
を
完
備
し
た
救
護
棟
を
コ
ー
ト
内
に
設
置
す
る
と
と

も
に
、
車
い
す
の
方
も
利
用
し
や
す
い
ト
イ
レ
を
コ
ー
ト

内
に
整
備
す
る
な
ど
こ
れ
ま
で
の
課
題
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
。競

技
用
車
い
す
を
無
料
で
貸
し
出
し

コ
ー
ト
で
は
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
を
は
じ
め
、
車
椅
子
ソ

◆◆◆

フ
ト
ボ
ー
ル
、
車
椅
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
競
技
に
対
応
す
る
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
て
お
り
、
す
ぐ

に
競
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
車
椅
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
も
可
動
式
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
ネ
ッ
ト
が
あ
り
、
柵

越
え
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
初
か

ら
障
害
者
施
設
と
い
う
位
置
づ
け
で
は
な
い
た
め
、
車
い

す
ス
ポ
ー
ツ
で
な
く
て
も
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
テ
ニ

ス
と
い
っ
た
競
技
も
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
障

害
の
有
無
に
関
係
な
く
、
だ
れ
も
が
一
緒
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
競
技
用
車
い
す
も
₂₂
台
常
備
し
て
お

り
、利
用
者
に
は
無
料
で
貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
展
望

車
椅
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
、
こ
れ
ま
で
非
常
に
多
く
利

用
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
ま
た
、
比
較
的
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア

◆◆◆

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
始
め
や
す
い
種
目
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
２
０
２
０
年
11
月
に
一
般
社
団
法
人
日
本
車
椅
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
以
下
、「
協
会
」）
と
連
携
協
定
を
結

び
ま
し
た
。

協
会
に
と
っ
て
も
自
治
体
と
し
て
は
初
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
り
、
今
後
は
互
い
に
連
携
し
、
車
椅
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

普
及
促
進
や
環
境
向
上
、
日
本
代
表
合
宿
や
国
際
大
会
の

誘
致
な
ど
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
合
意
い
た
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
７
月
₂₂
～
₂₄
日
に
は
、
車
い
す
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
日
本
代
表
合
宿
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
1₂
月

４
、
５
日
に
は
、
車
椅
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
東
大
阪
花
園
大

会
２
０
２
１
を
開
催
し
、
全
国
か
ら
６
チ
ー
ム
が
集
い
、

専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ら
で
は
の
軽
快
な
プ
レ
ー
を
披
露
し

て
く
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
協
会
と
連
携
を
強
化
し
、

日
本
代
表
合
宿
や
国
内
大
会
を
開
催
し
、
将
来
は
国
際
大

会
の
誘
致
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

車
い
す
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
車
い
す
ス
ポ
ー
ツ
を
身
近

に
感
じ
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
市
内
の
小
中
学
校

を
対
象
に
出
前
講
座
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
で
高

ま
っ
た
車
い
す
ス
ポ
ー
ツ
の
機
運
を
契
機

と
し
て
、
さ
ら
な
る
普
及
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

今
後
も
車
椅
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及

と
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
車
い
す
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
と
い
う
両
輪
を
う
ま
く
回
し
な

が
ら
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

車椅子ソフトボール東大阪花園大会 2021 の様子

車いすラグビーを小学生が体験している様子

車椅子ソフトボール日本代表合宿での体験会集合写真
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特 集
地
域
課
題
解
決
へ
向
け
た
連
携
事
業
と
し
て

２
０
２
０
年
７
月
に
神
戸
市
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
、
株
式

会
社PA

Ckage

が
締
結
し
た
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代

に
お
け
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た

連
携
協
定
」
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
２
０
２
０
年

12
月
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
と
健
康
増
進
を

め
ざ
し
た
高
齢
者
向
け
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
実
証
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
（「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
と
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・

ス
ポ
ー
ツ
の
略
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
や
ビ
デ
オ
ゲ

ー
ム
な
ど
、
対
戦
型
ゲ
ー
ム
で
競
い
合
う
も
の
で
す
）。

こ
の
実
証
事
業
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
同
士
あ
る
い

は
そ
の
ご
家
族
な
ど
と
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
共
通
体
験
を
通

じ
、
高
齢
者
の
「
フ
レ
イ
ル
」
予
防
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
の
か
、
さ
ら
に
は
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
が
高
齢
者
の
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
な
り
得
る
か
な
ど
の

検
証
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
フ
レ
イ
ル
と
は
、

年
齢
と
と
も
に
筋
力
や
心
身
の
活
力
が
低
下
し
て
介
護
が

必
要
に
な
り
や
す
い
、
健
康
と
要
介
護
の
間
の
虚
弱
な
状

◆◆◆

態
の
こ
と
を
言
い
、
そ
の
対
策
の
３
本
の
柱
は
「
社
会
参

加
」「
運
動
」「
栄
養
（
食
・
口
腔
）
の
摂
取
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

実
施
し
た
実
証
事
業
の
内
容

実
証
事
業
の
企
画
設
計
や
実
施
は
主
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

が
中
心
と
な
り
、
約
３
ヵ
月
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
期
間
の

前
後
に
、
参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
の
フ
レ
イ
ル
問
診

チ
ェ
ッ
ク
、
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
を
使
っ
た
認
知
機
能
チ
ェ
ッ

ク
を
実
施
し
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
が
心
身
に
与
え
る
影
響

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
に
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
、ご
自
身
の
変
化
を
確
認
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ゲ
ー
ム
の
提
供
に
際
し
て
、「
ク
ラ
ウ
ド
ゲ
ー
ミ

ン
グ
エ
ッ
ジ
」
と
い
う
技
術
を
用
い
て
い
ま
す
。
通
常
、

パ
ソ
コ
ン
で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
に
は
高
価
な
ゲ

ー
ミ
ン
グ
Ｐ
Ｃ
が
必
要
で
す
が
、
こ
の
ク
ラ
ウ
ド
技
術
の

活
用
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
が
自
宅
や
施
設
で
利
用
し
て
い

る
Ｐ
Ｃ
か
ら
遠
隔
サ
ー
バ
ー
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
手

軽
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
運
営
側
は
サ
ー
バ

◆◆◆

ー
に
記
録
さ
れ
る
プ
レ
ー
ロ
グ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
通
じ
、

年
齢
や
性
別
等
の
属
性
別
に
プ
レ
イ
の
時
間
や
好
ま
れ
る

ゲ
ー
ム
の
傾
向
分
析
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

参
加
者
は
、
公
募
で
選
定
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
向
け
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
と
予
防
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の

利
用
者
の
方
々
で
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
こ
と
や
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
を
持
つ
の
は
初
め
て
と
い
う
方
も
多
く
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
ま
ず
は
馴
染
み
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
選
定

す
る
こ
と
で
参
加
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
多
く
の
方
に
ゲ

ー
ム
に
触
れ
合
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
ハ
ン
ド
ル
と
ア
ク
セ
ル
で
操
作
す
る
ド
ラ
イ

ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
や
、
麻
雀
、
将
棋
な
ど

の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
実
証
実
験
へ
の

参
加
を
考
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
高
齢
者
に
興
味
、
関
心
を
持

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
お
試
し
体
験
会
参
加

者
の
約
６
割
超
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

や
り
方
を
教
え
合
う
姿
も

実
証
実
験
で
は
、
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
ゲ

ー
ム
に
加
え
、各
種
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
、

シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
落
ち
も
の
パ
ズ
ル
ゲ
ー
ム
等
の
一
般

的
な
ゲ
ー
ム
ま
で
幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
提
供
し
ま
し

た
。
当
初
、
参
加
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
を

覚
え
、
操
作
方
法
を
マ
ス
タ
ー
す
る
た
め
施
設
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
高
齢
者
一
人
一
人
に
寄
り
添

っ
た
サ
ポ
ー
ト
が
相
当
量
必
要
で
し
た
。
し
か
し
、
回
を

重
ね
る
ご
と
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
操
作
に
も
慣
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
お
気
に
入
り
の
ゲ
ー
ム
を
見
つ
け
て
自
発
的
に

プ
レ
ー
す
る
よ
う
に
な
り
、「
最
初
は
難
し
い
と
思
っ
た

が
や
っ
て
み
た
ら
意
外
と
で
き
る
」「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
や

◆◆◆

兵
庫
県
神
戸
市

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
た
な
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化

―
神
戸
市
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
な
ど
が
連
携
し
て
実
証
事
業
―

藤
岡
　
健

神
戸
市
企
画
調
整
局
つ
な
ぐ
ラ
ボ
担
当
部
長

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
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る
と
ス
カ
ッ
と
す
る
」
な
ど
、
前
向
き
な
感
想
も
出
て
き

ま
し
た
。
中
に
は
ど
う
し
て
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
操
作

に
慣
れ
な
い
方
も
い
ま
し
た
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
タ

ッ
プ
し
て
操
作
す
る
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
を
提
供
し
て
カ
バ
ー

し
ま
し
た
。
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
は
操
作
が
簡
単
な
こ
と
に
加

え
、前
回
の
成
績
が
記
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、記
録
を
日
々

更
新
す
る
こ
と
を
目
標
に
継
続
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
最
初
は
一
人
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
た
方
々

が
、
他
の
参
加
者
と
ゲ
ー
ム
の
や
り
方
を
教
え
合
う
よ
う

に
な
り
、
さ
ら
に
は
日
常
の
出
来
事
、
近
所
の
店
の
情
報

交
換
等
の
日
常
会
話
を
楽
し
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
工
夫

高
齢
者
の
方
に
最
後
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
継
続
し
て
も

◆◆◆

ら
う
た
め
の
仕
掛
け
と
し
て
、
①
若
手
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

サ
ポ
ー
ト
②
施
設
内
ゲ
ー
ム
大
会
―
―
の
２
つ
を
用
意
し

ま
し
た
。

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
世
代
を
超
え
た
交
流
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
、
１
ヵ
月
に
１
回
程
度
、
2₀
歳
代
の
若
手

ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
も

「
次
来
る
の
は
い
つ
か
」
と
常
駐
ス
タ
ッ
フ
に
質
問
を
す

る
な
ど
、
い
つ
も
と
は
違
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

し
ん
だ
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ゲ
ー
ム
大
会
に
つ
い
て
は
、

目
標
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
実
証
期
間
の
終

盤
に
施
設
内
で
の
落
ち
も
の
パ
ズ
ル
ゲ
ー
ム
大
会
を
企
画

し
ま
し
た
。
企
画
発
表
後
は
練
習
に
熱
が
入
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
も
高
得
点
を
出
す
コ
ツ
の

レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
た
り
、
練
習
相
手
に
な
っ
た
り
す
る
な

ど
、
ゲ
ー
ム
を
介
し
た
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

実
証
事
業
の
ま
と
め

今
回
の
実
証
実
験
を
通
じ
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
高

齢
者
が
実
感
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
す
る

き
っ
か
け
と
な
る
ツ
ー
ル
と
な
り
得
る
の
で
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
他
方
で
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
や
パ
ソ
コ
ン

の
操
作
に
慣
れ
て
い
な
い
方
々
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で

あ
る
こ
と
や
、
ル
ー
ル
が
複
雑
で
動
き
が
早
く
激
し
い
一

般
的
な
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
プ
レ
ー
す
る
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
な
ど
、
高
齢
者
の
方
々
に
自
立
的
に
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
に
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
や

コ
ン
テ
ン
ツ
面
で
の
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
も
考
え
て
お

り
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
あ
た
っ
て
は
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
が
内
包
す
る
ゲ
ー
ム
依
存
症

へ
の
効
果
的
な
対
策
の
周
知
・
実
施
や
、

フ
レ
イ
ル
予
防
、
さ
ら
に
は
認
知
機
能
の

維
持
、
改
善
な
ど
の
有
効
性
を
示
す
科
学

的
エ
ビ
デ
ン
ス
の
収
集
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
実
証
実
験
の

結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
国
内
で
同
様
の

取
り
組
み
を
し
て
い
る
他
自
治
体
と
の
連

携
も
含
め
、
国
内
外
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
動

向
を
分
析
し
な
が
ら
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
持

つ
多
様
な
可
能
性
に
つ
い
て
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◆◆◆

◆◆◆

対戦型の「ぷよぷよ大会」の画面

ゲーム『グランツーリスモ』を楽しむ高齢者

「ぷよぷよ大会」でプレイする高齢者
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鳥
取
に
根
付
く
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
文
化

昨
夏
開
催
の
東
京
五
輪
で
は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
女
子
フ
ェ

ザ
ー
級
の
入
江
聖
奈
選
手
が
鳥
取
県
出
身
者
と
し
て
初
の

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、「
小
さ
な
県
で
も
や
れ
ば
で
き
る
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
国
に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
東
京
五
輪
で
正
式
種
目
に

追
加
さ
れ
、
近
年
若
い
世
代
を
中
心
に
人
気
を
集
め
て
お

り
、
鳥
取
県
で
も
力
を
入
れ
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
に

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
る
。

鳥
取
県
で
は
、
２
０
０
２
年
に
鳥
取
中
央
育
英
高
校
に

リ
ー
ド
施
設
、
２
０
０
４
年
に
鳥
取
県
民
体
育
館
に
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
・
リ
ー
ド
施
設
、
２
０
０
９
年
に
県
中
部
地
区

に
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
を
設
置
し
、
主
に
県
の
中
部
地
域

を
拠
点
に
競
技
普
及
と
選
手
強
化
に
努
め
て
き
た
。

２
０
１
５
年
に
は
、
若
手
ク
ラ
イ
マ
ー
に
と
っ
て
世
界

へ
の
登
竜
門
と
し
て
知
ら
れ
る
「
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ユ
ー
ス

◆◆◆

日
本
選
手
権
」
が
全
国
で
初
め
て
倉
吉
市
で
開
催
さ
れ
、

以
降
２
０
２
０
年
を
除
き
毎
年
倉
吉
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。全
国
の
若
き
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
が
倉
吉
を
目
指
す
中
、

国
内
外
の
大
会
に
挑
む
地
元
選
手
が
次
々
と
才
能
を
発
揮

し
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
鳥
取
県
の
「
お
家
芸
」
と
し
て
認

知
さ
れ
始
め
た
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
東
京
五
輪
の
追
加
種
目
の
候
補
に
挙

が
る
な
ど
追
い
風
の
も
と
、
２
０
１
６
年
３
月
に
倉
吉
体

育
文
化
会
館
に
屋
外
リ
ー
ド
壁
を
設
置
。
２
０
１
７
年
８

月
に
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
国
内
第
一
号
と
な
る
Ｊ
Ｏ

Ｃ
競
技
別
強
化
セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
る
。
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
の
聖
地
化
に
名
乗
り
を
挙
げ
た
当
県
は
、
２
０
１
８

年
３
月
に
同
施
設
に
屋
内
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
と
ス
ピ
ー

ド
壁
を
整
備
し
、「
倉
吉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
開
設
し
た
。

３
種
目
が
同
一
施
設
で
行
え
る
公
営
施
設
は
全
国
的
に

も
例
が
少
な
く
、「
国
際
大
会
で
使
用
さ
れ
る
ホ
ー
ル
ド

が
豊
富
」「
公
認
の
ル
ー
ト
セ
ッ
タ
ー
が
２
名
常
駐
し
上

級
者
で
も
充
実
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
可
能
」「
空
港
や

最
寄
り
駅
、
宿
泊
施
設
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
良
好
」
な
ど

の
強
み
に
よ
り
、
倉
吉
の
評
判
は
次
第
に
全
国
に
広
ま
っ

て
い
っ
た
。
ま
た
、教
員
と
し
て
県
内
若
手
選
手
の
指
導
・

育
成
を
中
心
的
に
担
っ
て
き
た
安
井
博
志
現
日
本
代
表
ヘ

ッ
ド
コ
ー
チ
の
尽
力
に
よ
り
、
過
去
３
度
日
本
代
表
合
宿

の
受
け
入
れ
が
実
現
し
、
多
く
の
ト
ッ
プ
選
手
た
ち
が
、

個
々
で
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
倉
吉
を
訪
れ
て
い
る
。

２
０
１
８
年
に
ア
ジ
ア
選
手
権
を
開
催

関
係
者
が
一
丸
と
な
り
誘
致
を
目
指
し
た
日
本
で
は
16

年
ぶ
り
と
な
る
「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ア
ジ
ア
選
手
権
」
が
、

２
０
１
８
年
11
月
に
倉
吉
市
で
開
催
さ
れ
た
。
日
本
代
表

選
手
を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
各
国
の
有
力
選
手
が
出
場
し
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
。
地
元
か
ら
も
高
田
知と

も

尭あ
き

・
こ
こ
ろ
兄

妹
が
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、
知
尭
選
手
は
リ
ー
ド
で

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
、
コ
ン
バ
イ
ン
ド
（
３
種
複
合
）
で
も

決
勝
に
進
出
（
６
位
）
す
る
な
ど
、
地
元
の
応
援
を
受
け

て
躍
動
し
た
。

大
会
期
間
中
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
代

の
方
々
が
延
べ
５
０
０
０
人
以
上
来
場
。
大
会
運
営
は
も

と
よ
り
、
会
場
内
に
設
け
た
地
元
グ
ル
メ
の
飲
食
コ
ー
ナ

ー
や
、
地
域
住
民
が
企
画
し
た
各
国
選
手
に
よ
る
餅
つ
き

体
験
な
ど
、
お
も
て
な
し
対
応
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
、
参

加
選
手
や
主
催
者
か
ら
高
評
価
を
得
る
結
果
と
な
り
、
初

の
国
際
大
会
に
暗
中
模
索
で
運
営
に
携
わ
っ
た
県
や
倉
吉

市
、
鳥
取
県
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
の
関

係
者
に
、
大
き
な
自
信
を
も
た
ら
し
た
。
観
戦
に
訪
れ
た

家
族
連
れ
か
ら
「
子
供
に
も
や
ら
せ
た
い
」
と
い
う
声
が

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
へ
の

◆◆◆

鳥
取
県

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
た
な
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
い
え
ば
、

�

鳥
取
県
・
倉
吉
市
！

―
国
内
有
数
の
施
設
、
地
元
の
熱
意
で
有
力
選
手
輩
出
―

鳥
取
県
地
域
づ
く
り
推
進
部

ス
ポ
ー
ツ
振
興
局
ス
ポ
ー
ツ
課
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関
心
が
高
ま
り
、
取
り
組
み
へ
の
支
援
が
充
実
す
る
契
機

と
な
っ
た
。

仏
代
表
チ
ー
ム
と
合
宿
受
け
入
れ
通
じ
交
流

国
際
大
会
の
誘
致
と
と
も
に
当
県
が
注
力
し
て
き
た
の

が
、
東
京
五
輪
事
前
合
宿
の
誘
致
で
あ
る
。
２
０
１
８
年

７
月
に
合
宿
誘
致
の
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
Ｗ

杯
シ
ャ
モ
ニ
ー
大
会
を
訪
問
し
、
各
国
コ
ー
チ
に
Ｐ
Ｒ
し

て
回
っ
た
と
こ
ろ
、
興
味
を
示
し
て
く
れ
た
の
が
フ
ラ
ン

ス
代
表
で
あ
っ
た
。
同
年
1₂
月
に
実
現
し
た
初
の
フ
ラ
ン

ス
代
表
合
宿
で
は
、
落
ち
着
い
た
倉
吉
の
街
の
雰
囲
気
や

◆◆◆

人
々
の
熱
意
が
フ
ラ
ン
ス
代
表
チ
ー
ム
の
心
を
つ
か
み
、

２
０
１
９
年
８
月
の
世
界
選
手
権
（
東
京
）
事
前
合
宿
を

経
て
、東
京
五
輪
の
合
宿
地
と
し
て
選
ば
れ
る
に
至
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
東
京
大
会
は
１
年

延
期
と
な
っ
た
が
、
応
援
動
画
を
フ
ラ
ン
ス
代
表
に
届
け

る
な
ど
し
て
、
交
流
の
輪
を
絶
や
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

２
０
２
１
年
７
月
₂₀
日
か
ら
₂₈
日
ま
で
、
８
人
（
選
手

４
、
コ
ー
チ
等
４
人
）
を
受
け
入
れ
た
東
京
五
輪
事
前
合

宿
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
行
動
範
囲
を
練
習
会
場
と
宿

泊
先
間
の
往
復
に
限
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
初
計
画
し

て
い
た
地
元
と
の
交
流
行
事
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
鳥

取
和
牛
等
の
県
産
食
材
を
使
用
し
た
和
食
中
心
の
食
事

や
、
す
い
か
、
ぶ
ど
う
等
地
元
特
産
品
の
提
供
、
地
元
小

中
学
生
が
つ
く
っ
た
フ
ラ
ン
ス
国
旗
を
あ
し
ら
っ
た
千
羽

鶴
の
贈
呈
な
ど
、
出
来
る
限
り
の
お
も
て
な
し
で
東
京
へ

と
送
り
出
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
代
表
監
督
か
ら
は
、「
事
前
合
宿
で
の
す
べ

て
の
対
応
に
本
当
に
感
謝
す
る
、
温
か
い
お
も
て
な
し
が

う
れ
し
か
っ
た
。
鳥
取
の
関
係
者
を
家
族
の
よ
う
に
感
じ

て
お
り
、
ま
た
戻
っ
て
き
た
い
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
を
頂

き
、
東
京
大
会
で
は
、
代
表
選
手
４
人
の
う
ち
、
３
人
が

決
勝
進
出
を
果
た
し
、
男
子
選
手
が
５
位
と
８
位
入
賞
、

女
子
選
手
が
６
位
入
賞
と
い
う
好
成
績
を
収
め
た
。

次
な
る
高
み
を
目
指
し
て

鳥
取
県
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
倉
吉
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
競
技
施
設
機
能
の
強

化
、
パ
リ
五
輪
へ
出
場
可
能
性
の
あ
る
県
内
競
技

者
へ
の
活
動
支
援
、
将
来
的
に
世
界
で
活
躍
が
見

込
ま
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
発
掘
・
育
成
な
ど
に

戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
倉
吉
市
や

鳥
取
県
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
丸
と
な
っ
て
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
代
表
合
宿
や
大
会
の
誘
致
、
競
技
普
及
と
選

手
・
地
域
間
交
流
の
取
り
組
み
を
進
め
、「
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
の
聖
地
」へ
向
け
て
歩
み
続
け
て
い
く
。

こ
れ
ま
で
絆
を
深
め
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
で
次
回

開
催
さ
れ
る
パ
リ
五
輪
。
ア
ジ
ア
世
界
選
手
権
や

フ
ラ
ン
ス
代
表
合
宿
を
見
て
育
っ
た
地
元
出
身
ク

ラ
イ
マ
ー
が
活
躍
し
、「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
い
え

ば
鳥
取
県
・
倉
吉
市
」
と
そ
の
名
が
国
内
外
に
と

ど
ろ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

◆◆◆

クライミングアジア選手権（2018 年 11月）のボルダリング種目

東京五輪事前合宿（2021 年 7月）で地元から千羽鶴を受け取るフランス代表選手（左）、
フランス代表チームと受け入れスタッフによる集合写真（右）

倉吉スポーツクライミングセンター完成記念セレモニー（2018年 3月）でのテープカット（左）、
リード壁デモンストレーション（右）の様子
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特 集
空
手
発
祥
の
地
・
沖
縄

海
洋
島
し
ょ
県
で
あ
る
沖
縄
は
、
古

い
に
し
えの

時
代
か
ら
、
東

ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
す
る
地
理
的
環
境
を
生
か
し
、
周

辺
諸
国
と
の
交
流
を
通
じ
て
個
性
豊
か
な
独
特
の
文
化
を

発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
空
手
は
、
厳

し
い
鍛
錬
を
通
し
て
身
体
を
鍛
え
る
と
と
も
に
、
心
を
磨

き
礼
節
を
重
ん
じ
る
「
平
和
の
武
」
と
し
て
国
内
外
に
広

く
普
及
し
、
現
在
で
は
、
空
手
愛
好
家
は
世
界
中
で
１
億

３
０
０
０
万
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
８
月
の
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
、
喜
友
名
諒
選
手
の
活
躍
に
よ
り
、
空
手
発
祥
の
地
が

沖
縄
で
あ
る
こ
と
を
世
界
中
の
多
く
の
人
々
が
知
る
機
会

と
な
り
、
沖
縄
が
今
ま
で
以
上
に
世
界
か
ら
大
き
な
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
空
手
が
、
世
界
中
の
人
々
を
魅
了
す

る
理
由
は
、
沖
縄
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
空
手
に
先
手
な

し
」
の
理
念
に
表
さ
れ
る
平
和
を
希
求
す
る
心
や
、
先
人

に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
受
け
継
が
れ
て
き
た
空
手
の
真
髄
と

も
い
え
る
型
に
あ
り
ま
す
。
型
が
、
見
る
者
の
心
に
深
い

◆◆◆

感
動
を
与
え
る
美
し
さ
を
持
つ
と
と
も
に
、
型
に
秘
め
ら

れ
た
精
緻
な
技
を
解
釈
し
身
に
つ
け
た
い
と
い
う
思
い
を

人
々
に
抱
か
せ
、
厳
し
い
鍛
錬
を
通
し
て
体
得
さ
れ
た
人

間
力
と
人
格
形
成
に
つ
な
が
る
思
い
や
り
の
心
が
育
ま
れ

る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

空
手
は
、
沖
縄
が
世
界
に
誇
る
伝
統
文
化
で
あ
り
、
先

人
達
が
体
系
化
し
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
技
や
精

神
性
を
今
後
も
正
し
く
保
存
・
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

「
空
手
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
そ
の
取
り
組
み

沖
縄
県
で
は
、
沖
縄
空
手
を
保
存
・
継
承
・
発
展
さ
せ

る
た
め
、
20
年
後
の
め
ざ
す
べ
き
将
来
像
と
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
振
興
方
策
と
し
て
「
沖
縄
空
手
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
平
成
30
年
３
月
に
策
定
し
、
め
ざ
す
べ
き
将
来
像

の
実
現
に
向
け
て
、
同
年
度
に
具
体
的
な
工
程
等
と
な
る

「
沖
縄
空
手
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
策
定
し
、

空
手
に
関
す
る
各
種
の
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
は
将
来
像
と
し
て
、
①
保
存
・
継
承
＝
空
手

◆◆◆

の
型
に
秘
め
ら
れ
た
精
緻
な
技
と
平
和
を
希
求
し
礼
節
を

重
ん
じ
る
精
神
性
が
正
し
く
次
世
代
へ
受
け
継
が
れ
て
い

る
②
普
及
・
啓
発
＝
空
手
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
を
的
確

に
捉
え
た
施
策
の
推
進
に
よ
り
世
界
の
空
手
家
が
「
空
手

発
祥
の
地
・
沖
縄
」
を
認
識
し
て
い
る
③
振
興
・
発
展
＝

空
手
家
が
豊
か
な
人
生
を
歩
む
「
空
手
の
聖
地
・
沖
縄
」

が
確
立
さ
れ
て
空
手
に
よ
る
産
業
振
興
が
図
ら
れ
て
い
る

―
―
の
三
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向
け
、県
、

空
手
関
係
団
体
、
経
済
界
等
が
一
体
と
な
っ
て
必
要
な
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
に
沖
縄
空
手
各
流
派
の
歴
史
、
型
、

鍛
錬
法
等
に
関
す
る
特
徴
を
調
査
研
究
し
て
体
系
化
し
た

解
説
書
を
多
言
語
で
作
成
し
、
世
界
に
発
信
す
る
と
と
も

に
、
保
存
・
継
承
に
向
け
た
教
材
と
し
て
活
用
す
る
事
業

沖
縄
県

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
た
な
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化

佐
和
田
　
勇
人

沖
縄
県
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部 

空
手
振
興
課
長

―
世
界
に
誇
る
伝
統
文
化
、
ユ
ネ
ス
コ
遺
産
登
録
も
視
野
―

空
手
が
経
済
成
長
の
新
エ
ン
ジ
ン
に

指導者派遣事業によりドイツで指導する
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を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
空
手
の
指
導
者
等
を

国
内
外
に
派
遣
し
、
現
地
で
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
県
内
に
お
け
る
継
続
的
な
普
及
促
進
を
図
る
た

め
、
離
島
地
域
及
び
県
内
で
沖
縄
空
手
の
活
用
ニ
ー
ズ
を

有
す
る
団
体
へ
指
導
者
を
派
遣
し
技
術
指
導
等
を
伝
え
る

各
種
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
経
済
効
果
創
出
も

こ
の
よ
う
な
施
策
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
指
導

者
お
よ
び
後
継
者
の
育
成
、
道
場
や
空
手
関
係
団
体
の
運

営
強
化
、
認
知
度
の
向
上
、
空
手
愛
好
家
の
受
入
体
制
の

◆◆◆

強
化
、
経
済
面
で
の
波
及
効
果
の
創
出
等
に
つ
い
て
は
課

題
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
観
光
産
業
や
商
工
業
等
関
連
産
業
へ
の
波

及
効
果
が
期
待
で
き
、
空
手
を
目
的
と
し
た
交
流
人
口
を

増
や
し
、「
空
手
関
連
産
業
」
と
い
う
新
た
な
産
業
の
創

出
を
図
る
た
め
「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
よ
る
、
空
手
を

組
み
込
ん
だ
体
験
型
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
商
品
等
の
開
発
支

援
へ
の
取
り
組
み
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

復
帰
50
周
年
に
全
世
代
の
世
界
大
会

令
和
４
年
度
、
沖
縄
県
は
復
帰
₅0
周
年
の
節
目
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。
国
内

外
の
注
目
を
集
め
る

こ
の
機
会
を
捉
え
、

世
界
中
の
沖
縄
空
手

の
愛
好
家
が
「
空
手

発
祥
の
地
・
沖
縄
」

に
集
結
し
交
流
を
深

め
る
場
を
創
出
す
る

と
と
も
に
、
沖
縄
空

手
の
技
や
精
神
性
を

保
存
・
継
承
し
、
将

来
に
わ
た
っ
て
の
振

興
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
令
和
４
年
８

月
「
第
２
回
沖
縄
空

手
世
界
大
会
」
及
び

「
第
１
回
沖
縄
空
手

少
年
少
女
世
界
大

会
」
を
同
時
に
開
催

◆◆◆

し
、
幼
少
︵
６
歳
︶
か
ら
シ
ニ
ア
︵
₆0
歳
以
上
︶
ま
で
の

全
年
代
が
演
武
を
競
う
初
め
て
の
大
会
と
し
て
実
施
し
ま

す
。ま

た
、
空
手
が
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
、
世
界
の
平
和

と
人
々
の
幸
福
に
貢
献
す
る
こ
と
へ
の
願
い
を
込
め
て
₁0

月
2₅
日
を
「
空
手
の
日
」
と
す
る
こ
と
が
平
成
₁₇
年
に
県

議
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
を
記
念
し
た
「
記
念

演
武
祭
」
で
は
平
成
2₈
年
に
数
千
人
規
模
に
よ
る
空
手
の

型
の
一
斉
演
武
を
行
っ
て
お
り
、
世
界
に
沖
縄
空
手
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
沖
縄
空
手
は
、
沖
縄
が
世
界
に
誇
る
伝

統
文
化
で
あ
り
、
先
人
達
が
体
系
化
し
今
日
ま
で
受
け
継

が
れ
て
き
た
技
や
精
神
性
を
今
後
も
正
し
く
保
存
・
継
承

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
沖
縄

県
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
ユ
ネ
ス
コ
提
案
に
向
け
た
学
術
研
究
を
更

に
深
め
る
と
と
も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等
の
情
報
発

信
に
よ
り
県
民
等
へ
の
気
運
醸
成
を
図
り
な
が
ら
早
期
の

登
録
実
現
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
盛
り
込
ん
だ
「
沖
縄
空
手
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
よ
り
、
沖
縄
県
は
令
和
３

年
₁2
月
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
方
創
生
や
ま
ち
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く

り
優
良
自
治
体
」
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
貴
重
な
伝
統
文
化
と
し
て
の
沖
縄
空
手
の

価
値
を
県
民
に
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
国
内

外
に
お
け
る
「
空
手
発
祥
の
地
・
沖
縄
」
の
さ
ら
な
る
認

知
度
向
上
、
空
手
を
目
的
と
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ

っ
て
県
経
済
の
発
展
に
も
寄
与
し
、
空
手
が
沖
縄
経
済
を

成
長
さ
せ
る
新
エ
ン
ジ
ン
に
な
る
よ
う
各
取
り
組
み
を
加

速
し
て
い
き
ま
す
。

令和３年空手の日一斉演武

第 1回沖縄空手国際大会に世界中から集まった選手たち
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あ
ら
ゆ
る
身
体
活
動
を
、
ス
ポ
ー
ツ
と
捉
え
て
い
く
こ
と

が
可
能
で
す
。

地
方
を
中
心
と
し
た
人
口
減
少
、
経
済
衰
退
が
言
わ
れ

る
中
、「
地
方
創
生
」
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
だ
け
で
な
く
政
府

全
体
の
国
家
的
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
と

し
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
素
晴
ら
し
い
ツ
ー
ル
を
積
極

的
に
活
用
し
て
、
全
国
各
地
で
の
「
地
方
創
生
」
の
お
手

伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る 

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
創
設
さ
れ
た
２
０
１
５
年
以
降
に
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
施
策
と
し
て
主
に
取
り
組
ん
で

き
た
の
が
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
注
１
）」
で
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
取
り
組
む
べ
き
基
本
的
方
針
を
定
め
た

「
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」
に
お
い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
地
域
振
興
の
具
体
的
施
策
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
推
進
が
メ
イ
ン
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
合
宿
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加
や

観
戦
、
地
域
資
源
と
ス
ポ
ー
ツ
が
融
合
し
た
観
光
を
楽
し

む
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
地
方
誘
客
に
よ
る
交
流
人

口
の
拡
大
、
幅
広
い
関
連
産
業
の
活
性
化
や
関
連
消
費
の

拡
大
な
ど
、
地
域
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
に
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
や
東

京
２
０
２
０
大
会
な
ど
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
に

加
え
、
政
府
の
観
光
立
国
の
推
進
に
伴
い
、
体
験
型
観
光

の
一
つ
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
大
き
な
注
目
を

集
め
、
そ
の
需
要
を
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、
大
き
な
経

済
効
果
や
社
会
的
効
果
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
２
０
１
８
年
に
策

ス
ポ
ー
ツ
庁
は 

何
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か

皆
さ
ん
は
「
ス
ポ
ー
ツ
庁
」
と
聞
い
た
時
に
、
何
を
行

う
役
所
だ
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
か
。

「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
言
葉
か
ら
想
像
す
る
の
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
際
競
技
大
会
等
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
以
下
「
東
京
２
０
２
０
大

会
」）
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
「
新

型
コ
ロ
ナ
」）
の
拡
大
に
よ
り
多
く
の
会
場
が
無
観
客
開

催
と
な
っ
た
も
の
の
、
限
界
に
挑
む
選
手
た
ち
の
姿
、
笑

顔
や
涙
、
そ
こ
か
ら
発
せ
ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
、

世
界
中
を
感
動
の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
こ
と
は
皆
様
の
記
憶

に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
そ
う
し
た
ア
ス
リ
ー
ト
の
サ
ポ
ー

ト
、
国
際
競
技
大
会
等
の
誘
致
・
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
振
興
、
い
わ
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
「
の
」
振

興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ

自
体
「
の
」
振
興
に
加
え
て
、
地
域
振
興
な
ど
他
の
目
的

の
実
現
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ス

ポ
ー
ツ
「
に
よ
る
」
振
興
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

当
た
り
前
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

今
回
の
本
題
で
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま

ち
づ
く
り
」
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」「
み
る
」「
さ

さ
え
る
」
と
い
っ
た
形
で
そ
れ
自
体
を
楽
し
む
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
少
子
高
齢
化
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
、
地

域
の
過
疎
化
、
地
域
経
済
の
衰
退
と
い
っ
た
、
今
多
く
の

地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
を
解
決
に
導
く
ツ

ー
ル
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
」
し
て
い
こ
う
と
い
う
、

発
想
の
転
換
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
こ
の
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
振
興
」

に
お
い
て
は
、
競
技
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、

体
を
動
か
す
日
常
的
な
身
体
活
動
全
般
を
広
く
ス
ポ
ー
ツ

と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
散

歩
や
草
刈
り
、
防
災
訓
練
、
ゴ
ミ
拾
い
、
雪
下
ろ
し
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

新
た
な
展
開
に
よ
る
地
域
活
性
化

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り

特 集
副基調論文

原
口
　
大
志

ス
ポ
ー
ツ
庁
参
事
官（
地
域
振
興
担
当
）

―
地
域
課
題
解
決
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
―
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定
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
需
要
拡
大
戦
略
」
に
基

づ
き
、
重
点
テ
ー
マ
に
設
定
し
た
「
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
お
よ
び
「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
推
進

す
べ
く
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
「
武
道

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
武
道
発
祥
の
地
で
あ
る
日
本
で
し
か
体

験
で
き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
（
伝
統
文
化
・
精
神
文
化
）

が
融
合
し
た
希
少
性
の
高
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
の
み
な
ら
ず
、
武
道
の
国
際
的
認
知
の

向
上
や
国
内
外
へ
の
普
及
・
発
信
を
目
的
に
、
国
と
し
て

は
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
初
め
て
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
中
心
と
し
て
、
ス
ポ

ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
担
い
手
「
地
域
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
注
２
）（
以
下
「
地
域
Ｓ
Ｃ
」）」

の
新
規
設
立
や
設
立
後
の
活
動
充
実
に
対
し
て
も
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
Ｓ
Ｃ
の
主
な
取
り
組
み
は
、
地
域
外
か
ら
参
加
者

を
呼
び
込
む
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」、

国
内
外
の
大
規
模
な
「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
」、
プ
ロ
チ

ー
ム
や
大
学
等
の

「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・

キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
」

「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ー
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創

出
」
な
ど
で
す
が
、

最
近
で
は
、
地
域
住

民
向
け
の
「
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運

営
」「
健
康
増
進
・

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
」「
地
域
企

業
と
連
携
し
た
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
」
な
ど
に
も
取
り
組
み

を
拡
大
さ
せ
て
い
ま
す
。

東
京
２
０
２
０
大
会
を
契
機
に
、
各
地
で

地
域
Ｓ
Ｃ
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
２
０
１
７

年
の
₅₆
団
体
か
ら
２
０
２
１
年
の
１
７
７
団

体
ま
で
、
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
期
間

中
の
５
年
間
で
そ
の
数
は
３
倍
以
上
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
競
技
団
体
の
実
情
に
詳
し

い
団
体
と
の
連
携
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン

ト
の
誘
致
・
運
営
な
ど
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、

宿
泊
施
設
の
整
備
、
広
報
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
組
織
化
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
競
技

と
は
か
け
離
れ
た
団
体
、
人
材
と
連
携
し
、

参
加
者
や
観
光
客
に
み
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
何
よ
り

バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
組
織
、
人
材
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

る
ハ
ブ
と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
が
地
域

Ｓ
Ｃ
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
今
後
も
新

た
な
経
営
展
開
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
人
材
の

育
成
・
確
保
な
ど
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
予
定
で
す
。（
ス
ポ
ー
ツ
庁
Ｈ
Ｐ　

https://w
w
w
.m
ext.go.jp/sports/b_

m
enu/sports/m

catetop09/list/
detail/1372561.htm

）

政
府
﹁
総
合
戦
略
﹂
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
施
策
の
登
場

こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
振
興
施
策

≒

ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
流
れ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の

が
、
２
０
１
９
年
に
政
府
決
定
さ
れ
た
「
第
２
期
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
以
下
「
総
合
戦
略
」）」

で
す
。

沖縄「空手ツーリズム」（スポーツ庁提供）

地域スポーツコミッション（スポーツ庁HP）

特 集
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こ
れ
は
、
東
京
２
０
２
０
大
会
を
起
爆
剤
に
、「
オ
リ

パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」
と
し
て
、
本
格
的
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を

活
用
し
た
特
色
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
全
国
的
な
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
（
政
府
で
は
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」

と
呼
称
）
を
創
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

「
オ
リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」
に
は
、
競
技
施
設
の
よ
う

な
有
形
の
遺
産
だ
け
で
な
く
、
無
形
の
社
会
的
・
経
済
的
・

文
化
的
影
響
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
で

は
、
こ
の
政
府
決
定
以
降
、
関
係
省
庁
を
主
導
し
て
、「
オ

リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」
と
し
て
、
全
国
各
地
で
、「
ス
ポ

ー
ツ
」
を
活
用
し
た
特
色
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
創
出
・

定
着
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
「
ス
ポ
ー
ツ
×
地
方
創
生
・

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
前
述
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
よ
う
な
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
「
ア
ウ
タ
ー
政
策
」

だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
よ
う
な
地
域
住
民
向
け
の

「
イ
ン
ナ
ー
政
策
」、
さ
ら
に
は
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
、
地

元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、
地
元
ア
ス
リ
ー
ト
、
国
体
、
ス
ポ
ー

ツ
産
業
等
も
「
地
方
創
生
」
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
を
活
用
し
た
特
色
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
、
自
治
体

を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
を
あ
げ
て
と
記
載
し
た
の
は
、
従
来
の
ス
ポ
ー

ツ
部
局
、
観
光
部
局
、
健
康
福
祉
部
局
な
ど
が
タ
テ
割
り

の
既
存
の
枠
の
中
で
行
っ
て
き
た
取
り
組
み
を
、
地
方
創

生
・
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
ヨ
コ
串
を
入
れ
る
こ

と
が
重
要
だ
か
ら
で
す
。

極
端
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、「
ス
ポ
ー
ツ
」
か
ら
「
ま

ち
づ
く
り
」
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
で
は
な
く
、「
ま
ち

づ
く
り
」
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
」
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
、

と
い
う
く
ら
い
の
「
発
想
の
転
換
」
が
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、「
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
、「
ス

ポ
ー
ツ
」
を
最
大
限
活
用
す
る
発
想
が
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り 

優
良
自
治
体
表
彰
制
度
の
創
設

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
東
京
２
０
２
０
大
会
後
、
オ
リ
パ

ラ
・
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
方
創

生
・
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
自
治

体
を
応
援
す
る
た
め
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り

優
良
自
治
体
表
彰
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
自
治
体
を
、
室
伏
広
治
長
官
が
表
彰
式
で

表
彰
す
る
と
と
も
に
、
先
進
的
な
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
中
心
と
な
っ
て
積
極
的
に
広
く
全
国
へ
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
地
域
だ
け
で
な
く
全
国

で
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
の
表
彰
と
な
る
２
０
２
１
年
は
、
30
自
治
体
が

受
賞
し
、
12
月
14
日
に
都
内
で
行
わ
れ
た
式
典
「
ス
ポ
ま

ち
！　

長
官
表
彰
２
０
２
１
」
に
は
、
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
沖
縄
県
ま
で
、
何
と
総
勢
29
名
も
の
自
治
体
首
長
が

参
加
、室
伏
長
官
か
ら
直
接
表
彰
状
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
道
下
美
里
さ
ん
（
パ
ラ
リ

ン
ピ
ア
ン
）、
武
井
壮
さ
ん
（
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
会

長
）
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、「
ス
ポ
ー
ツ
×
地
域
の
未
来
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
室

伏
長
官
が
直
接
訪
問
す
る
自
治
体
を
抽
選
で
決
め
る
「
ス

ポ
ま
ち
！　

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
な
ど
が
式
典
を
彩
り
ま
し

た
。式

典
に
は
全
国
・
地
方
の
約
30
社
の
マ
ス
コ
ミ
が
参
加

す
る
な
ど
、
そ
の
注
目
度
は
非
常
に
高
く
、
今
後
の
各
地

域
で
の
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
、
ま
ち
づ
く
り
」

の
取
り
組
み
か
ら
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー

ツ
庁
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用
し
て
、
受

賞
さ
れ
た
取
り
組
み
を
広
く
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

本
表
彰
は
、
２
０
２
２
年
以
降
も
第
２
回
、
第
３
回
と

続
け
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
今
回
応
募
に
至
ら
な
か
っ

た
自
治
体
の
皆
様
に
も
是
非
ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
が
積
極
的
に
連
携
を
図
っ

て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

（「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」
優
良
自
治
体
表
彰 「スポーツ・健康まちづくり」のイメージ概要（スポーツ庁提供）
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スポーツ振興の新たな展開による地域活性化
東京2020オリンピック・パラリンピックでは、新競技やパラスポーツにも注目が集まった。だれもが楽しめるニュースポーツ
の普及に取り組む自治体も増えている。スポーツ振興の新たな展開による地域活性化の事例を特集する。

北海道壮瞥町（p６-７）
昭和新山国際雪合戦で敵の攻撃をかわす選手
1

千葉県千葉市（p８-９）
長谷川良信記念・千葉市長杯争奪車いすバスケットボール全国選
抜大会

2

千葉県一宮町（p10-11）
サーフショップが並ぶサーフストリート
3

東京都江戸川区（p12-13）
EDORIKU車いす陸上教室の様子
4

富山県（p14-15）
eスポーツ大会で伝統工芸の高岡銅器で作った記念品の盾を贈る
5長野県軽井沢町（p16-17）

軽井沢国際カーリング選手権大会2019
6

1

2

6

4
3

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
行
の
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
は
２
０
２
１
年

度
末
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会

に
お
い
て
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け

て
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

２
０
２
２
年
度
以
降
は
、
東
京
２
０
２
０
大
会
な
ど

の
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ガ
シ
ー
」
や
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

な
ど
に
よ
る
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
こ
の

新
た
な
基
本
計
画
の
下
で
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

先
に
記
載
し
た
と
お
り
、
現
行
の
第
２
期
計
画
は
、

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
の
内
容
と
し
て
「
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
中
心
と
し
た
記
述
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。

東
京
２
０
２
０
大
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
住

民
・
国
民
の
理
解
と
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
か
つ
て
な
い
関
心
を
集
め
た
東
京
２
０
２

０
大
会
が
終
わ
っ
た
今
、そ
れ
に
代
わ
る
も
の
は
何
か
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
、
ま
ち
づ
く
り
が
そ
の
一

つ
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会
の

議
論
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
の
内
容
を
、

「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」か
ら「
ま
ち
づ
く
り
」に
広
げ
、

全
国
各
地
で
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
創
出
さ
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
・
社
会
に
積
極
的
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
に

進
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
身
近
に
感
じ
、「
ス
ポ
ー
ツ
っ

て
良
い
な
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
住
民
・
国
民
の
皆
様

を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
東
京
２
０
２
０
大
会
の
よ
う
な

制
度https://w

w
w
.m
ext.go.jp/sports/b_m

enu/
sports/m

catetop09/list/detail/1384512_00002.
htm

）ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら
ま
ち
づ
く
り
へ

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
策
定
へ

国
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
政
策
は
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
に

基
づ
く
５
カ
年
計
画
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
の
下
で

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
へ
の
理
解
や
サ
ポ
ー
ト
も
さ
ら
に

広
げ
、
ひ
い
て
は
競
技
振
興
と
地
域
振
興
の
好
循
環
を
実

現
し
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
で
進
ん
で
い
ま
す
。

東
京
２
０
２
０
大
会
を
契
機
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
創
設
さ

れ
て
以
降
、
常
に
発
展
し
続
け
て
き
た
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ

る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
が
、
大
会
「
後
」
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
と
考
え

て
い
ま
す
。

私
ど
も
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
、
ま
ち
づ
く

り
に
ご
興
味
あ
る
自
治
体
、
民
間
の
皆
様
と
是
非
、
意
見

交
換
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一
緒
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

注
１
　「
ス
ポ
ー
ツ
」
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
観
戦
を
目
的
と
し
て

地
域
を
訪
れ
た
り
、
地
域
資
源
（
ア
ウ
ト
ド
ア
な
ど
）
と
「
ス
ポ

ー
ツ
」
が
融
合
し
た
観
光
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

を
活
用
し
た
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
ス
タ
イ
ル
。

注
２
　
地
方
公
共
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
民
間
企
業
な
ど
が
一
体

と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
活
性
化
を
推
進
し

て
い
く
組
織
の
総
称
で
あ
っ
て
、
以
下
４
要
件
を
満
た
す
も
の
。

〔
組
織
２
要
件
〕

《
一
体
組
織
要
件
》
自
治
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
体
育
協
会
、
総
合

型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
）、
民
間
企
業
・
団
体
（
観
光
協
会
、
商
工

団
体
、
大
学
、
観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
等
）
な
ど
が
一
体
と

し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
（
実
際
に
は
、
一
つ
の
組
織
と
な

っ
て
い
る
場
合
や
、
複
数
の
組
織
が
協
働
し
て
い
る
場
合
な
ど
が

あ
る
）。

《
常
設
組
織
要
件
》
常
設
の
組
織
で
あ
り
、
時
限
の
組
織
で
な
い
こ

と
（
組
織
の
構
成
員
の
常
勤
・
兼
務
は
問
わ
な
い
）。

〔
活
動
２
要
件
〕

《
域
外
交
流
活
動
要
件
》
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
や
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
・
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
な
ど
域
外
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け

た
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
資
源
を
掛
け
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域

活
性
化
の
た
め
の
活
動
を
主
要
な
活
動
の
一
つ
と
し
て
い
る
こ
と
。

《
広
範
通
年
活
動
要
件
》
単
発
の
特
定
の
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

お
よ
び
そ
の
付
帯
事
業
に
特
化
せ
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性

化
に
向
け
た
幅
広
い
活
動
を
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
こ
と
。

スポーツ・健康まちづくり優良自治体表彰 2021
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基調論文／関根正敏
ポスト「東京2020」のスポーツ政策

北海道壮瞥町／三松靖志
雪さえあれば、どこでもできる

千葉県千葉市／近藤和人
パラスポーツで交流できるまちづくり

千葉県一宮町／高橋克佳
一宮版サーフォノミクス

東京都江戸川区／中町佑介
誰もがスポーツに親しめる社会を目指して

富山県／堺谷陽平
ｅスポーツで地域社会と向き合う

長野県軽井沢町／西山紀子
「カーリングの聖地・軽井沢」への地域振興

愛知県／長川原康生
20種以上のニュースポーツ機会提供

三重県熊野市／中嶋竜也
快水浴場百選の海でマリンスポーツ振興

大阪府東大阪市／津田直也
誰でも楽しめるウィルチェアスポーツの振興

兵庫県神戸市／藤岡　健
ｅスポーツで高齢者のフレイル予防

鳥取県／鳥取県地域づくり推進部 スポーツ振興局スポーツ課
クライミングといえば、鳥取県・倉吉市！

沖縄県／佐和田勇人
空手が経済成長の新エンジンに

副基調論文／原口大志
スポーツによる地方創生・まちづくり

目 次 グラビア表紙裏

6〜7

8〜9

10〜11

12〜13

14〜15

18〜19

20〜21

22〜23

24〜25

26〜27

28〜29

30〜33

2〜5

16〜17

2022

2
ISSN  1340-8917

特集編
スポーツ振興の新たな
展開による地域活性化

02月号特集編_00_表1-4_再永.indd   全ページ 2022/01/17   15:10


	H1
	H2
	H3
	H4
	01
	02-05
	06-07
	08-09
	10-13
	14-15
	16
	17
	18-19
	20-21
	22-23
	24-27
	28

	H1
	H2
	H3
	H4
	01
	02-05
	06-07
	08-09
	10-11
	12-13
	14-15
	16-17
	18-19
	20-21
	21_差替
	22-23
	24-25
	26-27
	28-29
	30-32


